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香川薬学部年報第 16 号の発刊にあたって 

 

徳島文理大学香川薬学部 学部長 野地 裕美 

 
令和 3（2021）年度は、新型コロナウイルスの世界的パンデミックにより、香川薬学部においても研

究、教育、社会貢献に大きな制約を受けました。教育に関しては、オンラインでの授業を併用しなが

ら、可能な限り対面での授業を行いました。 

香川薬学部は、化学と生物学を基盤とする確かな知識、生命科学を基礎とする薬学的思考力、薬学人

としての豊かな人間性と倫理観および柔軟な社会性を備えた人材（薬剤師）の育成を理念に掲げ平成 16

年 4月に開設されました。平成 18年 4月には薬剤師養成のための薬学教育が 6年制へ移行したことに

伴い、6年制の薬学科と 4年制の薬科学科の 2学科を併設し、新たに出発しました。そして、薬学科（6

年制）では、社会的要請に応えるべく、高度化する医療に対応できる高い資質を持つ薬剤師、疾病の予

防と治療に貢献できる薬剤師を養成するために充実した医療薬学教育を行ってきています。薬科学科

（4年制）では、薬学的素養を身につけ社会のあらゆる分野で活躍できる多様な人材、特にサイエンテ

ィストとして基礎科学に貢献するとともにライフサイエンス領域で活躍できる人材の養成教育を行って

きましたが、平成 23年度からは地域のニーズに合わせ、6年制薬学科の 1学科体制に変更しました。香

川薬学部は、開設の理念を継承し研究マインドをもち、社会的要請に応えられる職業人を養成し、国民

の健康増進に貢献できる多様な人材育成教育を行っています。一方、研究体制の充実を図かるために、

平成 18年 4月、6年制への移行に伴い香川薬学部付属研究所（神経科学研究所）が設置されました。 

平成 19年度に、開設以来、教育・研究、社会貢献に邁進してきた香川薬学部の活動を振り返り、教

育、研究、大学管理運営、および社会貢献の観点から香川薬学部の活動を纏めた教育・研究年報を刊行

しました。創刊号以来、令和 4年に第 16号を発刊する運びとなりました。香川薬学部内外との交流と

活動の幅を広げるためにも有用と存じます。 

年報 15号から、冊子体での発行を取りやめ本学部ホームページ（kp.bunri-u.ac.jp）でいつでもご覧い

ただけるように e-Book 形式にしました。香川薬学部の活動をご理解いただくとともにお気づきになっ

た点やご意見やご要望を頂けましたらありがたく存じます。 

 

令和 2年 4月に、一般社団法人 薬学教育評価機構（JABPE）による 6年制薬学教育

に対する薬学教育評価基準に「適合」と認定されています。 

 

 

今後ともご指導、ご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 
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I. 香川薬学部概況 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

沿 革

1895（明治 28年） 村崎サイ、徳島市に私立裁縫専修学校を創立 

1966（昭和 41年） 徳島女子大学開設、家政学部設置 

1968（昭和 43年） 音楽学部設置 

1972（昭和 47年） 徳島文理大学と改称、薬学部設置 

1983（昭和 58年） 香川県大川郡志度町に香川キャンパスを開学 

文学部設置（香川キャンパス）

1989（平成元年） 工学部設置（香川キャンパス） 

1995（平成 7年） 学園創立百周年記念式典挙行 

2000（平成 12年） 総合政策学部設置（徳島キャンパス） 

2004（平成 16年）香川薬学部 創薬学科開設（以下，香川薬学部の沿革） 

10 講座体制でスタート、リサーチ アンド メディア ライブラリー（16号館）4 階

に各教員室を置く、18号館 2 階・6 階に共同研究室を設け、講義棟（13号館）1 階

に香川薬学部事務室を置く

薬品倉庫の完成

2005（平成 17年）大学院 香川薬学研究科［博士課程］設置 

香川薬学部研究棟（20号館），実習棟（21号館）完成 

中央機器室を研究棟 2 階に設置 

ラジオアイソトープ（RI）実験施設，実験動物研究施設設置

薬用植物園完成

学園創立 110 周年記念式典挙行 

2006（平成 18年）香川薬学部 薬学科〈6年制〉設置 

香川薬学部 薬科学科〈4年制〉設置 

模擬薬局を講義棟（13号館）5 階に設置 

神経科学研究所設置

2007（平成 19年） 神経科学研究所を 4部門に拡充 

2010（平成 22年）大学院 香川薬学科薬科学専攻を設置 

2012（平成 24年）香川薬学部 薬学科のみの募集に変更 

大学院薬学研究科（4年制）薬学専攻博士課程設置 

2014（平成 26年）香川薬学部開設 10 周年記念式典挙行 

2015（平成 27年）学園創立 120 周年記念式典挙行 

2019（令和元年） ラジオアイソトープ（RI）実験施設廃止 

2020（令和 2年）学園創立 125 周年記念式典挙行 

薬学教育評価機構（JABPE）6年制薬学教育評価基準「適合」認定 
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組 織 

（2021 年 4 月 1 日現在） 
徳島文理大学 香川薬学部 薬学科 （2006年設置：新課程） 

徳島文理大学 大学院 薬学研究科 薬学専攻（2012年設置） 

設置

  医療薬学講座 （2004年 4月） 
  生薬・天然物化学講座  （2004年 4月） 
  解析化学講座 （2004年 4月） 
  薬化学講座 （2016年 4月） 
  生体防御学講座 （2005年 5月） 
  薬物治療学講座 （2004年 4月） 

2008）  製剤学講座 （2006年 4月） 
  薬学教育講座 （2012年 4月） 
  分子生物学講座 （2004年 4月） 
  衛生薬学講座 （2005年 9月） 
  薬理学講座 （2004年 4月） 
  病態生理学講座 （2005年 10月） 
  薬物動態学講座 （2006年 9月） 
  神経科学研究所 （2006年 4月） 

  中央機器室 （2004年 4月） 
  薬用植物園 （2004年 4月） 
  実験動物研究施設 （2005年 4月） 

  事務室
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徳島文理大学香川薬学部の教育・研究

Ｉ．教育方針・目標

1. 香川薬学部
人間教育を基盤として、研究に基づく教育と教育に刺激さ

れた研究を通じて、社会的要請に対応する専門職業人の養成

と、基礎科学の振興に貢献する人材の育成に努めることが大

学薬学部に課せられた第一の使命である。

近年の医療に目を転じると、病気の診断・治療、医薬品の

創製（創薬）など医療技術の急速な進展により、医療は新し

い時代に入ったことは明白である。そこで、2004年 4月の香
川薬学部創設に当たっては、豊かな人間性と医療人・薬学人

としての倫理観、使命感を携えて社会の巾広い分野で活躍で

きる人材の育成教育を基本教育理念とした。具体的には新し

い医療に対応できる高い専門性を備えた薬剤師でありながら、

創薬、食品、化粧品、環境関連業種などのライフサイエンス

領域で活躍できる人材養成を目的として創薬学科を開設した。 
2006年に、現代の高度な薬物治療を担う力量のある薬剤師
を養成するために、学校教育法の一部改正がなされ、薬剤師

養成のための薬学教育についてはその修業年限が 6 年となっ
た。そこで、香川薬学部薬学科（入学定員 90名）においては
6 年間の薬剤師養成教育を行い、医療の担い手にふさわしい
質の高い薬剤師（医療人）を養成し、時代の要請に応えてい

く。

２．薬学科

薬のサイエンティストであり医療人である薬剤師の養成の

ため、一般教養、基礎薬学、医療薬学、実務実習の充実を大

きな柱とする。

① 一般教養の充実

薬剤師は医療チームの一員として患者と接する機会

が従前に比べ飛躍的に増大する。患者への応対はヒュ

ーマニズムを基本とする。本学には文学部および音楽

学部が配置されており、これらの学部と連携した教育

と並行して、薬学概論、人間関係論、医療コミュニケー

ション入門、医療倫理学等医療の担い手としての心構

えを教育し、人間性・社会性に富み、教養豊かな人格を

備えた、倫理観・使命感に溢れた薬剤師を育成する。

② 基礎薬学

薬学が薬という物質と生体との相互作用を研究する

学問である以上、薬という物質、及び生体について熟知

していなければならない。基礎薬学（物理系、化学系、

生物系）は次節の医療薬学を充実させるための文字どお

りの基礎、あるいは支えになるので、焦点を絞って（重

点的に）行う。

③ 医療薬学

（ｱ）高度な医療

分子生物学、分子遺伝学、細胞生物学の進歩は、生物

製剤の増加、遺伝子治療,再生医療等の高度の医療をもた

らした。薬剤師はすべて、これらの領域の進歩をフォロ

ーできる力量を備えている必要がある。従って、本学部

ではこれらの分野の教育・研究を充実させる。

（ｲ）薬物治療

 薬で正しく治療するためには、薬の作用について正し

い理解が必須である。現在薬理学の分野においても分子

レベルの研究が大勢を占めており、個体レベルでの研究

者が払底しているのが現状である。そこで、特に個体動

物を対象とする薬理学研究に従事する人材を育成する。

さらに、個体レベルでの薬理作用の理解のもとに、実際

の医療現場での薬物治療に関して医療チームの一員と

して、AMEDおよび適正な薬物使用、薬歴管理、薬害防

止に関わる事項を、医療従事者とコミュニケーションが

できる実力が身につくような教育と研究（薬理学、分子

薬理学、薬物動態学、薬物治療学、製剤学、臨床薬剤学、

医薬品安全性学など）を充実させる。

④ 衛生薬学

薬剤師の本来の役割は、医師や他の医療スタッフと共

に公衆衛生の向上と増進に寄与することである。感染症、

栄養学、食品衛生、化学物質による毒性および、環境衛

生に関する教育・研究を通して、人間集団全体の生命を

病気から守り、その健康レベルの向上に貢献できる薬剤

師を養成する。

⑤ 実務実習

事前学習 1 ヶ月、薬局実習 2.5 ヶ月、病院実習 2.5 ヶ月、

計 6 ヶ月の長期の実習を 行うことにより、医療チーム
の一員としての薬剤師に必要な臨床知識（適正な薬物使

用、薬歴管理、薬害防止に関わる事項、対話能力等）を

会得させる。

⑥ 薬事法規・規制

医薬品にはその性格上、様々な規制が存在する。医薬

品の適正使用にはそれら規制の意味とそれに基づく行政

について理解することが重要である。医薬品に関する規

則や、公共政策に関する教育・研究を推進する。

Ⅱ．教育課程の編成の考え方・特色 

１．教育課程編成の考え方

薬学科のカリキュラムは 6 年制教育に対応した「薬学教育

モデル・コアカリキュラム」に厳密に準拠し、科目編成を行

った。

① 充実した長期実務実習（事前学習、病院および薬局実習）

教育を行う。

② 卒業後も学び続け、生命科学、医療技術の最新の進歩を

フォローできる基礎学力の身に付いた薬剤師を養成す

る。

③ 医療現場で医療チームの一員として全ての医療スタッ

フと対話できる薬剤師を養成する。

④ 医療現場あるいは薬局で患者とスムーズな対話が出来

る薬剤師を養成する。

⑤ 文学部、音楽学部と連携して豊かな情操教育を行い、ヒ

ューマニズムに溢れた薬剤師を養成する。

２．教育課程の特色

① 一般教養、医療薬学、実務実習教育を充実させること

により、質の高い薬剤師を養成することを目的とする。 
② 総合大学であることの利点は、文学部や音楽学部と連

携することによって、一般総合科目教育を充実させる

ことが可能となる点である。このことは薬剤師に必要

な人間性・社会性を涵養するために大きな利点となる。 
③ 実務実習は調整機構を介することにより、医療の担い

手に相応しい薬剤師に必要な臨床知識習得を、適切か

つ公平に医療機関、薬局と緊密に連携することで達成

する。

３．教育方法および履修指導方法

① 薬学は物質科学から生命科学に亘る広い基礎知識を必
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要とするが、ほとんどの入学生が高等学校において、

理科は 2 科目しか履修していない。また、数学の学力

が不十分な学生も多い。そこで、1年次に数学、物理学、

化学、生物学の講義を充実させる。また、1、2年次に

対し、薬学初年次講座を開講し、学生の自己学習をサ

ポートする。

② 2年次、3年次では、午前中は講義、午後は実習を中心

に行うこととし、講義で得た知識を実験により体得さ

せ、理解を深めるものとする。

③ 4 年次は、医療系科目の授業と事前学習を行う。事前

学習は、実務実習モデル・コアカリキュラムの内容を

修得させ、さらにコミニュケーションスキルの上達に

努め、病院・薬局実習に備える。

④ 5・6 年次には、「大学と実習施設との連携体制整備計

画」にしたがって病院・薬局実習を実施し、また、特

別実習で専門的な研究に従事することにより、薬学の

知識を深化させる。なお、実務実習については、病院

薬局実務実習中国・四国地区調整機構を通して実施す

る。
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入学者選抜

香川薬学部では、多様な受験生に対応できるよう、令和

3年度入試（令和 2年度実施）においても、さまざまな入試

メニューを用意し、志願者の募集にあたっている。

(1) アドミッション・ポリシー

「2013年度入学試験要項」に記載する香川薬学部のアド

ミッション・ポリシーを以下のように改訂した。

「今日の高度に専門化が進んだ医療に携わる薬剤師に

は、専門職としての薬および病気についての深い知識だけ

ではなく、患者に寄り添う豊かな人間性が強く求められて

います。香川薬学部では、先進的なチーム医療において「薬

のスペシャリスト（専門家）」として貢献でき、病気の苦し

みを理解して医療にあたることのできる薬剤師を養成し

ます。このために、本学の建学精神である自立協同を土台

として、基礎および専門科目の十分な学力、優れた問題解

決力、共感力に富んだコミュニケーション力を習得できる

よう、医療 IT 技術を活用した少人数グループによる教育

をおこないます。このような高い学識、技能と医療の心を

身につけ、地域に密着して活躍する薬剤師を目指すため、

意欲・探求心が旺盛で明朗な人材を求めます。」

求める学生像

香川薬学部は、以下のように薬と身体のしくみについて

旺盛な好奇心を持ち、少人数グループ学習に必要な協調性

と気配りを身につけた、明朗で健やかな学生を求めていま

す。

１）病院や薬局で薬剤師として活躍したい人

２）地域の人々の健康をまもることで社会に貢献したいと

考えている人

３）難病の治療薬を開発してみたいという夢や意欲のある

人

４）身体のしくみを学び、薬の効き方を知ることに興味が

ある人

５）化学や生物などの実験に興味があり、「なぜ、どうして」

の質問ができる人

６）周囲からの助言を受けいれ、共に学び、目標に向けて

努力を続け、達成することに喜びを感じることのでき

る人

(2)入試制度の変更点

１）香川薬学部・薬学科の試験区分定員を以下のように

変更した。

（AO 10→5名、推薦 25→20名、一般入試Ⅰ期 A・B20→30
名、その他の区分は変更なしで定員 90名、平成 28年
度から実施）

２）香川薬学部・薬科学科の募集停止（平成 24年度より） 
３）特待生入試要項の変更（平成 23年度より） 
一般入試 I 期 A 日程入試および大学入試センター試

験利用入試 I 期の成績優秀者各 3 名を特待生候補とす

る。

４）地域貢献特待生入試要項の変更（平成 24 年度より） 
指定した地域（香川・高知・愛媛・岡山・兵庫・広島・

島根・鳥取・山口・鹿児島県）からの志願者で、大学

入試センター試験の成績優秀者（14→10名へ変更）を
地域貢献特待生として選考する。

５）AO入試のエントリー期間を I 期から VI 期に区切っ 
て句切って募集することとなった（平成 26年より） 
また、平成 28年度から学力把握方法として、出身学校 
長作成の調査書の全体の評定平均値が 3.6 以上あるい 
は、「理科」、「数学」のいずれかが 3.8 以上であること 

とした。

(3)各試験区分の状況 
１）総合型選抜入試（募集人員は 10）
本年度実施する本入試は、従来の AO 入試を発展させ

たもので、体験型，作文型および資格利用型からなる。

志願者へ事前に送付の薬学・生命科学関連の新聞記事か

ら選択したテーマについてのプレゼンテーションと質疑

応答や、教員の指導の下に化学実験とそのまとめに取り

組むなかで、従来の入試とは異なり、時間をかけて薬学

を志す意志を相互に確認し入学への合意形成を目指した。

学力把握のためには、面談や実験における口頭試問結果

や出願時に提出される調査書などを利用している。

合格者に対しては、よりスムーズに大学教育に順応して

もらうため、AO入試導入時から、いわゆる「入学前教育」

を実施している。今年度は各人に化学・生物・数学の高

校教科書と問題集を送り、毎月レポートの提出を求めて

いる。科目別に担当する教員を決め、提出物には指導上

のコメントを付して返却している。

さらにスクーリングも 2 回実施する計画である。昨年

度は多くの対象者の参加を得て、生命科学関連の記事に

ついてのプレゼンテーションとグループディスカッショ

ンや入学後に備えた模擬授業、履修指導、在校生・卒業

生との懇談などを行った。

２）指定校制推薦入試（専願で、募集人員は学校推薦型

選抜として薬学科 20） 
20年度入試から、薬学科については志願者に求める高 
等学校全科目または理科の評定平均値を変更するととも

に、薬科学科でも特別推薦入試を開始した。出願資格等

の詳細は、該当する高等学校に通知している。

合格者には、総合型選抜入試合格者と同じ「入学前教

育」を行っている。

３）公募制推薦入試Ⅰ期、Ⅱ期（募集人員は学校推薦型選

抜として薬学科 20） 
香川薬学部では 21年度からⅡ期にも参入し徳島キャン

パス薬学部と同じ時間帯に実施している。Ⅰ期のほうは、

従来薬学部と二日続きの異なる日に選考していたが、一

昨年度から同じ日の午前（薬学部）と午後（本学部）に

分かれての実施に変更された。

Ⅱ期の選考科目は（20年度入試で変更した）Ⅰ期と同 
じ１科目にしぼり、「化学Ｉ，II」「生物Ｉ，II」「英語Ｉ，
II」の 3科目のうちから１科目選択とした。これに加えて

面接を行なった。出願条件のうち、高等学校全科目の評

定平均値は、全学共通で 3.0 以上である。 
（平成 19年度までは、薬学部と同じで、英語・化学の２

科目と面接を課していた。）

選択科目に生物を加えた理由は、化学と生物が、化学

物質である薬品と、ヒトへの薬品の作用を扱う薬学の基

礎となるいわば両輪であり、化学が得意な人だけでなく

生物の得意な人にも門戸を広げるためである。

  また、英語だけでも受験できるようにした理由は、一

般には中学校から学び始める英語の修得状況は、他の科

目に対する取り組み方や勉学習慣をみる指標になりうる

との判断にもとづき、薬剤師や薬学関係の業務に従事す

る場合に必要な読解力や表現力、患者や他の医療スタッ

フ、顧客とのコミュニケーション能力などを重視し、文

系の力を備えた方にも門戸を広げたいからである。

（このような方については、入学後、化学・生物学・

物理学などの理系科目は、授業と補講により、2年次に
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なるときには薬学教育に必要なレベルに到達できるよ

うな教育支援体制を整えている。）

 合格者で入学手続きした者も、前述の「入学前教育」

の対象としている。

４）一般入試・Ⅰ期 A 日程、B 日程（募集人員は一般選抜

の一般として薬学科 35） 
平成 20 年度入試から試験科目を 3 科目から 2 科目に
していたが、令和 3年度入試から、A 日程の試験科目

を 3科目とした。 
A 日程では「化学Ｉ，II」、「英語Ｉ，II」および「数学

I・A、数学 II・B」の合計 3科目、 
B 日程では「英語Ｉ，II」または「数学 I・A、数学 II・
B」から選択、「化学Ｉ，II」または「生物Ｉ，II」のど
ちらかを選択して合計 2科目とした。 
（平成 19年度までは、薬学部と同じで、英語・数学・化

学の 3科目を課していた。） 
  薬学における基礎学力として求められる化学の重要性

はいうまでもないが、B 日程で、選択科目に生物を新規 
導入し、英語を必修扱いしたのは、（3）に記したように、 
読解力、表現力、コミュニケーション能力を重視し、な

おかつ薬学基礎の両輪である化学と生物（薬とヒトへの

薬の作用）にも素養のある人を募集するためで、A, B両
日程で異なる層の受験生の志願を期待した。

22 年度入試から特待生制度が始まり、Ⅰ期 A 日程お

よびセンター試験利用入試Ⅰ期の薬学科受験者が特待生

選考試験へエントリーできることとなった。

５）一般入試・Ⅱ期、Ⅲ期（募集人員は一般選抜の一般

として薬学科 35）
試験日が異なるほか、Ⅱ期では「化学Ｉ，II」が必修で、

ほかに「英語Ｉ，II」または「数学 I・A、数学 II・B」の
合計 2科目、Ⅲ期では「英語Ｉ，II」または「数学 I・A、
数学 II・B」から選択、「化学Ｉ，II」または「生物Ｉ，

II」のどちらかを選択して合計 2科目とした。

６）大学入学共通テスト利用入試（募集人員は、一

般選抜の大学入学共通テスト利用として薬学科が 25） 
  本年度より実施の大学入学共通テスト利用入試では、

Ⅰ期は数学・理科必須、国語または外国語の高得点 1科
目の計 3 科目とした。ⅡおよびⅢ期はこれまでの高得

点上位 2科目とし、国語または外国語の採用はどちら

かとする旨記載した。

大学入試センター試験で解答を指定する教科・科目を、 
21年度入試から国語（近代以降の文章）、「数学Ⅰ・数学 
A」、「数学Ⅱ・数学 B」、「物理Ⅰ」、「化学Ⅰ」、「生 
物Ⅰ」、「英語」（リスニングを含む）の 7科目から高得点 
の 2科目利用に変更した。各科目を 200 点満点とし、合 
計 400 点満点である。 

指定科目に国語を加えたのは、（3）、（4）に述べたよう
に読解力、表現力、コミュニケーション能力を重視し、

文系の力を備えた方にも門戸を広げたいからである。

（従来は「数学Ⅰ・数学 A」、「数学Ⅱ・数学 B」および理科
が「物理Ⅰ」，「化学Ⅰ」，「生物Ⅰ」から 1科目、「英語」（リ

スニングを除く）の 3教科、4科目で、各教科を 200 点

満点とし、合計 600 点満点であった。） 
20年度Ⅲ期が新設され、センター試験利用で 3回出 

願機会があるほか、直近過年度 3年間のセンター試験の 
成績も利用できるようになった。

21年度入試から、指定した地域の受験生で、センター

試験において指定した科目の合計点が基準を超える受

験生は、地域貢献特待生入学試験にエントリーできる

こととなった。

７）社会人入試（募集人員は若干名）

大学を卒業後、社会人として働いているが、薬剤師に

なりたいと強く希望する人に門戸を開くため、本学部で

も 20年度入試で新設した。出願資格は、平成 23年 3月
末日に満 22歳以上になり、高等学校卒業またはそれに準

じる者で、試験科目は小論文と面接である。

20年度の社会人入試で入学の 7名や 21年度の 2名、 
22年度の 3名は、年齢、経歴、出身大学の専攻などが 
さまざまだったが、いずれも意欲的に勉学に勤しんで好

成績を挙げており、高校を卒業したばかりの新入生に好

影響を与えている。25年度の社会人入試の入学者は 4名 
、26年度は 1名、27年度は 0名、28年度は 1名だった。 

８）編入学試験

香川薬学部では、平成 20年度に「第 3年次編入学」を

新設し、学科の専門に関する小論文と面接により選考し

た。

21年度からは、編入学の対象年次を 3年次以外に薬学 
科 2年と薬学科 4年にも拡大し、医療系や理 
工系の学部や専修学校で学んだ者や、薬学部の 4年制学 
科からの編入を受け入れられるようにした。21年度は 2 
年へ 4名、4年へ 1名が、22年度は 2年へ 5名、3年へ 2 
名、4年へ 5名が編入学した。24年度は 2年へ 2名、3年
へ 2名、4年へ 1名が編入学した。25年度には 2年へ 6
名、3年へ 3名、4年へ 3名が編入学した。26年度には、
26年度には 2年へ 3名、4年へ 2名編入学した。27年度
は 2年へ 1名、3年に 1名、4年に 1名が編入学した。28
年度は 2年次後期に 1名が編入学した。薬学部へ進路変

更を希望する多様な学生を受け入れている。

９）帰国生入試と外国人留学生入試（募集人員は若干

名）

これまで本学部へは帰国生入試と外国人留学生入試

（試験科目はどちらも小論文と面接）の出願はなかったが、 
23年度入試で初めて帰国生入試Ⅱ期で薬科学科へ 1名の 
出願があった。

以上のように、さまざまな入試日程を設けることにより、 
本学部へ有為で多彩な人材を迎え入れようとしている。
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香川薬学部 令和 3 年度 授業科目一覧 

薬学科（1～2年） 

講義科目名 単位数 学年 担当教員 科目内容

文理学
2 

必修

1年 

前期

得丸博史、桐山賀充

窪田剛志、竹内 一

「建学の精神」を深く理解し、大学教育を

円滑に受けることができるために必要な

基礎的な学習技術を修得する。

薬学概論
1.5 

必修

1年 

前期

加藤善久、池田博昭、

飯原なおみ、中妻 章、

外部講師 他

薬学の歴史や薬学と社会の関わりを学び、

薬学科と薬科学科における学習の意義を

理解する。また、早期体験学習により、薬

学専門職のイメージを得る。

薬学数学
1.5 

必修

1年 

前期
桐山賀充

基礎薬学情報処

理

1.5 

選択

1年 

前期
冨永貴志、中島健太郎

薬学情報の収集や活用方法を学び、医療人

として必要な基本的な情報リテラシーを

習得する。

物質化学
1.5 

必修

1年 

前期
植木正二

化学平衡、酸塩基、酸化還元、有機化合物、

無機化合物などの基礎的事項を理解する。 

機能形態学
1.5 

必修

1年 

前期
松尾 平、小林隆信

人体の三次元的構造と、組織や器官の基本

的な機能について学ぶ。

医療コミュニケ

ーション学１

1.5 

必修

1年 

後期
原田耕太郎

患者・生活者、他の職種との対話を通じて

相手の心理、立場、環境を理解し、信頼関

係を構築するために役立つ能力を学ぶ。

物理化学 1 
1.5 

必修

1年 

後期
小原一朗

熱力学、化学平衡、相平衡の主要概念を理

解し、これらの現象を論理的に説明できる

能力を習得する。

物理化学 2 
1.5 

必修

1年 

後期
窪田剛志

熱力学、相平衡、分子間相互作用を理解し、

これらの現象を数式を用いて説明できる

能力を習得する。

基礎有機化学 1 
1.5 

必修

1年 

後期
藤島利江

有機化学の基本的な理論、構造の表記法と

ともに、オクテット則、分極、共鳴などを

基礎に、有機反応について学ぶ。
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講義科目名 単位数 学年 担当教員 科目内容

基礎有機化学 2 
1.5 

必修

1年 

後期
岡田岳人

官能基の性質と反応を学び、医薬品の溶解

性、品質確保のための試験、代謝、配合変

化等の有機化学的基礎を身につける。

薬用資源学
1 

選択

1年 

後期
代田 修

生薬学、天然物化学の基礎として、植物の

形態から分類体系を学び、「種」の認識を

明確にする。

細胞生物学
1.5 

必修

1年 

後期
定本久世

多細胞生物における高次の生体現象とし

て、細胞間の相互作用と制御、及びその分

子機序を詳細に学ぶ。

生理学
1.5 

必修

1年 

後期
冨永貴志

薬学教育過程に必要な人体の基本的な機

能を理解する。

生化学 1 
1.5 

必修

1年 

後期
竹内 一、桐山賀充

生体を構成するタンパク質と糖質につい

てその構造と機能を学び，エネルギーの観

点から糖質の代謝を理解する。

早期体験学習
1.5 

必修

1年 

後期

池田博昭、二宮昌樹、

竹内 一、中妻 章、

松尾 平、中島健太郎、

森川雅行

薬剤師が働く現場を見聞し、薬剤師の仕事

の概要を理解するとともに、将来、薬剤師

として医療を担う心構えと態度を養う。

災害時において、薬剤師の果たす役割とは

なにか、東日本大震災などの過去の事例か

ら学ぶ。

特別実習１
0.5 

選択

1年 

後期
香川薬学部全教員

興味を持った研究室を 1つ選び、講義の

ない時間や長期休暇を利用して研究活動

に触れる。

基礎薬学演習 1 
1 

必修

1年 

後期

得丸博史、冨永貴志

代田修、藤島理江

竹内 一、富永昌英

定本久世、小原一朗、

窪田剛志

1 年次の講義内容を定着させ、かつ理解を

深める目的で演習を実施する。

エクスペリメン

トスキル

1.5 

必修

1年 

通年

得丸博史、白畑孝明

植木正二、窪田剛志

桐山賀充、竹内 一

定本久世、松尾 平

小林隆信、小林 卓

中島健太郎

大学教育を受けるために必要な基礎的な

学習技術（アカデミック・スキル）を身に

つけ、円滑に大学教育を受けることができ

るようにする。

モル濃度の計算や溶液の基本的性質を理

解し、実際の生理食塩水の調製を行うこと

で、種々の実験器具・測定装置の用途や使
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講義科目名 単位数 学年 担当教員 科目内容

用法を学ぶ。さらに、一連の実験を通して、

数値データの取り扱い、客観的な図表の作

成、論理的な文章（レポート）作成ができ

るようになる。

実践社会福祉
1 

選択

1～6年 

通年
加藤善久、二宮昌樹

社会貢献活動、災害や介護などのボランテ

ィア、薬物乱用などの啓蒙活動への参加な

どを通じて見識を高め、国民の健康増進に

おける薬剤師が果たす役割と使命感につ

いて学ぶ。

医療倫理学
1 

必修

2年 

後期
立山善康

生命の尊さを認識し、人の誕生から死まで

の間に起こりうる出来事を医療の立場か

ら対応するための倫理的基盤を学ぶ。

医療コミュニケ

ーション学

1 

必修

2年 

前期
原田耕太郎

コミュニケーションを他者への影響力行

使の手段と捉え，その基本的構造と代表的

な理論について学ぶ。

薬剤師への招待
1 

選択

2～3年 

通年
加藤善久、二宮昌樹

教員が指定した医療に関する様々な研修

会・講演会について、興味がある研修会・

講演会を選んで参加する。

地域医療学 1 
0.5 

必修

2年 

後期
池田博昭、森 久美子

地域医療における薬局の役割について学

習する。

地域医療学 2 
0.5 

必修

2年 

後期
芳地 一

地域医療における保健・福祉分野で活動す

る薬剤師の役割について学習する。

物理化学 2 
1 

必修

2年 

後期
植木正二

溶液の束一的性質、および反応速度論につ

いて学ぶ。

分析化学 1 
1 

必修

2年 

前期
小原一朗

物理系薬学のうち、分析化学の基礎となる

酸・塩基平衡をはじめとした各種平衡、定

性・定量分析を学習する。

分析化学 2 
1 

必修

2年 

前期
山口健太郎

分光学とその物理化学的基礎的事項およ

びこれに基づく分析法、さらに各種分析機

器について理解する。

分析化学 3 
1 

必修

2年 

後期
山口健太郎

質量分析、ＮＭＲ解析およびＸ線解析に特

化して手法を学び、これら 3種類の大型機

器による構造決定法を理解する。
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講義科目名 単位数 学年 担当教員 科目内容

生物物理学
1 

選択

2年 

後期

山本博文、張 功幸

原田研一、堂上美和

中島勝幸

溶液の化学、電解質、電池、モル伝導率、

コロイド、界面などの現象について理解

し、論理的に説明できる。

有機化学 1 
1.5 

必修

2年 

前期
富永昌英

有機化学の基本的な理論、立体構造とその

表記法、脂肪族および芳香族化合物の性

質、官能基の反応性について学ぶ。

有機化学 2 
1.5 

必修

2年 

後期
富永昌英

カルボニル化合物、カルボン酸誘導体が関

わる代表的な反応や芳香族化合物の反応

性を決める理論について学ぶ。

生薬学
1.5 

必修

2年 

前期
代田 修

医薬品として用いられる動物・植物・鉱物

由来の生薬を理解するために、その基原、

性状、成分、有効性と安全性、品質評価、

歴史的背景などについて学ぶ。

天然物化学
1 

必修

2年 

後期
代田 修

医薬品のリード化合物として有用な天然

有機化合物について、化学構造、起源、生

合成、薬理作用などを学ぶ。

生化学 2 
1.5 

必修

2年 

前期
喜納克仁

物理化学・有機化学と関連させながら、生体

内エネルギーの獲得と消費、及び生体内の構

成成分の合成と消費（分解）について学ぶ。 

分子生物学
1 

必修

2年 

後期
小林隆信

生命の設計図である遺伝子の構造・複製・

転写・翻訳を学び、生命現象を分子レベル

で説明する手法を理解する。

微生物学
1.5 

必修

2年 

前期
小林隆信

主な微生物の生活環、分類、構造と機能、

代謝や遺伝様式、ウイルスを中心とした感

染症全般について理解する。

衛生薬学 1 
1 

必修

2年 

後期
野地裕美

人間集団としての社会を対象として、疾病

を予防し、健康レベルを向上させる方法や

概念を理解する。

衛生薬学 2 
1 

必修

2年 

後期
竹内 一

食品に含まれている栄養素の種類と代謝、

生理機能など、 栄養化学や食品化学につ

いての基本的知識を理解・習得すると共

に、食品衛生についての知識を習得する。 

基礎薬理学
1 

必修

2年 

前期
得丸博史

医薬品の特性とその働きを理解するため

に、必要な知識（医薬品の作用点、作用機

序）について学習する。
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講義科目名 単位数 学年 担当教員 科目内容

治療薬学 1 
1 

必修

2年 

前期
得丸博史

医薬品の特性とその働きを理解するため

に、薬理学・薬物治療学について学ぶ。

治療薬学 2 
1.5 

必修

2年 

後期
山田麻紀、得丸博史

呼吸器、腎泌尿器、消化器の構造と機能、

これらの器官の代表疾患の病態生理、病理

像およびその治療に用いられる薬物の作

用、治療上の問題点について学ぶ。

医薬品情報学
1 

必修

2年 

後期
飯原なおみ、岡田岳人

薬物治療に必要な情報の種類及びそれら

情報の使用、評価、伝達、創出の基本的知

識及び技法について学ぶ。

救急医療学
0.5 

必修

2年 

後期
中妻 章、二宮昌樹

災害時において、薬剤師の果たす役割とは

なにか、東日本大震災などの過去の事例か

ら学ぶ。

特別実習 2 
0.5 

選択

2年 

前期
香川薬学部全教員

興味を持った研究室を 1つ選び，講義の

ない時間や長期休暇を利用して研究活動

に触れる。

特別実習 3 
0.5 

選択

2年 

後期
香川薬学部全教員

興味を持った研究室を 1つ選び，講義の

ない時間や長期休暇を利用して研究活動

に触れる。

基礎薬学演習 2 
1 

選択

2年 

前期

山口健太郎、代田 修

得丸博史、富永昌英

喜納克仁、小原一朗

分析化学 1、分析化学 2、有機化学 1、生薬

学、生化学 2、微生物学、基礎薬理学、治

療薬学 1の演習を実施する。 

基礎薬学演習 3 
1 

必修

2年 

後期

山口健太郎、代田 修

得丸博史、野地裕美

山田麻紀、飯原なおみ

富永昌英、竹内 一

植木正二、小林隆信

分析化学 3、有機化学 2、天然物化学、分子

生物学、衛生薬学 1、衛生薬学 2、治療薬学

2、医薬品情報学の演習を実施する。 

物理・化学実習
1.5 

必修

2年 

前期

藤島利江、植木正二

窪田剛志、森川雅行

中島健太郎

薬学において基盤となる物理・化学につい

て、実習を通じて学ぶ。

生薬学実習
1 

必修

2年 

前期
代田 修

生薬の形態観察、日本薬局方の各試験、成

分の分離精製、漢方薬の調剤により、生薬・

漢方薬の理解を深める。

分析化学実習
1.5 

必修

2年 

後期

山口健太郎、富永昌英

小原一朗

有機分析に必須とされる各分析機器の原

理と取扱や各種スペクトルデータの解析

について知識を深める。
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講義科目名 単位数 学年 担当教員 科目内容

生化学・

微生物学実習

1.5 

必修

2年 

後期
喜納克仁、小林隆信

前半ではグラム染色、生化学的試験、遺伝

学的解析によって菌種を同定する方法に

ついて学ぶ。後半では遺伝子が複製増幅さ

れるしくみとプラスミドの発現のしくみ

を実体験する。

薬学科（3～4年） 

講義科目名 単位数 学年 担当教員 科目内容

地域医療学 3 
0.5 

必修

3年 

前期

池田博昭、二宮昌樹

中妻 章、多田羅勝義

医療従事者として、地域医療の制度、仕組み

を正しく理解し、チーム医療の一員として

積極的に関わる薬剤師としての知識、技能、

態度を習得する。

放射線科学
1 

必修

3年 

前期
喜納克仁

放射線や放射線を放出する放射性同位体に

ついて、物理的・化学的基礎、医学・薬学へ

の応用、生物への影響などを理解する。

多角的物理化学

演習

1 

必修

3年 

後期

山口健太郎、植木正二

小原一朗、窪田剛志

これまでに習った物理系薬学に関する各項

目の知識を総合的に活かすせるようになる

ため、基礎的な問題から発展的な問題まで

多くの関連した演習問題を解く。

有機化学 3 
1 

必修

3年 

前期
藤島利江

化学系薬学の基礎となる有機化学について

学習する。

医薬化学
1 

必修

3年 

後期
藤島利江

医薬品の開発過程および医薬品（作用薬）の

基本構造やそれらの作用機序の概略を有機

化学的視点から概説し、生体と医薬品との

相互作用の基本的知識を理解する。

有機化学演習
1 

選択

3年 

後期

藤島利江、代田 修

富永昌英、植木正二
化学・有機化学系科目の演習を実施する。

免疫学
1.5 

必修

3年 

前期
中妻 彩

免疫系の基本的事項を修得し、さらに、免疫

系が関わる疾患や、免疫反応の臨床応用に

関する基本的事項を修得する。

生体機能演習
1 

必修

3年 

後期

冨永貴志、喜納克仁

竹内 一、定本久世

これまでに学習した生物系薬学に関する各

項目の知識を総合的に活かすことができる
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講義科目名 単位数 学年 担当教員 科目内容

小林隆信、桐山賀充

中妻 彩、松尾 平

ようになるために、基礎的な問題から発展

的な問題まで多くの演習問題を解く。

衛生薬学 3 
1.5 

必修

3年 

前期
大岡嘉治

衛生薬学のうち、水、空気環境汚染の評価方

法、および地球規模の環境問題の現状につ

いて学ぶ。

衛生薬学 4 
1 

必修

3年 

後期
野地裕美

有害生物や化学物質による食品汚染が、ヒ

トの健康に及ぼす影響を理解し、食品衛生

に関する知識を習得する。

治療薬学 3 
1 

必修

3年 

前期
山田麻紀、池田博昭

循環器および血液疾患、感覚器に関連する

疾患治療薬について柔軟に応用可能な深い

知識を身につける。

治療薬学 4 
1 

必修

3年 

後期
大岡嘉治

3年生前期で学んだ免疫学の基礎に立脚し、

その発展としての現代免疫学について学

ぶ。

治療薬学 5 
1 

必修

3年 

後期
伊藤康一

精神・神経系疾患に関する代表的疾病の代

表的薬物治療法について理解する。

治療薬学 6 
1 

必修

3年 

後期
松尾 平

代謝性疾患、内分泌系疾患、骨関節疾患、バ

イオ医薬品について理解する。

感染症治療学
1 

必修

3年 

前期
小林隆信

感染症や悪性腫瘍に対する薬物治療を扱

い、薬物の作用機序・適用 ・副作用および

薬剤耐性の問題を理解する。

東洋医学概論
1 

必修

3年 

前期
代田 修

東洋医学、特に現代の医療の現場で広く用

いられている漢方医学・漢方処方について

基礎的理解を得るために、歴史、診断・治

療、方剤学、疾患と漢方処方、使用上の注

意について理解する。

治療薬学演習 1 
1.5 

必修

3年 

後期

山田麻紀、得丸博史

池田博昭、大岡嘉治

伊藤康一、松尾 平

治療薬学 1～6で学んだ知識を復習し、応用

力や問題解決のための力をつけるため、演

習問題を自力で解くことを中心に実施す

る。

生物統計学
1 

必修

3年 

前期
飯原なおみ

医薬品開発、薬剤疫学、薬剤経済学などの領

域において、プロトコル立案、データ解析、

および評価に必要となる統計学の諸技能を

習得することを目的とする。
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講義科目名 単位数 学年 担当教員 科目内容

薬剤学 1 
1.5 

必修

3年 

前期
加藤善久

吸収、分布、代謝、排泄の各過程および薬物

動態学的相互作用に関する基本的事項を修

得する。

薬剤学 2 
1.5 

必修

3年 

後期
加藤善久、跡部一孝

薬物の生体内運命を理解し、個々の患者の投与

設計ができるようになるために、薬物の体内動

態およびその解析に関する基本的知識を修得

し、それらを応用する基本的技能を身につける。 

製剤学 1 
1.5 

必修

3年 

前期
徳村忠一

活性のある“化合物”を、疾病の予防・治療に

役立つ“医薬品”とするために必要な製剤学

の基礎を学ぶ。

製剤学 2 
1 

必修

3年 

後期
徳村忠一

製剤製造法、各種剤形の概要、ドラッグデリ

バリーシステムなどを学び、「製剤学 1」と

併せて製剤学全体をカバーする。

調剤学
1 

必修

3年 

前期

二宮昌樹、池田博昭

中妻 章、岡田岳人

講義、演習、実習により、病院・薬局で行わ

れている調剤業務の基礎知識、技能を習得

する。

医薬品安全性学
1.5 

必修

3年 

後期
二宮昌樹

医薬品の安全性を評価し、適正使用ができ

ることを目的に、有害作用の発現機序を理

解する。

特別実習 4 
1 

選択

3年 

前期
香川薬学部全教員

興味を持った研究室を 1つ選び，講義のな

い時間や長期休暇を利用して研究活動に触

れる。

特別実習 5 
1 

選択

3年 

後期
香川薬学部全教員

興味を持った研究室を 1つ選び，講義のな

い時間や長期休暇を利用して研究活動に触

れる。

基礎薬学演習 4 
1 

選択

3年 

前期

喜納克仁、藤島利江

代田 修、中妻 彩

大岡嘉治、山田麻紀

加藤善久、徳村忠一

飯原なおみ、小林隆信

2 年次及び 3 年次の講義で学んだ知識を定

着させ、より一層理解を深めることを目的

として、演習を実施する。

衛生薬学• 

免疫学実習

1.5 

必修

3年 

前期

野地裕美、大岡嘉治

竹内 一、桐山賀充

中妻 彩

抗原抗体反応などの免疫反応を利用したア

ッセイ法の技術及び食品の安全性や環境衛

生管理等に必要とされる基本的な知識、技

能、態度を修得する。
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講義科目名 単位数 学年 担当教員 科目内容

薬理学実習
1.5 

必修

3年 

前期

山田麻紀、伊藤康一

松尾 平、小森理絵

薬理学の講義で学んだ知識あるいは薬理学に

対する興味を深めるために、主に実験動物を用

いて様々な薬物の効果を測定することにより、

生体と薬物の相互作用を理解し身につける。 

病態生理学実習
1.5 

必修

3年 

後期

得丸博史、冨永貴志

定本久世、小林 卓、

中島健太郎

中枢および末梢シナプスに対する薬物の作

用や関連した疾患の病態および治療法を学

び、また、主要な疾患の組織学的変化を病理

組織標本の顕微鏡観察で理解する。

薬物動態学• 

製剤学実習

1.5 

必修

3年 

後期

加藤善久、徳村忠一

跡部一孝

薬物動態の理論的解析に関する基本的知識

と技能を修得し、基本的な製剤化工程と製

剤材料・試作した製剤の品質試験を体験・理

解する。

薬学英語
1 

必修

4年 

前期
山口健太郎、加藤善久

科学、薬学、医療に関する英語文献を読み、

医療現場で必要な英語を学ぶ。薬剤師に必

要な基本的な英語によるコミュニケーショ

ンを学ぶ。

実践地域医療学

1 

0.5 

必修

4年 

前期
飯原なおみ、岡田岳人

患者の価値観や思いを理解するとともに、

コミュニケーション・スキルを実践し、適切

に情報を収集し提供する力を身につける。

薬事関係法規 1 
1.5 

必修

4年 

前期
白畑孝明

薬剤師として業務を遂行する際に必要な法

的知識のうち、特に基礎的なことを講義す

る。また、薬事に関連する制度等について

解説する。

医薬品開発学
1 

必修

4年 

前期
徳村忠一

医薬品開発における、候補化合物の探索か

ら原薬製造、原薬物性の評価、治験薬製造

と臨床開発等の概略に加え、後発医薬品産

業を理解するのに必要な知財関連業務につ

いて学ぶ。

毒性学
1 

必修

4年 

前期
野地裕美

化学物質の解毒反応や代謝活性化反応を理

解すると共に、化学物質の毒性などに関す

る基本的知識を習得する。

症候学
1 

必修

4年 

前期

二宮昌樹、飯原なおみ

池田博昭、中妻 章

岡田岳人、芳地 一

多田羅勝義

各症候から疾患を推測し適切な指導を行う

ために必要な情報収集や対応、並びに、服

薬指導時の注意点について学習する。
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講義科目名 単位数 学年 担当教員 科目内容

チーム医療学
1.5 

必修

4年 

前期

二宮昌樹、中妻 章

芳地 一、岡田岳人

様々な職種が連携して専門性を活かしたチ

ーム医療を実践するために、医学、臨床工

学、診療放射線の各学科の学生同士で症例

検討会を行い、チーム構成員の役割、連携、

責任体制について理解する。

腫瘍治療学
1.5 

必修

4年 

前期

二宮昌樹、井上正久、

加来裕人、喜多紗斗美

病態としての悪性腫瘍を理解し、悪性腫瘍

に対する薬物の適応・作用機序・副作用・薬

剤耐性機構を学習する。

治療薬学演習 2 
2 

必修

4年 

前期

二宮昌樹、飯原なおみ

池田博昭、芳地 一

山田麻紀、得丸博史

伊藤康一、大岡嘉治

冨永貴志、中妻 章

松尾 平、岡田岳人

病院・薬局実務実習において必要な薬物治

療に関わる知識・態度をグループワーク形

式で学習する。

治療薬学演習 3 
2 

必修

4年 

後期

二宮昌樹、飯原なおみ

池田博昭、芳地 一

山田麻紀、得丸博史

伊藤康一、大岡嘉治

冨永貴志、中妻 章

松尾 平、岡田岳人

病院・薬局実務実習において必要な薬物治

療に関わる知識・態度をグループワーク形

式で学習する。

医薬品評価学
1 

必修

4年 

前期
飯原なおみ

薬剤疫学、医薬経済学、臨床統計学について

学び、医薬品情報を評価する力を身につけ

る。

薬物動態学
1.5 

必修

4年 

前期
加藤善久、跡部一孝

薬物動態の理論的解析ならびに投与設計に

関する基本的事項を修得する。

製剤学３
1 

選択

4年 

前期
徳村忠一

品質管理手法である製剤試験法、製剤設計

の考え方、製造工程の管理・制御の方法及

び分析手法について学ぶ。

臨床薬剤学
1 

必修

4年 

前期
二宮昌樹

医薬品の管理や調剤などの薬剤師業務、お

よび医薬品の臨床応用の具体例を学び、医

薬品適正使用を実践するために必要な知識

を修得する。
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講義科目名 単位数 学年 担当教員 科目内容

実務実習

事前学習

5 

必修

4年 

後期

二宮昌樹、池田博昭

飯原なおみ、芳地 一

中妻 章、岡田岳人

香川薬学部全教員

病院･薬局実務実習を円滑に行うために、

調剤や服薬指導など薬剤師業務に関する態

度・技能を調剤実習により修得する。

特別実習 6 
3 

選択

4年 

通年
香川薬学部全教員

各配属講座における課題研究やセミナーに

参加して、講義や薬学実習で修得した知識

と技能を、自ら考えて手を動かすことによ

って活用・応用する。科学の奥深さを各自

の研究テーマの中で実体験するとともに、

薬学とその関連分野に関する幅広い知識を

習得し、研究能力、コミュニケーション能

力、問題解決能力、プレゼンテーション能

力を身につける。

応用薬学演習
2 

必修

4年 

後期
香川薬学部全教員

4年次までの講義、薬学実習、実務実習事

前学習で修得した知識、技能、態度をベー

スにした演習を実施し、実務実習において

必要とされる薬学専門知識の理解を深め

る。

創薬生命

科学特論

1 

選択

4年 

後期

～

6年 

後期

香川薬学部全教員
創薬や生命科学に関する論文を読み、論文

内容を発表する。

薬学科（5～6年） 

講義科目名 単位数 学年 担当教員 科目内容

医療社会薬学

コミュニケーシ

ョン学

1 

必修

5年 

前期
池田博昭、中妻 章

薬剤師業務におけるコミュニケーション・

スキルを学習し、医療人としての知識、技

能、態度、コミュニケーション能力を習得

する。

品質管理学
1 

選択

5年 

後期
徳村忠一

医薬品の品質管理の意義と、薬剤師の役割

について学び、バリデーション、日本薬局

方について概説する。
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講義科目名 単位数 学年 担当教員 科目内容

疾患の分子生物

学

1 

選択

5年 

前期
伊藤康一、小森理絵

生物製剤の種類、取扱い上の注意、問題点

を学ぶと同時に、遺伝子組換え技術の基礎

からゲノム情報を利用した創薬、最新の細

胞治療や再生医療などについても学ぶ。

薬理遺伝学
1 

選択

5年 

前期
大岡嘉治

薬の反応性に関わる遺伝的因子の重要性

を理解し、薬物治療の個別化に関する分子

生物学、遺伝学の基本的知識を修得する。 

医療科学
1 

選択

5年 

前期
竹内 一

健康および疾病管理において食事と身体

活動が果たす役割を化学的に理解すると

ともに、最新の知見・技術の実践的活用に

ついて学習する。

実践治療薬学 1 1 5年 

二宮昌樹、池田博昭

飯原なおみ、芳地 一

中妻 章、岡田岳人

病院・薬局実務実習に於いて学習した薬物

治療に係わる narrative based medicineを実

践する。

卒業実習 1 
10 

必修

5年 

～

6年 

前期

香川薬学部全教員

配属講座において、薬学に関する課題・問

題点の調査・研究に取り組み、薬剤師をは

じめとする薬学従事者に必要とされる基

本的姿勢、知識や能力を身につけ、それを

生涯にわたって高め続ける態度を修得す

る。

病院実習
10 

必修
5年 

二宮昌樹 他

香川薬学部全教員

指導薬剤師

病院薬剤師の業務と責任を理解し、調剤お

よび製剤、服薬指導などの薬剤師業務に関

する知識、技能、態度を習得する。

薬局実習
10 

必修
5年 

二宮昌樹 他

香川薬学部全教員

指導薬剤師

保険薬局の社会的役割と責任を理解し、保

険調剤、医薬品の供給・管理、情報提供、

健康相談、地域医療の関わりについて知

識、技能、態度を習得する。

アドバンスト教

育プログラム

2 

選択

必修

5年前

期

～

6年前

期

香川薬学部全教員

外部講師

高度化する医療において、高い資質を持つ

薬剤師、疾病の予防および治療に貢献でき

る薬剤師を目指し、医療薬学、臨床薬学お

よび最新薬学を学ぶ。
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講義科目名 単位数 学年 担当教員 科目内容

最新医療学
0.5 

必修

5年後

期

～

6年前

期

飯原なおみ

変貌する社会の課題と薬剤師の在り方に

ついて考える力を身に付けるとともに、臨

床研究の限界を理解して臨床研究結果を

適切に解釈する力、臨床研究を立案する力

を身に付けることを目標とする。

実践地域医療学

2 

0.5 

必修

5年後

期

～

6年 

前期

二宮昌樹

臨床で活躍する認定薬剤師及び専門薬剤

師の役割について学習する。地域医療にお

ける薬剤師の使命と倫理規範、薬局の役割

について学習する。

人体解剖学
0.5 

選択

6年 

前期
得丸博史

臨床病理示説見学による症例検討や、特別

講義による疾患の原因、病態に関する最近

の進歩の理解を通じて、臨床に強い薬剤師

となるための総合的学力を涵養する。

臨床薬学アドバ

ンスト実務実習

1 

選択

必修

5年後

期

～

6年前

期

二宮昌樹、飯原なおみ

池田博昭、中妻 章

診療科症例検討カンファレンスに参加し、

病院実務実習に総合的に取り組む能力を

習得する。

地域医療アドバ

ンスト実務実習

1 

選択

必修

5年後

期

～

6年 

前期

芳地 一、二宮昌樹

中妻 章

地域医療における薬剤師の関わり方の現

状を、在宅実習を通し理解し、今後どの様

に地域医療に関わるべきかを自ら考える。 

東洋医療薬学ア

ドバンスト実務

実習

1 

選択

必修

5年後

期

～

6年 

前期

代田 修

漢方薬学・漢方処方についての実践的な理

解を得るために、「証」の認識手法、処方箋

に基づく医療用漢方製剤の調剤、一般漢方

製剤の服薬指導、薬局製剤について学習す

る。

先進薬学実習

1 

選択

必修

5年後

期

～

6年 

前期

山口健太郎 他

これまでに学んだ講義内容、実習での経験

を生かし、配属講座において研究活動に従

事する。また学会へ参加し、研究成果を発

表し、その報告書を作成する。
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講義科目名 単位数 学年 担当教員 科目内容

薬事関係法規２
1 

必修

6年 

前期
白畑孝明

薬剤師としての業務を遂行する際に必要

な法的知識、薬事に関連する制度を学び、

倫理や義務について、スモールグループで

討議する。

医薬品・

医療ビジネス

1 

必修

6年 

前期

池田博昭、中妻 章

芳地 一

医薬品産業は単に創薬に留まらず、医療ビ

ジネスも医療に加えて健康産業とも深い

関連性を有しており、医薬品産業および医

療ビジネスは裾野の広い産業であること

を学ぶ。

物性分子化学
1 

選択

6年 

前期

山口健太郎、植木正二

小原一朗、窪田剛志

これまでに学習した物理系薬学に関する

知識を他分野と関連付けて総合的に活か

すことができるよう基礎的な問題から発

展的な問題まで多くの関連した演習問題

を解く。

創薬化学
1 

選択

6年 

前期

藤島利江、代田修

富永昌英、植木正二

これまでに学習した化学系薬学に関する

知識を他分野と関連付けて総合的に活か

すことができるよう基礎的な問題から発

展的な問題まで多くの関連した演習問題

を解く。

生体機能学
1 

選択

6年 

前期

定本久世、喜納克仁

中妻 彩、小林隆信

桐山賀充

これまでに学習した生物系薬学に関する

知識を他分野と関連付けて総合的に活か

すことができるよう基礎的な問題から発

展的な問題まで多くの関連した演習問題

を解く。

健康科学
1 

選択

6年 

前期

野地裕美、大岡嘉治

竹内 一

これまでに学習した衛生薬学に関する知

識を他分野と関連付けて総合的に活かす

ことができるよう基礎的な問題から発展

的な問題まで多くの関連した演習問題を

解く。

分子薬理学
1 

選択

6年 

前期

伊藤康一、得丸博史

冨永貴志、松尾 平

中妻 彩、小林隆信

これまでに学習した基礎薬理学、治療薬学

1～6 など薬理学に関する知識を他分野と

関連付けて総合的に活かすことができる

よう基礎的な問題から発展的な問題まで

多くの関連した演習問題を解く
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講義科目名 単位数 学年 担当教員 科目内容

薬物相互作用
1 

選択

6年 

前期

加藤善久、徳村忠一

桐山賀充、窪田剛志

跡部一孝

これまでに習得した薬剤系関連科目に関

する知識を他の薬学系科目と相互に関連

付けて総合的に活かすことができるよう

基礎的な問題から発展的な問題まで多く

の関連した演習問題を解く

実践治療薬学 2 
1 

必修

6年 

前期

二宮昌樹、池田博昭

飯原なおみ、中妻 章

岡田岳人

病院・薬局実務実習に於いて学習した薬物

治療に係わる narrative based medicineを実

践する。

卒業実習 2 
2 

選択

6年 

後期
香川薬学部全教員

配属講座において、薬学に関する課題・問

題点の調査・研究に取り組み、薬剤師をは

じめとする薬学従事者に必要とされる基

本的姿勢、知識や能力を身につけ、それを

生涯にわたって高め続ける態度を修得す

る。

総合薬学演習
6 

必修

6年 

通年
香川薬学部全教員

薬学に関する総合的な演習を通して、薬剤

師に向けて卒業時に要求される知識、態度

を身につける。

総合薬学演習 S 
6 

必修

6年 

前期
香川薬学部全教員

薬学に関する総合的な演習を通して、薬剤

師に向けて卒業時に要求される知識、態度

を身につける。

学生実習室

学生実習室は、香川薬学部実習棟の 3階から 5階にあります。これらの 3つの階には同じ大きさの実習室が１つ

ずつ存在します。それぞれの実習室で、1 学年全体が同時に実習を受けられ、最大で 3 学年同時に実習可能です。

各階の実験室毎の若干の違いはありますが、基本的には下記のような設備となっています。

（１）6人がけの実験台 × 36台 ＝ 216人で、１階あたり 857 m2の面積があります。

（２）実習室両脇には液晶スクリーンが 8台設置されており、そこに黒板の字や、映像を映すことが可能になって

います。

（３）実験機材は、実習室横にある 2つの準備室にしまわれており、14台の移動式架台が設置されており、実習毎

の機材の収納・展開が容易に行われるよう設計されています。

（４）ドラフトなどの排気装置も必要十分数設置されており、安全面も確保されています。

（５）実習室の前室は、自習スペースとなっており、16人分の机といすが用意され、実習の待ち時間などにレポー

トを書くことも可能です。また、4階の前室には薬用植物の原料標本が陳列されており、見学も可能です。

（６）学生用の個人ロッカーも完備されています。2階のロッカー室には、1008人分のロッカーがあり、全学生が

使用するだけの数は用意されています。
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大学院 香川薬学研究科創薬科学専攻および薬科学専攻修士課程

 本研究科では、生命科学の基礎研究を核としながら、医薬品開発に必要な知識・技能を身につけた視野の広い

人材、人類の健康と福祉に貢献できる人材の育成をめざしている。そのために、主指導教員はもとより複数の教

員の指導により大学院生一人一人を大切に育てており、さらに外国の研究者・技術者との対話ができ国際舞台で

活躍できるための英語力の習得を重視する教育を実施している。

本学の博士課程（前期2年、後期3年）は学部創設の翌年、平成17年4月に開設され、これと同時に前期課程1名

と後期課程2名が入学した。この中で後期課程入学者、1名は顕著な研究成果を挙げたことから平成18年3月に博士

後期課程の終了を認め、記念すべき本学第1号の博士（薬学）の学位が授与された。平成18年4月には後期課程に

さらに1名の入学者（千葉大学大学院自然科学研究科博士前期課程修了）を加えている。また、平成19年4月、後

期課程への志願者（京都大学大学院理学研究科博士後期課程中退）が入学を許可された。平成19年１月には本学

大学院香川薬学研究科に学位申請論文が提出され、厳正な審査の結果この申請者に平成19年3月、論文博士とては

本学第1号の博士（薬学）の学位が授与された。また、平成20年度終了予定者2名の博士論文が提出され、3月に博

士(薬学)の学位が授与された。一方、前期課程においても推薦および選抜試験を経て受入が開始され、平成23年2

月現在、秋入学者1名を含む19名が在籍している。 

平成22年3月には、19名の本研究科初となる博士前期課程終了者を輩出した。平成22年2月12日、これら19名が

修士学位申請を完了し、各申請者につき3名の審査員による学位審査が開始された。3月5、6日には論文審査を締

めくくる修士論文発表会が開催され、引き続いて開催された判定会議において全員の学位授与が決定した。尚、

本研究科では学位申請者の指導教官を審査員から排除する公平性の高い審査を実施している。

さらに、平成23年3月には11名の博士前期課程修了者を輩出している。 

 このように徳島文理大学香川薬学部大学院は国公立大学に勝るとも劣らない一流の教授陣、最新、設備および

洗練れた教育システムを誇り、すぐれた創薬・医療品開発のプロフェッショナルを目指す人材養成に総力を上げ

て推進している。

本研究科は、薬学部6年制移行に伴い、新たな制度での4年制学科である薬科学科の学生を受入れるべく、平成

22年度より香川薬学研究科 薬科学専攻に改組された。これにより、19の授業は薬科学専攻を担当する15講座によ

る15科目に再編成され開講した。これらの新科目は、各講座の独自性を生かした特徴ある科目名を採用してお

り、従来の画一的な「講座名+特論」に代わり意欲的なものとなっている。 

平成22年4月には、この新しい薬科学専攻修士課程に8名の入学者を数えた。 

以下に平成22年度における修士課程(新課程)、博士課程前期(旧課程)および後期過程の授業科目等を示す。尚、

平成18年には13科目であった授業は平成19年新たに6科目追加され19科目となった。 

平成23年4月には、本学部薬科学科より薬科学専攻修士課程に3名が入学者した。一方、創薬科学専攻博士後期

課程には本大学院創薬科学専攻博士前期課程より1名の入学者があり、さらに社会人1名が入学した。 

平成24年3月には、8名の修士課程修了者を輩出している。 

平成24年4月、大学院薬学研究科薬学専攻博士課程（4年制）が設置され香川薬学部から1名が入学した。この新

博士課程は、主に6年制薬学部卒業者を対象とした4年制課程で、（1）医療・薬物療法分野、（2）健康・高齢者医

療分野、（3）医薬品開発・高度医療分野、（4）医薬解析・医療安全、の4分野から構成されている。また、本課程

は徳島および香川薬学部の2学部合同大学院であり、研究科委員会等も基本的には合同で運営される。これをもっ
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て従来の創薬科学専攻博士課程の募集を終了し、さらに薬科学専攻修士課程は、理工学部大学院ナノ物質専攻に

新たに生命科学系研究分野を加えることにより、その役割を終えた。

 平成27年3月に6年制薬学部卒業生が1名入学し、香川キャンパスにおいて1学年から4学年までの各学年に1名ずつ

の在籍となった。平成28年3月には4名の新大学院初の課程終了者を輩出し、博士（薬学）の学位が授けられた

が、この内1名は香川キャンパス所属である。平成29年3月には徳島キャンパスより課程博士および論文博士を各1

名輩出した｡平成30年4月1日現在、薬学専攻博士課程在籍者は3名（香川チャンパス）となっている。平成31年3月

には徳島、香川各キャンパスから博士課程(甲)を修了した1名ずつに博士（薬学）の学位が授与された。さらに同

年9月には徳島キャンパスより論文博士(乙)1名に博士（薬学）の学位が授与された。令和2年3月には論文博士2名

が審査に合格し博士（薬学）の学位が授与された。同年、香川キャンパス秋入学者1名が9月に入学した。また、

同年4月には徳島キャンパス博士課程修了者２名に学位が授与された。さらに、令和3年9月、博士課程秋入学者

（平成29年入学）に博士（薬学）の学位が授与された。令和3年度には2名の博士課程入学者を数えている。 

*印は香川キャンパス
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主要諸元

主要機器リスト

中央機器室 

香川薬学部研究棟２階にもうけられた生物系、化学系それぞれの分野に分けられた共通機器室には下表の様な主

要機器が設置されており、常に研究のために使用することが可能になっています。

生物系

一般名 装置名

インフラレッドイメージング Odessey CLx 

表面プラズモン共鳴装置 Biacore3000 

二次元ミクロクロマトグラフスポッティングシステム 2D-HPLC/AccuSpot 

蛍光イメージングスキャナー Molecular Imager FX 

ルミノイメージアナライザー Amersha Imager 680 

共焦点レーザースキャン顕微鏡 LSM 510 

セルソーター FACS Aria 

フローサイトメーター FACS Canto 

DNAシーケンサー Genetic Analyzer 3130 

DNAシーケンサー Genetic Analyzer 3131XL 

リアルタイム PCRシステム Applied Biosystems 7500 

リアルタイム PCRシステム QuantStudio7K 

DNAマイクロアレイシステム GeneChip System 

バイオアナライザ電気泳動システム Agilent Bioanalyzer 

マルチプレートリーダー SpectraMax M5T 

マイクロインジェクター Injection Nl 2 

マイクロマニピュレーター TransferMan Nk2 

遺伝子導入装置 Nucleofector II device 

核酸自動分離装置 PI-50α 

エルトリエ−ション遠心分離システム Avanti HP-26XP/E 

クリオスタット CM3050 

分離用超遠心機 CP100MX 

分離用小型超遠心機 CS150GXL 

遺伝子組換え実験室 封じ込めレベル P3 
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化学系

一般名 装置名

核磁気共鳴装置（NMR） AVANCE700 

核磁気共鳴装置（NMR） AVANCE400 

核磁気共鳴装置（NMR） AVANCE400 

核磁気共鳴装置（NMR） UNITY INOVA500 

質量分析装置（MS） SOLARIX 

質量分析装置（MS） JMS-600 

単結晶Ｘ線構造解析装置（SCD） SMART APEXII 

単結晶Ｘ線構造解析装置（SCD） D8 VENTURE ULTRA 

フーリエ変換赤外分光光度計（FT－IR） FT-IR 6300 

可視紫外分光光度計（UV） V-560

蛍光分光光度計 FP-6500 

円二色性分散計（CD） J-820

旋光計 P-1030

元素分析 CHNS/O 2400 

示差走査熱量測定装置（DSC） DSC822 

電子常磁性共鳴装置（EPR） E500-8/2.7 

講座別

１ 生薬・天然物化学講座

超高性能液体クロマトグラフ質量分析計システム

（UPLC/Q-Tof MS） 

２ 解析化学講座

ESI-CSI-TOF型質量分析計 (ACCU TOFF LT-100改

JEOL社製) 

MALDI-TOF型質量分析計 (MALDI micromass社製) 

FT IRReact (IR 4000 Mettler Toredo社製) 

CD（円偏光二色性）スペクトル装置 (日本分光 J-820) 

円偏光照射装置 (日本分光) 

超高圧反応装置 (光高圧機器 HR15-B3) 

高出力レーザー発生装置 (Spectra-Physics LAB-150) 

超臨界流体システム（日本分光）

日本分析工業製リサイクル分取HPLC (LC-9204) 

３ 薬化学講座
質量分析装置 ESI-TOF MS (Bruker micrOTOF) 

４ 生体防御学講座

フローサイトメーター (BD FACSCalibur）

５ 薬物治療学講座
核磁気共鳴画像装置 (MRI 1.5T MRmini SR) 

共焦点レーザー共通型顕微鏡 (FV10−ASW) 

インキュベーションイメージングシステム

(OLYMPUS; LCV100-C-SP) 
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マウス脳波長時間ビデオ測定装置（Pinnacle

Technology Inc.）

６ 薬学教育講座
分子間相互作用解析装置 (アフィニックス) 

64ch細胞外電位記録システム (正立蛍光顕微鏡付） 

(アルファメッドサイエンス＆オリンパス)

循環動態測定システム（日本光電）

核酸自動分析装置 (NA-2000) 

７ 分子生物学講座

DNAシンセサイザー (POLYGEN) 

マルチラベルプレートリーダー (BERTHOLD, Mithras

LB940-LF)

蛍光顕微鏡 (KEYENCE， BZ-8000)

リアルタイムPCR (ABI, 7500 RealTime PCR system)

γリアクター (四国計測工業株式会社，SMW-087)

８ 衛生薬学講座
全自動細胞解析装置 (Cytomics FC500) 

９ 生命物理化学講座

学習行動実験評価システム（瞬目反射，協調運動）

筋電位測定装置 (AB-611J) 

電気刺激発生装置 (MASTER-8cp) 

聴性脳幹反応ABR測定装置 

ローターロッド (47600)

トレッドミル (LE8708)

行動・神経活動同時記録システム (空間学習) 

ビデオ上方行動解析システム (F-TopScan-HSET) 

赤外線ハイスピード撮影録画システム

生体電位2chテレメトリー 

16ch×2マルチシングルユニットシステム 

１０  薬理学講座
共焦点レーザー顕微鏡（Olympus FV-1000） 

脳スライス−パッチクランプ記録装置（HEKA EPC-

8， Axon MultiClamp700Bほか） 

１１  薬物動態学講座

高速液体クロマトグラフ質量分析計（ Applied 

Biosystems; 3200 Q Trap LC/MS/MS System 

倒立型蛍光顕微鏡 (Carl Zeiss; Axio Observer.D1) 

１２  病態生理学講座
分光タイプ共焦点レーザー顕微鏡 (オリンパス

FV1000) 

Laser capture microdissection (LCM) 顕微鏡 (Carl Zeiss， 

PALM MBIV Micro dissection System) 

１３  医療薬学講座
PerkinElmer製 FT-IRシステム (Spectrum One) 

１４ 神経科学研究所

分光タイプ共焦点レーザー顕微鏡  (オリンパス 

FV1000) 
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施設面積

実習棟 研究棟 模擬薬局

建面積 857 1,322 - 

延床面積 4,285 10,103 893 

講義棟 図書館 薬品倉庫

建面積 2,889 2,133 52 

延床面積 13,074 12,935 52 

講義棟の延床面積に、模擬薬局の延床面積が含まれている （単位：ｍ2） 

図書館（リサーチ アンド メディア ライブラリー）

(2021年 12月 31 日現在) 
蔵書数（うち香川薬学部分） 購読雑誌数

367,774 冊（25,469 冊） 

（視聴覚資料：1,224点） 

和雑誌：139 

洋雑誌：  3 

洋雑誌(電子ジャーナル)：1,724 

職員数

(2022年 3月 1 日現在) 

教授 准教授 講師 助教・

助手

実験助手 小計 事務職員 合計

16 4 8 7・0 0 35 1 36 

薬用植物園

建面積 137 

土地面積 2,080 

客員教授 特任教授 特任准教授 特任講師 非常勤職等

2 0 0 0 10 

27



 

学生数学生数

(2022年 3月 1 日現在) 

学

部
香川薬学部

大
学
院

薬学研究科

薬学専攻

博士課程

年

次
1年 2年 3年 4年 5年 6年 計

年

次
1年 2年 3年 4年 計

定

員
90 90 90 90 90 90 540 

定

員
6 6 6 6 24 

現

員
40 53 35 36 35 46 245 

現

員

5 

(香 2) 

3 

(香 2) 

3 

(香 1) 

4 

(香 1)

15 

(香 6)

大学院・薬学研究科の現員は上段が総数（下段が香川薬の内数）
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外部資金獲得状況

（2022年 3月 18日現在） 
●文部科学省，日本学術振興会

科学研究費助成事業 研究種目 件数 直接経費 間接経費

基盤研究（A） 2 ¥1,400,000 ¥420,000

基盤研究（B） 3 ¥5,100,000 ¥1,530,000

基盤研究（C） 9 ¥7,350,000 ¥2,205,000

若手研究 2 ¥2,600,000 ¥780,000

若手研究（B） 1 ¥900,000 ¥270,000

挑戦的研究（萌芽） 1 ¥150,000 ¥45,000

計 18 ¥17,500,000 ¥5,250,000

●その他 件数 直接経費 間接経費

教育研究助成金 1 ¥258,000 ¥0

奨学寄付金 2 ¥750,000 ¥50,000

学外共同研究費 1 ¥1,000,000 ¥300,000

件数 直接経費 間接経費

計 22 ¥19,508,000 ¥5,600,000

総計 ¥25,108,000
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II. 各講座の教育・研究概況
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解析化学講座

溶液の束一的性質、蒸気圧降下について理解する。（知

識・理解）

酸・塩基平衡を説明できる。（知識・理解）

紫外可視光度測定法の原理および応用例を説明できる。

（知識・理解）

質量分析法の原理および応用例を説明できる。（知識・理

解）

放射線の歴史、原子の構造について理解する。（知識・理

解）

受講心得

これまでの物理学 A、B、物理化学 1、2、分析化学 1、
2、3 の復習をし、演習に臨むとともに演習の復習をし

っかり行うこと。

評価方法

筆記試験（90％）、演習の取り組み・態度など（10％）

を総合して評価する。

担当科目：有機化学 1（富永） 
到達目標：生体は有機化合物によって成り立っており、それ

らの変化によって生命が維持されていることを理解す

るための基礎として、有機化学の基本的な理論、有機

化合物の構造とその表記法、アルケン・アルキン化合

物、ハロアルカン、アルコール・エーテル類の性質と

反応について学ぶ。有機化学が薬学における他の多く

の科目に関連していることを認識し、その理解に必要

な有機化学の基礎を習得する。

目的達成状況：CBT対策の導入において、多くの学生の理解

度が高くなっているように見受けられる。ここ数年の

中で比較的成績は良好であり、内容の習熟度も高かっ

た。

方策：講義、演習、質問時間を組み合わせ、学生の理解度を

把握するようにした。今年度から、各レベルに対応し

た有機化学１の習得方法と時間配分の説明を行った。

宿題と演習は、CBT・国家試験レベルの選択・記述問題

を中心に行った。

教えるために使った時間：１講義準備に３時間、演習作成に

３時間、質問時間は講義後の午後に集中する傾向にあ

り、平均して一人１０～１５分程度である。

担当科目：有機化学 2（富永） 
到達目標：生体は有機化合物によって成り立っており、それ

らの変化によって生命が維持されていることを理解す

るための基礎として、芳香族化合物、アミン誘導体、

カルボニル化合物の構造とその反応性について学ぶ。

有機化学が薬学における他の多くの科目に関連してい

ることを認識し、その理解に必要な有機化学の基礎を

習得する。

目的達成状況：CBT対策の導入において、多くの学生の理解

度が高くなっているように見受けられる。ここ数年の

中で成績は比較的良好であり、内容の習熟度も高かっ

た。

方策：講義、演習、質問時間を組み合わせ、学生の理解度を

把握するようにした。今年度から、各レベルに対応し

た有機化学１の習得方法と時間配分の説明を行った。

宿題と演習は、CBT・国家試験レベルの選択・記述問題

を中心に行った。

教えるために使った時間：１講義準備に３時間、演習作成に

３時間、質問時間は講義後の午後に集中する傾向にあ

り、平均して一人１０～１５分程度である。

担当科目：分析化学実習（山口、富永）

到達目標：本実習では有機分析に必須とされる各分析機器の

原理と取扱や各種スペクトルデータの解析について知

識を深め、分子計算化学を通じて分子構造を理論的に

解釈することを学ぶ。また各種ウェブによる情報検索

および各種コンピューターソフトウェアを利用したレ

ポート作成・プレゼンテーションについての技能を修

得する。

目的達成状況：レポートやスペクトル演習・発表を通して、

実習の各項目の理解度・習熟度は例年に比較して高か

った。

方策：体感的学習に重点を置いて少人数にグループ化し、研

究レベルで用いる最新の分析機器の利用を積極的に行

った。化合物の合成からスペクトル測定および構造解

析まで、またＰＣを用いた計算化学やプレゼンテーシ

ョン作成について、一人一人が実際に体験できるよう、

設備の準備および実習プログラムの構成を行った。

教えるために使った時間：１実習準備に約５時間、質問時間

は実習終了後に集中する傾向にあり、平均して一人１

５～３０分くらいの時間を使っている。

管理・運営に係ること

山口：香川薬学部薬学科長

山口：予算委員会委員長

山口：大学院委員会委員長

山口：機器・設備管理委員会委員長

山口：中央機器室管理委員会委員長

富永：国家試験対策委員、入試委員、大学院委員

研究の概要

研究方針

先端機器の開発：装置開発は先端研究を行う上で非常に重

要な要素である。我々は、特に見たいものを見る新

規機器の開発こそ研究の独創性を担保するものと考

える。科学機器は科学知識の生産者であり、これ無

しで科学の進歩はあり得ない。世界をリードするた
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解析化学講座

物を構築し、中空球状集合体や二次元ネットワーク集

合体への自己組織化および結晶化を通じた動的挙動と

相転移について調べる。 

外部誌上発表 (2017年 4月~2022年 3月) 

[原著論文] 
2021 
1. Hyodo,T.; *Tominaga, M.; and *Yamaguchi, K. (2021) Guest-

dependent single-crystal-to-single-crystal transformations in 
porous adamantane-bearing macrocycles 
CrystEngComm, 2021, 23, 1539-1543. 

2. Matsumura, M.; Teramoto, T.; Kawakubo, M.; Kawahata, M.;
Murata, Y.; Yamaguchi, K.; Uchiyama, M.; and *Yasuike, S. 
(2021) Synthesis, structural characterization, and optical 
properties of benzo[f]naphtha[2,3-b]phosphoindoles  
Beilstein J. Org. Chem. 2021, 17, 671-677. 

3. Tsuchiya, T.; Inagaki, Y.; Yamaguchi, K. and *Setaka, W. (2021)
Structure and Dynamics of Crystalline Molecular Gyrotops 
with a Difluorophenylene Rotor 
J. Org. Chem. 2021, 86, 2423−2430.

4. Song, S.; Hyodo, T.; Ikeda, H.; Kim, A.L.; Vu, Y.T.; Chan, S.E.;
Otani, Y. Inagaki, S.; Yamaguchi, K.; and *Ohwada, T. 
(2021) Contribution of Solvents to Geometrical Preference 
in the Z/E Equilibrium of N‑Phenylthioacetamide 
J. Org. Chem., 2021, in press.

5. Murata, Y.; Izawa, M.; Koyanagi, A.; Hayashi, Y.; Hyodo, T.;
Matsumura, M.; Yamaguchi, K.; *Yasuike, S.(2021) 
Construction of dibenzo[d,f][1,3]oxazepine skeleton from 
20-amino-2- hydroxybiphenyl and isothiocyanates via
iodine-mediated cyclodesulfurization
Tetrahedron Lett., 2021, 73, 153142.

6. Kawakami, S.; Ishinaka, M; Asaumi, S.; Sugimoto, S.; Inagaki,
M. Nishimura, M.; Matsunami, K.; Otsuka, H; Shinzato, T.;
Hyodo, T. Yamaguchi, K. (2021) Ardisiatetrons A and B:
tetronic acid derivatives and triterpenes from the leaves of
Ardisia quinquegona and their biological activity
Journal of Natural Medicines 2021, 75, 643–654.

7. *Tominaga, M.; Fujimaru, K.; Hyodo, T.; and *Yamaguchi, K.
(2021) Selective alkane co-inclusion by methylene- and 
adamantane-bridged macrocycle with biphenyl units 
CrystEngComm, 2021, 23, 5157-5163. 

8. *Tominaga, M.; Matsui, K.; Hyodo, T.; *Yamaguchi, K. (2022)
Associated dimeric structures of molecular tweezers bearing 
naphthalimide and adamantane units in the solid state 
Journal of Molecular Structure, 2022, 1252, 132167. 

2020 
1. Saito, Y.; Satake, M.; Mori, R.; Okayasu, M.; Masu, H.;

Tominaga, M; Katagiri, K.; Yamaguchi, K.; Kikkawa, S.;  
Hikawa, H.; and *Azumaya, I.(2020) Synthesis and 
chiroptical properties of cylindrical macrocycles comprising 
two calix[3]aramide moieties 
Org. Biomol. Chem., 2020, 18, 230-236 

2. Tanaka, N.; Inagaki, Y.; Yamaguchi, K.; and *Setaka, W.(2020)
Gear Alignments Due to Hydrogen-Bonded Networks in a 
Crystal Structure of Resorcyltriptycene Hydrate and Its 
Transformation to a Nongearing Anhydrate Crystal by 
Heating 
Cryst.Growth Des., 2020, 20, 1097-1102 

3. *Danjo, H.; Masuda, Y.; Kidena, Y.; Kawahata, M.; Ohara, K.;
and Yamaguchi, K.(2020) Preparation of cage-shaped 
hexakis(spiroborarate)s 
Org. Biomol. Chem., 2020, 00 1-7 

4. *Tominaga, M.; Hyodo, T.; Maekawa, Y.; Kawahata, M.;
and *Yamaguchi, K.(2020) One-Step Synthesis of 
Cyclophanes as Crystalline Sponge and Their [2]Catenanes 
through SnAr Reactions 
Chem. Eur. J., 2020, 26, 5157-5161 

5. Tominaga, M.; *Mizuno, K. Yamamoto, H.; Hyodo, T.;
and Yamaguchi, K.(2020) Co-Inclusion of cyclic ethers and 
chloroform by a macrocycle with enzophenone-3,3′,4,4′
-tetracarboxylic diimide units
Cryst. Eng. Comm. 2020, 22, 2964-2969.

6. Matsumura, M.; Takahashi, T.; Yamauchi, H.; Sakuma, S.;
Hayashi, Y.; Hyodo, T.; Obata, T.; Yamaguchi, K.; 
*Fujiwara, Y.; and *Yasuike, S.(2020) Synthesis and
anticancer activity of bis(2-arylimidazo[1,2-a]pyridin-3-yl)
selenides and diselenides: the copper-catalyzed tandem C–
H selenation of 2-arylimidazo[1,2-a]pyridine with selenium
Beilstein J. Org. Chem. 2020, 16, 1075–1083.

7. Mattsson, J.; Zava, O.; Renfrew, A.; Sei, Y.; Yamaguchi, K.;
Dyson, P.; and *Therrien, B.(2010) Drug delivery of 
lipophilic pyrenyl derivatives by encapsulation in a water 
soluble metalla-cage 
Dalton Trans., 2010, 39, 8248–8255. 

8. *Ohara, K.; Hayashi, Y.; and *Yamaguchi, K.(2020) Laser
Desorption Ionization-Mass Spectrometry of Linear 
Diphenylenes Encapsulated in Crystalline Spong 
Bull.Chem.Soc.Jpn. 2020, 93, 963-968. 

9. Kawahata, M.; Tominaga, M.; Komatsu, A.; Hyodo, T.;
Yamaguchi K.(2020) Structual elucidation of liquid 
cyclooctatetraene and cyclooctadienes in inclusion crystals 
Journal of Molecular Structure, 2020, 1221, 128775 

10. Murata, Y.; Kakusawa, N.; Arakawa, Y.; Hayashi, Y.; Morinaga,
S.; Ueda, M.; Hyodo, T.; Matsumura, M.; Yamaguchi, K.; 
Kurita, J.; Yasuike, S.(2020) PD-catalyzed oxidative 
Heck-type arylation of vinly ketones, alkenes, and 
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生薬・天然物化学講座

いる。

４）教えるために使った時間

週 1コマ。半期 15コマ（1.5単位）。準備に 1コマ当たり約

0.2 日程度掛けた。 
５）その他

製本した講義補助資料を作成し、使用している。講義の初

めに前回の確認問題を答えさせることで出欠を取っている。

研究室の人手不足などによる他の業務に翻弄され、講義のバ

ージョンアップや準備に十分な時間を取ることが出来なかっ

た。

担当科目：天然物化学（代田）

【1】天然物と医薬品開発 

【2】天然物研究法 

【3】天然物と二次代謝産物 

【4】糖質 

【5-6】脂肪酸とポリケタイド 

【7-8】芳香族化合物 

【9-11】テルペノイドとステロイド 

【12-14】アルカロイドおよびその他の含窒素化合物 

【15】その他の特異な天然有機化合物 

１）教育達成目標とその妥当性

生薬成分のように、植物や動物、微生物などが生産して、

天然に存在する有機化合物のことを天然有機化合物（略して、

天然物）といい、天然有機化合物について研究する学問を天

然物化学という。天然物化学は薬用資源学、生薬学を始めと

して、有機化学、機器分析学、衛生化学、生化学、薬理学など

幅広い学問分野に密接に関連している。本講義では、医薬品

のリード化合物などとして有用な天然有機化合物を中心に、

その構造、起源、生合成、利用などについて講じている。 

２）目的達成状況

概ね達成できたと思われる。

３）教育内容面での取り組みと改善方策

講義においてはパワーポイントを使用している。また、演

習問題を与え、理解しておかなければならない重要な点を確

認させるように工夫している。

４）教えるために使った時間

週 1コマ。半期 15コマ（1.5単位）。準備に 1コマ当たり約

0.2 日程度掛けた。 
５）その他

製本した講義補助資料を作成し、使用している。出席の確

認には、演習問題を解かせて提出させることにより行ってい

る。また、8回目の講義以降に中間試験を実践している。 

担当科目：東洋医学概論（代田） 

【1】東洋医学 

【2】中国医学 

【3】漢方医学 

【4】漢方の治療体系、「証」について 

【5】病態と治療（1）「気・血・水」について 

【6】病態と治療（2）「陰陽、虚実」について 

【7】病態と治療（3）「寒熱、表裏」について 

【8】漢方の診察法、薬物学 

【9-11】疾患別漢方処方 

【12-13】漢方処方の成り立ちと配合生薬の特性 

【14】漢方薬の副作用、使用上の注意 

【15】漢方・生薬製剤の製造管理及び品質管理規則 

１）教育達成目標とその妥当性 

東洋医学、特に現代の医療の現場で広く用いられている漢

方医学・漢方処方について基礎的理解を得るために、歴史、

診断・治療、方剤学、疾患と漢方処方、薬効評価、使用上の注

意等を解説している。漢方方剤の適用に関しては「証」を正

しく認識することが必須とされており、本講義では薬剤師と

して必要な漢方医学知識を修得することを目標としている。 

２）目的達成状況

一通りこなすことができたと考えているが、まだ改善の余

地があると思われる。

３）教育内容面での取り組みと改善方策

講義内容の改修・改善が必要であり、時間が許す限り取り

組んでいくつもりであるが、人員不足のため他業務に時間を

取られて思うように取り組めない。

４）教えるために使った時間

週 1 コマ。半期 15 コマ（1.5 単位）。準備に 1 コマ当たり

0.5 日程度掛かった。 
５）その他 

製本した講義補助資料を作成し、使用している。講義の初

めに前回の確認問題を答えさせることで出欠を取っている。

一昨年度より教科書を変更したが、まだ講義内容に若干のズ

レが生じている。 

担当科目：生薬学実習（代田）

【1】器具配付点検、直前講義、注意 

【2–4】生薬の外部形態、内部形態 

【5–6】代表的な薬用植物の観察 

【7–9】繁用漢方薬の体験 

【10–15】生薬の確認試験 

【16–20】生薬から指標成分の分離精製 

【21–23】生薬の純度試験 

【24–26】生薬の成分定量 

【27–29】定量解析、精油定量 

【30】器具点検回収 

１）教育達成目標とその妥当性
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生薬・天然物化学講座

担当科目：基礎薬学演習３（代田、分担担当 2コマ） 

【1】（天然物化学中間試験） 

【2】天然物化学１ 

１）教育達成目標とその妥当性

2 年生後期に開講されている薬学専門科目の演習科目であ

り、担当しているのは天然物化学についてである。講義の内

容が理解できているかを演習形式で行っている。 

２）目的達成状況 

ほぼ達成できたと思われる。演習は単純 5択で 50 問を答え

させ、その後、解説を行った。勉強してきた学生の出来は良

かったが、全く勉強をしていなかった学生はやはり出来が悪

い状態であった。この演習を通して、学生が勉強をしなけれ

ばならないことを自覚して貰えれば良いと考えている。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策 

中間試験の時間に 1コマを充てた為、演習は 1回のみとな

った。今後、演習問題のバージョンアップを検討したい。 

４）教えるために使った時間

半期 2コマ。準備に 1コマ当たり約 0.5 日程度掛けた。

担当科目：基礎薬学演習４（代田、分担担当１コマ） 

【1】東洋医学概論１ 

１）教育達成目標とその妥当性

3 年生前期に開講されている薬学専門科目の演習科目であ

り、担当しているのは東洋医学概論についてである。講義の

内容が理解できているかを演習形式で行っている。 

２）目的達成状況 

ほぼ達成できたと思われる。新カリキュラムにおいて新た

に開講された基礎薬学演習科目の一つであり、基礎薬学演習

４は今回が初めてとなった。演習は単純 5択で 50 問を答えさ

せ、その後、解説を行った。勉強してきた学生の出来は良か

ったが、全く勉強をしていなかった学生はやはり出来が悪い

状態であった。この演習を通して、学生が勉強をしなければ

ならないことを自覚して貰えれば良いと考えている。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策 

今年度が初めてであったが、今後、演習問題のバージョン

アップを検討したい。 

４）教えるために使った時間

半期 1コマ。準備に 1コマ当たり約 0.5 日程度掛けた。

担当科目：有機化学演習（代田、分担担当 3コマ） 

【1】生薬学 

【2】天然物化学 

【3】東洋医学概論 

１）教育達成目標とその妥当性

3 年生前期に開講されている薬学専門科目の演習科目であ

り、1 年生から 3 年生において開講している生薬学、天然物

化学、東洋医学概論について担当した。講義の内容が理解で

きているかを演習形式で行っている。 

２）目的達成状況 

ほぼ達成できたと思われる。新カリキュラムにおいて新た

に開講された薬学演習科目の一つであり、有機化学演習は今

回が初めてとなった。演習は単純 5択で 50 問を答えさせ、そ

の後、解説を行った。勉強してきた学生の出来は良かったが、

全く勉強をしていなかった学生はやはり出来が悪い状態であ

った。この演習を通して、学生が勉強をしなければならない

ことを自覚して貰えれば良いと考えている。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策 

今後、演習問題のバージョンアップを検討したい。 

４）教えるために使った時間

半期 3コマ。準備に 1コマ当たり約 0.5 日程度掛けた。

担当科目：応用薬学演習（代田：主担当） 

【1-63】PC演習 

１）教育達成目標とその妥当性

4 年生後期に開講されている薬学専門科目の演習科目であ

り、実質的には CBT対策となっており、1 年〜4 年前期まで

の教科について理解できているかを演習形式で行っている。 

２）目的達成状況 

ほぼ達成できたと思われる。演習は PC にて単純 5 択で答

えさせている。この演習を通して、学生が勉強をしなければ

ならないことを自覚して貰えれば良いと考えている。 

３）教育内容面での取り組みと改善方策 

今後、演習問題のバージョンアップを検討したい。 

４）教えるために使った時間

半期 63コマ。準備に 1コマ当たり約 0.1 日程度掛けた。

５）その他

主担当を初めて数年経つが、人手不足などによる他の業務

に翻弄され、準備が思うように出来ていない。今年度は 11 月

初旬に PC ルームの問題データベースサーバーが故障して使

用できなくなった為、CBT までの約 1ヶ月は学生に Web 問題

集のサイトへアクセスさせて演習を行った。 

担当科目：特別実習６（代田） 

【1-120】配属講座における卒論研究の前段階としての実習 

１）教育達成目標とその妥当性

4 年生後期に開講される選択科目である。卒論テーマの割

り振りと、その最初となる実験操作を行った。研究室におけ

る実験器具・装置の使い方や、実験ノートのつけ方などを修

得させた。 

２）目的達成状況 
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生薬・天然物化学講座

供給は 100%輸入に依存している。現在、主たる輸入先である

中国からの輸出が規制され、麻黄の確保は大変重要な課題で

ある。一方、世界の他地方を見てみると、ペルーを産地とす

る Ephedra americana は現地で民間薬として用いられている

が、漢方生薬麻黄の主薬効成分であるエフェドリンは含まれ

ていないとされ、またその成分研究もあまり行われていない。

そこで本研究では E. americana の成分について検討を進めて

いる。現在までに新規化合物を含む複数のプロアントシアニ

ジン類を単離し、その構造を明らかにした。 

「有用食品からの生理活性成分の探索」（代田） 
ミルクフルーツ（Chrysophyllum cainito）はアカテツ科の常

緑樹である。果実を横に輪切りにすると星形の模様が浮き出

ることから、英名ではスターアップルと呼ばれている。また、

果実はゼリー状で白色の乳液を含んでいることから、東南ア

ジア諸国ではミルクフルーツと呼ばれている。植物種子は、

抗酸化作用や抗腫瘍作用の報告がされていることから、ミル

クフルーツ種子および葉の生理活性成分について検討を開始

し、新規化合物を含む複数の化合物を単離し、その構造を明

らかにした。 

「未利用天然資源の活用を目指した含有成分の網羅的探索」

（代田） 

普段食品などとして用いている植物は、葉や実などの部位

を利用している。それ以外の部位は破棄されるが、この未利

用天然資源の活用を目指して、含有成分の網羅的探索を行っ

ている。アボカド（Persea americana）の果実には不飽和脂肪

酸や各種ミネラルに富み、食用だけでなく化粧品等の原材料

としても用いられている。アボカドの破棄される果皮の含有

成分の探索を行い、新規化合物を含む複数の脂肪族アルコー

ルを単離し、その構造を明らかにした。 

「ズイナのポリフェノール成分の探索」（代田）

ズイナ（髄菜、瑞菜：Itea japonica Oliver）は、ズイナ科

（Iteaceae；旧分類 ユキノシタ科 Saxifragaceae）ズイナ属の落

葉低木であり、本州近畿南部以西、四国、九州の山地や沢沿

いに自生する。ズイナは希少糖である D-プシコ－ス（D-

Psicose）を含有する唯一の植物であることで知られ、その高

い機能性から栄養補助食品となる可能性が高く、近年注目さ

れている。本研究では、ズイナの D-プシコ－ス以外の成分に

ついて、特にそのポリフェノール成分を明らかにすることを

目的として成分探索を行い、抗酸化成分として知られている

ビテキシン（Vitexin）やオリエンチン（Orientin）など含む多

数のポリフェノールを単離し、その構造を明らかにした。 

「漢方処方システムに関する研究」（岡田）

漢方薬に関する化学的・生物学的実験から得られた結果、

および漢方治療エビデンスの双方を基にデータベースを構築

し、情報・計算科学の手法を駆使した漢方処方システム基礎

理論の解析を行っている。

外部誌上発表 (2017 年 4月〜2022 年 3月)
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分子生物学講座

抗なく使って頂くこと、高校とは違うこれぞ大学の図書館と

いうのを知ってもらうことを狙いとしている。さらに、１コ

マを使って、国家試験合格につながる学び方について教授し、

卒業研究を通じて考える力、論理的思考力を養うことを伝え

た。

担当科目：生化学・微生物学実習（喜納・小林）

 生物科学は生命現象を分子の挙動として理解しようとする

学問であり、近年めざましく発展し、老化や疾病を含めたあ

らゆる生命現象を理解する上で基礎となる重要不可欠な学問

となっている。この実習では、生命の設計図である遺伝子が

複製増幅されるしくみとプラスミド作成のしくみを実体験し

てもらう。題材として、アルコール分解酵素の遺伝子を髪の

毛から抽出・増幅させ、アルコールの耐性と関連させる。

・通常の講義と違いを出すため、極力情報を与えないように

し、自ら情報を集めて、考察させることに重点を置いた。学

生からの質問の内容が、よく考察できていない・情報を収集

していないことにもとづくものとわかった場合には、こちら

から逆に関連する質問を返して考察させるよう努めた。

・レポートは２回提出とし、計画立てて行わせることをねら

いとした。

・レポートの採点は考察のみを重視し、答えが正しくはなく

ても論理的に書けており人と異なったことを記述していれば

ボーナス点を加点した。

担当科目：特別実習・卒業実習（喜納・小林）

 各人必ず異なる研究テーマを与え、普段の授業や国家試験

対策では培えない思考力・応用力および協調性を身につける

ことを目的としている。これは単なる薬剤師ではなく“使える

薬剤師”をめざしている。また、教科書だけではなかなか身に

つけることができなかった知識を実際に体験させることによ

り、知識を吸収しやすいよう配慮した。夏休み、冬休み、春

休みの期間を重点的に活用して、指導を行った。５年次生は

病院実習、薬局実習の合間に指導した。

担当科目：機能形態学（小林）

応用生物学 A では、人体の三次元的構造と、組織や器官の

基本的な機能について学ぶ。具体的には、神経系、骨格系・

筋系、循環器系、血液・造血器系、呼吸器系、消化器系、泌

尿器系、内分泌系、感覚器系について、基本的な構造の名称

を挙げることができ、機能を構造と関連づけて説明できるこ

とを目標とする。2 年次から始まる治療薬学の導入となる科

目でもあり、臓器と病気との関りについてもできるだけ触れ

ながら講義を行った。本講義は薬学治療学講座の松尾先生と

本講座の小林が分担しており、小林は呼吸器系、消化器系、

泌尿器系、内分泌系、感覚器系を担当した。

管理・運営に係ること

喜納：

図書委員長、非密封ＲＩ管理委員会委員長、入試副委員長、

大学院委員、教務委員、共通テスト委員

放射線取扱主任者、環境計量士、公害防止管理者、危険物取

扱者の国家試験に対する学生からの問い合わせへの対応

合同教授会への参加

図書委員長として、各出版社新刊の選定と購入申請、学生に

とって有益な図書の発掘

入試副委員長と共通テスト委員として、入試全般に関するマ

ネージメント、口頭試問の作成、判定案の提示、面接日の設

定、面接者、監督者、オープンキャンパス等での入試相談

入試問題作成

小林：

広報委員

ホームページの更新、SNS（Facebook、twitter）の更新、大学

案内の作成、オープンキャンパスの実施、配布資料の作成、

薬学部進学セミナーでの学部紹介、いつでもオープンキャン

パス対応、

OSCE委員会 ステーション１責任者 
入試問題作題

その他、新聞報道等

喜納・小林：

生化学実習に伴う、生化学実習書を作成、印刷

研究の概要

１. 神経細胞への分化誘導機構の解明（小林）

マウス胚性腫瘍細胞 P19 は、異なる条件での培養により異

なる組織特異的細胞への分化が誘導されるという多分化能を

もった細胞株である。分化の一条件として、凝集状態での培

養と一定濃度のレチノイン酸添加によって、神経細胞集団が

生じることが知られる。

我々はこの系を用いて、未分化細胞から組織特異的細胞へ

の分化にかかわる分子機構を明らかにしようとしている。近

年の研究により、分化には増殖因子や分化誘導因子による刺

激、3 次元的な細胞間相互作用などが特に重要な役割を果た

していることが明らかになってきている。しかし、分化は様々

な要因が総合的にかかわり合っている複雑な過程であるため、

どんなシグナル分子がいつどのように関与して細胞分化が誘

導されるかを全体的に捉えることはできていない。未分化細

胞が組織特異的細胞へと分化する機構を明らかにすることは、

基礎研究として興味深いばかりではなく、最近の医療現場で

注目されている再生医療技術をより進歩させるためにも重要

である。

我々はまず、レチノイン酸添加によって P19 細胞が神経細

胞へと分化する条件について検討した。レチノイン酸処理時
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分子生物学講座

c) 放射線ホルミシスの理論構築

低線量の放射線被ばくレベルによるがんの発生確率が線量

に比例するかどうかはまだ決定されていないのが現状である。 
そこで、低線量で発生する放射線ホルミシスについて、2 つ

の変曲点を持つ山のような形状をとる関数を使用した数学モ

デルを検討した結果、以下の見解が得られた：（i）癌を発症

する確率が自然のバックグラウンド線量を超える放射線レベ

ルで減少する場合、放射線ホルミシス効果は最大 12.4mSv ま

でに発生する。 （ii）750 mSv以上で比例関係がある場合、

放射線ホルミシス効果は最大 225mSv までに発生する。 した

がって、16.8 または 307 mSv以下の放射線量について分子レ

ベルおよび細胞レベルで研究を行うことにより、低放射線量

に起因する発がんを調査することができる展望を提案した。

【外部研究資金】

・平成２９〜令和３年度：科研費基盤 C（喜納）

・第３３回リバネス研究費 L-RAD賞（喜納）

・平成２３〜２６年度：科研費基盤 C（喜納）

・平成２３年度〜２４年度；百十四銀行学術文化振興財団 産

業・学術部門助成金（喜納）

・平成２３年度；放射線影響協会 研究奨励助成金（喜納）

・平成２３年度〜２４年度；中冨健康科学振興財団 研究助

成金（喜納）

・平成２３年度；北野生涯教育振興会 生涯教育研究助成金

（喜納）

・平成２３年度：特色ある教育・研究助成金（教育）（喜納）

・平成２２年度：特色ある教育・研究助成金（教育）（喜納）

・平成２０〜２２年度：私立大学戦略的研究拠点形成支援事

業助成金（分担者）

・平成２０〜２１年度：通産省地域イノベーション創出研究

開発事業助成金獲得（分担者）

・平成２０年度：国際科学技術財団 研究助成金（喜納）

・平成２１年度：科研費若手 B繰越申請（喜納）

・平成１９〜２０年度：科研費若手 B（喜納）

・平成１７〜１８年度：科研費若手 B（喜納）

・平成１７年度：特色ある教育・研究助成金（共同研究）（喜

納）

・平成１６年度：特色ある教育・研究助成金（共同研究）（喜

納）

３. DNA との結合を標的とした新規 NF-κB低分子阻害剤の

同定（小林・喜納）

NF-κB は、様々なシグナル応答の調節に中心的な役割を果た

す転写因子の一つである。NF-κB による転写調節のみだれは、

様々な病気と関わりがあると考えられており、NF-κB の特異

的阻害剤は、シグナルの収束段階を制御できることから、そ

れらの病気の有望な治療薬となることが期待される。これま

で、我々は DNA と NF-κB の結合を阻害する低分子化合物の

同定を目的として、in silico での docking study により低分子化

合物候補を選定し、それらの化合物による DNA と NF-κB と

の結合阻害能の解析をおこなってきた。コンピュータを用い

た structure-based virtual screening (SBVS)法を利用して、我々

が所有する virtual chemical library から、DNA と NF-κB との結

合を阻害する低分子化合物候補を選定した。次に、選んだ化

合物の阻害能を、MF20 molecular interaction analytical system 
(Olympus)による Fluorescence Correlation Spectroscopy (FCS)を
用いて評価した。さらに、類似化合物と比較検討したところ、

有意な差が認められた。このうち効果が認められたものに関

して、Electrophoresis Mobility Shift Assay (EMSA)法により、阻

害能の検討を行った。現在、これらの化合物に関して、細胞

における阻害能等の検討を重ねている。今後は、これらの低

分子化合物のメカニズム解析、最適化合物への分子設計を行

うことにより、創薬リード化合物となる新規 NF-κB阻害剤の

開発を進める予定である。

最近では、２—b とも関連するが、新たな阻害剤の探索を

行っているところである。

【外部研究資金】

・平成２２年度：東京生化学研究会 研究奨励金 （小林）

【共同研究先】東京理科大学

外部誌上発表 (2017 年 4 月~2022 年 3 月) 

2022 
1. Kawada T, Kino K*, Tokorodani K, Anabuki R, Morikawa M,

Kobayashi T, Ohara K, Ohshima T, Miyazawa H., "Analysis 
of nucleotide insertion opposite urea and translesion 
synthesis across urea by DNA polymerases" Genes 
Environment 2022, 44, 7 

2021 
1. Kino K*, Ohshima T, Takeuchi H, Kobayashi T, Kawada T,

Morikawa M, Miyazawa H., "Considering Existing Factors 
That May Cause Radiation Hormesis at <100 mSv and Obey 
the Linear No-Threshold Theory at ≥100 mSv." Challenges, 
2021, 12, 33 

2. Morikawa M., Kino K.*, Kawada T., Miyazawa H.
“Localizations of the highest occupied molecular orbital and 
guanine oxidation by UV-light and other oxidizers.” 
Photomed. Photobiol. 2021, 42, 1-6. 

2020 
1. Hirao-Suzuki M, Koga T, Sakai G, Kobayashi T, Ishii Y,

Miyazawa H, Takiguchi, M, Sugihara N, Toda A, Ohara M, 
Takeda S., " Cadmium down-regulates apolipoprotein E 
(ApoE) expression during malignant transformation of rat 
liver cells: direct evidence for DNA hypermethylation in the 
promoter region of ApoE." Biochem Biophys Res Commun., 
2020, 531(2), 215-222 

2. Kino K. "The prospective mathematical idea satisfying both
radiation hormesis under low radiation doses and linear non- 
threshold theory under high radiation doses" Genes 
Environment 2020, 42, 4 

3. Kino K*, Kawada T, Hirao-Suzuki M, Morikawa M, Miyazawa
H. “Products of oxidative guanine damage form base pairs
with guanine.” Int J Mol Sci. 2020, 21(20), 7645.

4. Kino K*, Ohshima T, Kawada T, Kobayashi T, Miyazawa H “A 
strategy for finding new medicines against the novel 
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生体防御学講座

 この実習の免疫実習部分を当講座で担当し、抗原の定義と

種類、抗体、補体、抗原抗体反応の特徴、試験管内抗原抗体

反応の種類について解説し、これらを利用したアッセイ法の

技術を習得させた。

講座配属学生の指導（分担：大岡 嘉治、中妻 彩）

薬学科 4 年生、5 年生および 6 年生の特別実習または卒業

研究を指導し、さらにそれぞれに応じた学習指導を行った。

管理・運営に係ること

大岡嘉治：評価・FD委員会委員長 
全学 FD 研究部会委員 
香川薬学部動物実験委員会委員

OSCE委員会委員 誘導待機担当（香川校） 
実務実習訪問指導（大阪府）

第 6回オープンキャンパス研究室体験 
国家試験問題検討委員会（衛生薬学部会）

中妻 彩：香川薬学部動物実験委員会委員

中央機器管理委員会委員 生物系機器管理者

広報委員会委員

評価・FD委員会委員 
CBT委員会委員 生物分野責任者 
OSCEリカバリー担当（香川校） 
実務実習訪問指導（大阪府）

第 2回オープンキャンパス研究室体験 
入試問題出題・採点委員（生物）

全学人権教育推進委員会委員

研究の概要

2021年の研究活動の概要： 
研究テーマと目標：

免疫細胞の移動と免疫反応の制御のメカニズム。特に、ビタ

ミン A,D や種々のホルモンなどの核内受容体リガンドによる

免疫系機能調節の役割について、腸管などの粘膜系を中心に

研究し、アレルギーや自己免疫病などの免疫学的疾患やその

他の炎症性疾患および腫瘍に対する治療および創薬への新た

な基盤造りを目指している。

背景と成果の概要：

免疫系がその役割を果たすためには、必要な機能を持つ免疫

細胞が体の的確な場所に移動する必要がある。免疫系の司令

塔である T細胞は血液やリンパ液の流れに乗って全身を巡回

しているが、抗原と出会い活性化されるまでは二次リンパ系

器官以外の組織には移入できない。しかし、一旦、二次リン

パ系器官で抗原と出会って活性化/メモリーT細胞となると通

常の組織にも移入できるようになる。但し、抗原との出会の

場所である二次リンパ系器官が所属する組織に特異的に移入

（ホーミング）する傾向がある。例えば、腸関連の二次リン

パ系器官（パイエル板や腸間膜リンパ節）で抗原刺激を受け

た T 細胞は、小腸に特異的にホーミングする傾向がある。T
細胞の組織特異的なホーミング制御の分子機序は全く不明

だったが、2004 年に私達は、ビタミン A由来のレチノイン酸

が、T 細胞に小腸ホーミング特異性をインプリントする生理

的因子であることを発見し、さらに、パイエル板や腸間膜リ

ンパ節の樹状細胞の中には、レチノイン酸合成の鍵を握る酵

素 RALDH（retinaldehyde dehydrogenase）を発現してビタミン

A（レチノール）からレチノイン酸を生成する能力を持つも

のが存在することを発見した（Immunity 21:527-538, 2004）。

これらの樹状細胞は、T 細胞に抗原提示する際にレチノイン

酸を与えることで、小腸ホーミング特異性をインプリントす

る。B 細胞の小腸へのホーミングについても同様なメカニズ

ムが関与しており、レチノイン酸が T細胞非依存性 IgA抗体
産生を促進することも、2006 年に von Andrian 教授（Harvard
大）らとの共同研究で明らかにした（Science 314:1157-1160, 
2006）。 

2009 年には、個々の樹状細胞において、RALDH の相対活

性を計測する方法を確立し、レチノイン酸産生能力を持つ樹

状細胞サブポピュレーションを同定した。レチノイン酸産生

能力は、樹状細胞の成熟と RALDH のアイソフォーム

RALDH2 の発現にほぼ依存していた。それに基づき、腸にお

いて樹状細胞に RALDH2 発現を誘導する生理的因子を探索

し、GM-CSF（granulocyte-macrophage colony-stimulating factor）
が、主要な役割を果たすことを発見した。レチノイン酸自体

も必須補助因子として関与していた。また、IL-4 と IL-13 は、

GM-CSF と同様な効果を示し、GM-CSF と相乗的に作用した

が、受容体欠損マウスの解析から、これらは必須因子ではな

いことが判明した。Toll 様受容体からの刺激も、樹状細胞の

成熟と同時に RALDH2 発現を促進した（ Int Immunol 
21:361-377, 2009）。 
レチノイン酸は、以前よりT細胞のヘルパーT細胞 1型（Th1）

および 2型（Th2）への機能分化にも影響を与えることが、私

達の研究を含めて明らかとなっていた（ Int Immunol 
15:1017-1025, 2003）。2007 年になって、私達の発見したレチ

ノイン酸産生樹状細胞が、リンパ球の移動ばかりでなく、誘

導型 Foxp3+制御性 T細胞（iTreg）の分化を促進し、炎症促進

性 Th17細胞の分化を抑制することが、複数のグループにより

ほぼ同時期に報告された。これは、レチノイン酸が、経口免

疫寛容の成立と、それによる全身性の抗原特異的免疫反応の

抑制に関与する可能性、および炎症反応の制御に関与する可

能性を示唆した。私達は最近、ビタミン A欠乏下では、T細
胞ばかりか、腸間膜リンパ節の樹状細胞の性質が著しく変化

し、経口抗原特異的で IL-13 と TNF-α（tumor necrosis factor-α）
を高産生する新規炎症性 Th細胞を誘導することを見出した。
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衛生薬学講座

おける実験の基礎となる実験機器の取り扱い、溶液の作製、

データ解析、およびレポート作成法について学習する。実際

の生理食塩水の調整を行うことで、モル濃度の計算や溶液の

基本的性質を理解できるように、また、種々の実験器具や測

定装置の使用法が学べるように工夫した。さらに、データの

取り扱い、図表の作成、レポート作成ができるようにした。

担当科目：衛生・免疫実習(担当者:野地、竹内、桐山) 
「衛生・免疫実習」では、（１）油脂の変質試験、食品添加

物試験の個別試験を実施して、食品の安全性と衛生管理など

に関する基本的知識と技能を修得する。（２）水道水の水質

検査、水質汚濁の主な指標の測定、主な大気汚染物質の濃度

の測定、室内環境を評価するための代表的な指標の測定を実

施して、環境汚染物質に関する基本的知識と技能を修得し、

環境の改善に向かって努力する態度を身につけ、人の健康に

とってより良い環境の維持と向上に貢献できるようになるこ

とを目的としている。

各実習項目では、食の安全や環境汚染に関心を持つように、

身近な試料を用いて実験を行った。

学生は、興味を持って実習に取り組み、目的は概ね達成さ

れたものと思われる。

担当科目（対象学年、実施時期：担当者）：特別実習（4 年、

5 年通年：野地、竹内、桐山） 
「特別実習」では、講座に配属した 4 年生を対象に、本講座

の研究課題に関する実習を行った。本実習では、先ず、課題

の遂行に必要とされる実験手技を正確に実施できるように繰

り返し学習させた。これらの実験手技には、ピペッティング

操作、種々の緩衝液の作製、細胞培養用培地の調製、細胞培

養、細胞の計数、正立および倒立顕微鏡、蛍光顕微鏡下での

細胞の観察、培養細胞からのDNA やmRNA の分離精製、核

酸の寒天ゲル電気泳動による分離と精製、細胞の可溶化、細

胞内タンパク質の SDS-ポリアクリルアミドゲル電気泳動に

よる分離、Western ブロットによる細胞内タンパク質の検出、

polymerase chain reaction による発現遺伝子の増幅、real-time 
polymerase chain reaction による mRNA の検出、化学発光法お

よび蛍光法によるタンパク質の検出、などが含まれる。これ

らの実験手法の一部分は、すでに３年生までの学生実習で経

験しているが、未習得の手法と併せて、個々の学生がより正

確に操作することができるように指導した。この実習を通じ

て、単に実験手法を修得させるだけでなく、講座における日

常生活や研究の遂行に必要とされる心構え、実験結果の解釈

のしかたと次のステップに進展させるための考え方、目標に

到達できた際の達成感など、座学や通常の学生実習では十分

に学習したり感じることができない部分についても指導する

ことができ、学生の向上心を醸成する上で役立った。

担当科目（対象学年、実施時期：担当者）：卒業研究（5 年、

6 年、通年：野地、竹内、桐山） 
「卒業研究」では、学生 1 人 1 人が本講座における研究課題

に個別に取り組んだ。研究を実施するにあたり、担当教員の

指導のもと、各人の研究テーマに関する情報を収集して実験

を行った。得られた実験結果を整理して取り纏め、研究室で

口頭発表させた。6 年生は、得られた結果を卒業論文としてま

とめ、5 月に実施した卒業研究発表会でポスターにて発表し

た。この卒業研究を通して、学生が課題に関する情報を収集

する力、情報をまとめる力、発表する力を向上させるだけで

なく、担当教員と実験方法や実験結果に関するディスカッシ

ョンを通して、薬剤師として必要なコミュニケーション能力

や問題解決能力を育成する上で役立ったと考えられた。

担当科目：健康科学（野地、竹内）・薬学科・選択 

 ４年生までの専門科目で修得した衛生薬学の知識を基礎と

して５年次の実務実習で経験して修得した知識をさらに発展

させ、これからの薬剤師に必要とされる疾病の予防と健康の

維持に役立つ予防薬学の観点から、講義を行った。さらに、

これまでに学習した衛生薬学に関する知識を他の科目と関連

づけて総合的に活かすことができるようになるために、基礎

的な問題から発展的な問題まで多くの演習問題を解答させた。 

管理・運営に係ること

野地裕美：香川薬学部長

教務委員会オブザーバー

国試対策委員会オブザーバー

薬学教育評価自己点検評価実施委員会委員

予算委員会委員

全学教務委員会委員 

全学入試委員会委員 

全学研究倫理教育委員会委員 

国際交流委員会委員 

香川 IR 委員会委員 

全学 SD 委員会委員 

安全保障輸出管理委員会

大学間連携推進委員

実務実習訪問指導（沖縄県リモート指導）

竹内 一：国試対策委員

動物実験委員

早期体験学習委員

入試委員

初年次教育委員

入学前教育委員

ネットワーク委員

実務実習訪問（香川県）

桐山賀充：初年次教育委員

入試委員
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衛生薬学講座

口頭発表・学会発表 (2021 年 4 月~2022 年 3 月) 

1. 桐山賀充、大休伶奈、堀井結以花、野地裕美

「すだち由来メトキシフラボンであるスダチチンによるグリ

オブラストーマにおける PD-L1 の発現に対する効果」

日本薬学会第 142 年会、オンライン開催、2022 年 3 月 28 日

2. 上田琴巴、野地裕美、竹内一

「加熱変敗食用油の細胞増殖阻害作用に対する抗酸化物質の

効果の検定」

第 60 回日本薬学会中四国支部学術大会、オンライン開催、

2021 年 11 月 8 日

特許

１． 野地裕美、田元浩一ほか（2013）「ロイヤルゼリー 
  抽出物及びヒト骨芽細胞増殖抑制剤」

    特許第 5552277 号 
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２）目的達成状況：目標は達成できた。

３）教育内容面での取り組みと改善方策：SGDやロールプレ

イへの積極的な参加を促すように努めた。

４）教えるために使った時間： オムニバス形式で各教員が

３時間担当した。

担当科目：病院実習ならびに薬局実習（窪田）

１）教育達成目標とその妥当性：病院薬剤師の業務と責任を

理解し、チーム医療に参画できるようになるために、調剤お

よび製剤、服薬指導などの薬剤師業務に関する基本的知識、

技能、態度を修得することを目標とする。また、薬局の社会

的役割と責任を理解し、地域医療に参画できるようになるた

めに、保険調剤、医薬品などの供給・管理、情報提供、健康相

談、医療機関や地域との関わりについての基本的な知識、技

能、態度を修得することを目標とする。

２）目的達成状況：薬学科（６年制）出身者として必要とさ

れる知識や技能を、実務を通して、すべて修得させた。

３）教育内容面での取り組みと改善方策：５年生一名に対し、

実務実習がスムーズに進むように、指導薬剤師との間で教育

内容の進捗状況を調整した。

４）教えるために使った時間：薬局に都合３回訪問した。

担当科目：物理・化学実習（窪田）

１）教育達成目標とその妥当性：生薬学において基盤となる

物理・化学について、有機化学実験・物理化学実験を通じて

学ぶ。有機化学実験では、基本となる操作法・精製法を身に

つけた後、医薬品を化学構造から理解するために、官能基の

検出法、化学合成法について実習する。物理化学実験では、

物質の物理的性質を学ぶために、物理平衡と反応速度につい

て実習する。

２）目的達成状況：おおむね達成できた。

３）教育内容面での取り組みと改善方策：実験機器の取り扱

いについて、できるだけきめ細やかに個人指導を行った。ま

た、ただ手を動かすだけではなく、なぜこのような実験を行

う必要があるのか、その目的意識の自覚化を促進するように

した。

４）教えるために使った時間：一日２時間分を２週間ほぼ毎

日に集中して開講した。実習の都合上、終了時間が延長にな

ることも多くあった。

担当科目：総合薬学演習（窪田）

１）教育達成目標とその妥当性：薬剤師国家試験の対策講義

として開講され、前期は「基礎薬学」を、後期は「基礎薬学」

から「医療薬学」までを通して学ぶことが目標である。とく

に前期は、午前中が講義で午後は演習という形式を用いて、

学習効果を上げることを狙っている。

２）目的達成状況：国家試験に必要な内容は一通り教えるこ

とができた。

３）教育内容面での取り組みと改善方策：授業回数が多すぎ

て、授業や演習試験の復習の時間が十分に取れず、学生は自

分の頭の中を整理できていないように思われる。国家試験の

問題の中には、過去に出題された問題とよく似たものが出題

されることがあり、復習は重要である。今後の改善が望まれ

る。

４）教えるために使った時間：90 分の講義を 5回担当した。

講義資料の作成には 10時間ほどの時間を費やした。 

担当科目：卒業実習（窪田）

１）教育達成目標とその妥当性：これまでの講義や実習で修

得してきた知識と技能を、自ら考えて手を動かすことによっ

て活用•応用できるようになるために、教員やスタッフ全員が

関わって指導する、いわば「卒業研究」である。夏休み、冬休

み、春休みの期間を重点的に活用して、指導を行った。

２）目的達成状況：科学の奥深さを各自の研究テーマの中で

実体験するとともに、薬学部出身者として必要とされる知識

や技能を、研究の過程で修得した。

３）教育内容面での取り組みと改善方策：使用する実験動物

の供給が実験の律速になり、実験が滞る時期があった。長期

飼育マウスを用いるため仕方ない側面もあるが、改善の余地

はあると思われる。

４）教えるために使った時間：昼夜問わず、休みの日も関係

なく本実習は進められた。

担当科目：エクスペリメントスキル（窪田）

１）教育達成目標とその妥当性：モル濃度の計算や溶液の基

本的性質を理解し、実際の生理食塩水の調製を行う。生理食

塩水の調製を通じて、種々の実験器具、測定装置の用途や使

用法を学ぶ。一連の実験を通じて、数値データの取扱い、客

観的な図表の作成、論理的な文章を作成できるようにする。

２）目的達成状況：おおむね達成できた。

３）教育内容面での取り組みと改善方策：精度の異なる実験

器具の使い方を通して、誤差の概念を体感できるように工夫

している。また、試薬を量る際に、基本的なモル濃度計算な

どを反復行うことで、様々な濃度単位を扱えるようにしてい

る。

４）教えるために使った時間：3～5限の実習を 5回行った 

管理・運営に係ること

山田麻紀

OSCE 副委員長,  
就職委員, 
インターンシップ推進委員、

全学倫理審査委員, 
全学倫理教育委員

窪田剛志
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ア等に分布する食用作物であり、古くから食用スパイスや風

邪、胃痛、頭痛、リウマチ、肥満などに対して有効な生薬と

して用いられている。その活性成分であるバングレン

（banglene）は近年、in vivo では老化促進マウスにおける記憶

改善作用が、また、in vitro では Wnt/β-cantenin 系を介した神

経細胞への分化促進が報告されており、記憶に対してポジテ

ィブな効果が期待されている。一方、Wnt/β-catenin 系の活性

化はタウタンパク質の過剰リン酸化を抑制することが報告さ

れている。本研究では、タウオパチーによって引き起こされ

る記憶障害に対して banglene の幾何異性体である trans-
banglene(t-banglene)がどのような作用を有するのかを、タウオ

パチーモデルマウスである rTg4510 マウスを用いて検討した。 
5 ヶ月齢の rTg4510 マウスとその対照マウスである tTA マ
ウスに対して、CMC-Na に懸濁した t-banglene (50 mg/kg)また

は溶媒を経口ゾンデを用いて 3 週間投与した。3 週間の投与

終了後にモリス水迷路(MWM)試験と新規物体認識(NOR)試
験を行った。行動実験終了後、マウスの脳を摘出し、脳内に

おけるリン酸化タウタンパク質(pThr205)の発現とミクログリ

アの活性化について、蛍光免疫組織学的手法を用いて解析し

た。

MWM 試験では、4 日間のトレーニングにより、rTg4510マ
ウスへの t-banglene 投与による有意な変動は認められなかっ

た。一方、NOR 試験では、サンプル提示から 2時間後の試行

において rTg4510 マウスの t-banglene 投与群は溶媒投与群と

比較して新規物体探索時間は有意に増加した(p=0.0105)。また、

24 時間後の試行では t-banglene 投与群は溶媒投与群と比較し

て新規物体探索時間が増加傾向にあった(p=0.0837)。一方、

rTg4510 マウスの脳内ではリン酸化タウタンパク質の強い発

現が認められた。t-banglene投与によりリン酸化タウタンパク

質発現部位の周辺でミクログリアの活性化が認められた。ミ

クログリアの活性化は脳内炎症のマーカーとして知られてい

るが、神経保護作用や、異物の貪食などの働きも知られてい

る。今後、今回活性化が認められたミクログリアが炎症性の

も(M1 タイプ)のなのか神経保護性のもの(M2 タイプ)なのか

を同定する必要がある。

これらの結果から、日常的な t-banglene の投与はタウオパ

チーモデルマウスで短い期間の記憶の保持を顕著に増強する

ことが明らかとなった。この作用には脳内におけるミクログ

リアの活性化が影響している可能性が示唆された。
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病態生理学講座

まず、当方で絞り込んだ問題を解答させ、学生の理解度のチ

ェックに努めた。その上で、問題の解説を行いつつ、理解が

十分でない範囲、深く掘り下げた授業が必要であると思われ

る範囲をピックアップし、より丁寧に、詳細に解説した。授

業には、板書、プリント等を目的に応じて使い分けた。 

4) 教えるために使った時間：3回×90 分

担当科目：人体解剖学（得丸博史） 

1) 教育達成目標とその妥当性：薬学の学びの基礎となる人体

の構造に関する理解を深め、臨床に強い薬剤師となるための

総合的学力を涵養する。 

2) 目標達成状況：ほぼ達成

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：解剖学に必要な基礎

知識の復習と、解剖学見学のための事前学習、見学時の送迎

と付き添いを行った。  

4) 教えるために使った時間：6回 x 90 分

担当科目：国試対策講義および対策（得丸博史、定本久世、

小林卓） 

1) 教育達成目標とその妥当性：国家試験合格に必要な勉強法

を身につけ、合格に必要な知識を身につける。薬剤師国家試

験に必要な薬理学・病態生理学・薬物治療薬および機能形態

学の知識を習得し、国家試験に合格できるようになる。 

2) 目標達成状況：ほぼ達成

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：講座の学生には学修

成果を振り返ることが出来るようポートフォリオを作成し、

記録するよう指導した。また、勉強法についても資料を使い

指導した。教科書を含めた複数の教材から内容をわかり易く

まとめたプリントを作成・配布し内容理解の徹底をはかった。

また、多くの演習問題を作成し、知識の定着を図った。 

4) 教えるために使った時間：90 分 x10 回

担当科目：病態生理学実習（得丸博史、定本久世、小林卓） 

1) 教育達成目標とその妥当性：モルモット回腸を使用した薬

理学実験を通して、薬理学の講義で得られた知識を確実に身

につける。本実習は臨床の場における患者への適正な薬物使

用の基盤となる。 

2) 目標達成状況：ほぼ達成

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：薬理学で得た知識と

実習内容とのつながりを丁寧に説明して理解を得た。薬液の

濃度計算、濃度-反応曲線の描き方、pD2 値・pA2 値の求め方

について実際に手を動かして学習できた。生の回腸標本を扱

う時間をたっぷりとることで、生理学的実験の難しさと面白

さを伝えられるように試みた。学生にレポートを作成させる

ことで最終的な評価を行い、上記のような理解度や満足度に

ついて確認した。もちろんレポートの書き方についても指導

を行った。 

4) 教えるために使った時間：8回（病態生理学講座担当分）

×270 分 

担当科目：特別実習（得丸博史、定本久世、小林卓） 

1) 教育達成目標とその妥当性：学生には卒業実習が課せられ

る。卒業実習は、未知の分野を開拓し、新規の知識を見出そ

うとするものであり、講義や薬学実習で習得した知識と技能

では、講座配属後に各自の研究テーマを遂行するには十分で

ない。特別実習では、講座配属後の卒業実習にスムーズに移

行できるように薬理学講座卒業実習に必要とされる知識及び

基礎技術を習得することを目的とする。特に、教員が一方的

に知識や技術を与えるのではなく、『学生が主体的に考え、主

体的に動く』ように、内容を工夫する。本実習終了後には、

卒業実習に直ちに取り組むことができる。 

2) 目標達成状況：ほぼ達成

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：『学生が自分で考え、

行動する』ことに重きを置いた特別実習用テキストを作成し

た。テキストは 4 つの課題から成り、これらの課題について

学生は、１）知識を取得し、２）実験方法を考え、３）実験

を行い、４）結果から考察し、５）レポートを作成し提出す

る、という 5 つの作業を行う。4 つの課題については、卒業

実習において必要な知識・技術をより多く学べるように選定

した。また、予め結果が分かっている課題ではなく、教員側

も実験を行わない限り結果が分からない課題を作成した。課

題の実行に関しては、教育的配慮から、指示する部分、指導

する部分、自分で調べる部分に分けて、学生個々に対応する。

提出されたレポートについては、教員が一度見た後に学生と

議論し、文章の書き方や理論の展開法などを詳細に学生に指

導する。4 つの課題をこなすにつれ、学生の実験手技やレポ

ートはより洗練されたものとなる。 

4) 教えるために使った時間：30回×5 時間

担当科目：卒業実習（得丸博史、定本久世、小林卓） 

1) 教育達成目標とその妥当性：病態生理学講座の各人の研究

テーマに従って、専門的な実験研究あるいは調査研究を行い、

薬の薬理作用の多面性を確かめ、薬物治療における適正な医

薬品使用の判断に寄与する。物事について多方面から考え、

結論を出す能力及び仕事に対する責任感を身につけることが

でき、これらは医療チームの一員として、また、信頼される

薬剤師として重要な素養となる。 

2) 目標達成状況：ほぼ達成

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：各人の知識・技術の

レベルアップのために、英文文献の紹介を定期的に行った。

実験の準備を含めた、実験計画を各個人に作成させ、そのス

ケジュールどおりに進捗しているかについて進捗状況報告会

を定期的に開き、助言・指導を行った。学会や論文における

発表を視野にいれ、研究を継続している。各人の進捗状況が

完全に把握できていない部分があり、今後、各人との連絡を

密にする必要があると感じている。 

4) 教えるために使った時間：90 回×5 時間
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改善を重ねている。 

4) 教えるために使った時間：1ヶ月間（28日間×360 分）

管理・運営に係ること 

得丸：初年次教育委員会委員長, 広報委員会委員, 学生委員

会委員, 薬剤師国家試験対策委員会委員, 香川薬学部 OSCE

評価員, 国家試験問題検討委員会(薬理科目担当教員, 病

態・薬物治療科目担当教員)  

定本：薬剤師国家試験対策委員会委員, OSCE委員会委員, 学生

委員会（委員、ハラスメント相談委員）, 国家試験問題対策検

討委員 

小林：薬剤師国家試験対策委員会委員（卒業試験および模擬

試験の実施など） 

その他、新聞報道等 

小林：日本生理学会「生理学認定エデュケーター」 

研究の概要 

1) 神経伝達物質放出を制御するコンプレキシンの機能（得丸、

定本） 

研究背景 

神経終末からの神経伝達物質放出はニューロンにとって重要

な情報出力の手段であり、その分子機構の解明は神経科学分

野における重要課題の一つである。ニューロンの興奮が神経

終末に到達すると、開口した電位感受性 Ca2+チャネルを通じ

て Ca2+が神経終末内に流入する。流入した Ca2+はシナプス小

胞とシナプス前膜の迅速な融合を誘導し、小胞内の神経伝達

物質を細胞外に開口放出（エキソサイトーシス）させる。こ

のように、シナプス小胞の開口放出は、①Ca2+による厳密な

制御と②驚異的な速さ(～1 ミリ秒)を特徴とする（Tokumaru, 
Kasai et al., Physiol. Rev. 2012）。シナプス小胞膜上の VAMP2
（シナプトブレヴィン）、シナプス前膜のシンタキシン（Syx）、
及び SNAP25 は互いに結合して 4 本の αへリックスからなる

コイルドコイルを形成する。その形成は各蛋白質の N末端か

ら C末端（膜貫通領域）側に向けてファスナーが閉まるよう

に起こり、その結果、小胞膜とシナプス前膜は融合可能な距

離まで接近する。この SNAP受容体蛋白質(SNARE蛋白)複合
体は膜融合の分子装置であると考えられている。コンプレキ

シン/シナフィン（以下 Cpx）は、形成途中の SNARE 蛋白複

合体に結合して Ca2+が流入するまで融合を阻止するクランプ

として働く。流入した Ca2+はシナプトタグミン 1（Syt1）の

C2ドメインによって受容され、Cpx によるクランプを競合的

に取り除いて開口放出を誘導する。しかし最近、Cpx をクラ

ンプとする考えは以下の知見から疑問視されている。①クラ

ンプとされる Cpx の遺伝子をノックアウトしても、伝達物質

放出の亢進はみられず、逆に強く抑制される（Reim et al., Cell 
2001）。②海馬ニューロンに Cpx を過剰発現させても伝達物

質放出の阻害はみられない（Xue et al., Nat Str Mol Biol 2007）。
③Cpx は SNARE 依存性の人工脂質膜（リポソーム）の融合

を促進するという報告がある（Malsam et al., PNAS 2009）。

④CpxがSNARE蛋白複合体から解離するには3秒もかかり、

Ca2+流入後～1ミリ秒という短い時間では Syt1 と Cpx の置き

換わりは起こり得ない（Pabst et al., J Biol Chem 2002）。⑤抗

Syt1抗体あるいは抗 Cpx抗体を用いたラット脳の免疫沈降で

は Syt1/Cpx/SNARE 蛋白複合体が共沈する（Tokumaru et al., 
Brain Cell Biol. 2008）。我々は、Ca2+非存在下では結合親和

性の弱い Syt1 と SNARE蛋白複合体の結合を、Cpx が促進す

ること、さらに Cpx がシナプス伝達を速める役割があること

を突き止めた。Cpx は膜融合を抑制するクランプではなく、

膜融合装置の一部である可能性が高い。 

研究の目的

シナプス前終末に Ca2+が流入してからシナプス後膜の応答ま

での時間は極めて短い（0.06～0.2ミリ秒）ので、高速な伝達

物質放出を可能にするには Syt1 と SNARE蛋白複合体の結合

は Ca2+流入の前である可能性が高い。我々はこれまで得られ

た以下の結果①～⑤から、仮説「Cpx は、SNARE蛋白複合体

と Syt1 をつなぐアダプター分子として働く」を提唱する。本

研究の目的はこの仮説を検証することである。

本研究の意義

本研究は開口放出の新しいモデルを提唱している。Cpx は

Syt1 と SNARE 蛋白複合体を結びつける重要な分子であり、

融合の最終段階まではたらく可能性が高い。我々は、

Syt1/Cpx/SNARE 蛋白複合体の形成が Ca2+に依存していない

ことを発見した。このことは、Syt1/Cpx/SNARE蛋白複合体が

Ca2+流入前に形成される可能性を示している。 
Cpx クランプ説は、in vitro実験に基づいて提唱されたもので

ある。この際に使われたリコンビナント Syt1 は N末端膜貫通
領域を欠失したものである。申請者は N 末端部を欠失した

Syt1 が Cpx と結合しないことも確認している。SNARE 蛋白
質を再構成した人工脂質膜(リポソーム)の融合に対する Syt1
の効果は、膜貫通領域の有無で全く異なることが示唆されて

いる（Bhalla et al. Nat Struct Mol Biol. 2006, Mahal et al. J Cell 
Biol. 2002）。本研究では、全長 Syt1 を実験に用いるので、こ

れまでとは全く異なる結果が得られる可能性がある。

成果の概要と自己評価

本研究室による、これまでの研究成果を以下に示す。

①Cpx と SNARE蛋白複合体の結合は開口放出に必須である。

ヤリイカ巨大神経終末に注入した結合部位ペプチド（SBDペ
プチド; アミノ酸 46-74）はシナプス伝達を完全に阻害した

（Tokumaru, et al., Cell 2001）。 
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認知機能における同期的振動ネットワークの仕組みと役割に

ついて目下調べている。『においの情報処理過程にどのよう

な巧みな仕組みがあるのか？』『多様な動物種の中枢神経系

でみられる同期振動（脳波）とは何か？』等の疑問について

考えながら、最終的には、ニューロンが同期振動する仕組み

と意義について明らかにしたい。

成果の概要と自己評価

ナメクジの嗅覚中枢である前脳葉はにおいに関する学習と記

憶に必須だが、その内部の同期振動ネットワークはブラック

ボックスのままである。前脳葉の 10万個のニューロンたちが

具体的にどのように同期振動して嗅覚情報処理を行うのかを

調べている。まず、前脳葉の同期振動ネットワークに対する

GABA および神経ペプチドの薬理作用について調べ、GABA
や神経ペプチド FMRFアミドが振動活動の周波数を調節し得

ることを示した。特に、FMRF アミドが前脳葉ニューロン間

のシナプス接続を抑制することで振動数を低下させること

（Eur J Neurosci誌）、GABA が前脳葉ニューロンの興奮性を

高める調節因子として働くことを報告した（J Neurophysiol
誌）。次に、アセチルコリンが前脳葉の振動ネットワークに

対して興奮性に働き、振動活動とニューロン間の同期的活動

にも寄与していることを J Comp Neurol誌などに報告した。こ

の研究を進める過程で、前脳葉の分散培養系において振動ネ

ットワークが自発的に再形成されることを見つけたので、目

下のところ、in vitro同期的振動ネットワークが一から作られ

る様子を調べている。上記の系を用いて網羅的な薬理学的解

析を行い、神経伝達物質であるインドールアミン、カテコー

ルアミン類が間接的に前脳葉の振動ネットワークを変調する

こと、コリナージックニューロンが前脳葉ネットワーク内で

同期振動を駆動・保持する候補の大本命であることを報告し

た（J Comp Neurol誌ほか）。さらに、嗅覚受容機構における

一酸化窒素（NO）の修飾的役割について明らかにした論文で

は単一ニューロンレベルでの解析結果を発表した（PLoS One
誌）。最近では、2019 年に、シナプス伝達の病態生理学的な

研究として、齧歯類の海馬抑制性シナプス修飾機構について

の共著論文を Neurosci Res 誌に発表した。また、昨年度の J 
Comp Neurol 誌に引き続き、本年度は、神経ペプチドがコリ

ナージックシナプスを修飾することを示した論文を Peptide
誌に発表した。この様な多様な神経ペプチドの組織学と薬理

学・生理学について、さまざまな知見をひとつずつ丁寧に積

み重ねて行くことが大切と考えています。

今後の課題

においの嗅ぎ分けや学習・記憶を司るナメクジ前脳葉の同期

振動ネットワークにおいて、さまざまなシナプス伝達様式が

再形成される様子を生理・薬理・組織学的手法を（できれば

行動学的な手法も）用いてひとつひとつ明らかにして行く。

最終的には、種に共通した脳波のしくみとはたらきについて

言及したい。

外部資金導入実績：

令和 2-4 年度 JSPS 科学研究費助成事業・基盤研究（C）

20K06750（研究代表者） 

共同研究：

国内他大学との共同研究（札幌医科大、福岡女子大、国立精

神神経センターなど）。

外部誌上発表 (2017 年 4 月~2022 年 3 月)

[原著論文]
2021 
1. Sadamoto H, Takahashi H, Kobayashi S, Kondoh H, Tokumaru 

H (2021) Identification and classification of innexin gene 
transcripts in the central nervous system of the terrestrial 
slug Limax valentianus. Plos one 16, e0244902. 

2. Yamanaka A, Kobayashi S, Matsuo Y, Matsuo R (2021)
FxRIamide regulates the oscillatory activity in the olfactory 
center of the terrestrial slug Limax. Peptides 141, 170541 

2020 
3.Matsuo R, Kobayashi S, Furuta A, Osugi T, Takahashi T, Satake

H, Matsuo Y. (2020) Distribution and physiological effect of 
enterin neuropeptides in the olfactory centers of the 
terrestrial slug Limax. J Comp Physiol A 206, 401-418. 

2019 
4. Ishiguro M, Kobayashi S, Matsuyama K, Nagamine T. (2019)

Effects of propofol on IPSCs in CA1 and dentate gyrus cells 
of rat hippocampus: Propofol effects on hippocampal cells' 
IPSCs. Neurosci Res, 143, 13-19. 

5. Kobayashi S. (2019) Cholinergic induction of network
oscillations in the slug olfactory neuron in vitro. J Physiol 
Sci 69, S155. 

2017 
6. Kobayashi S. (2017) Synchronous oscillatory network and

cholinergic system in the slug olfactory center. European 
Biophysics Journal with Biophysics Letters 46, S202.

[著書・訳書] 
1.得丸博史（単著）「シナプス伝達を加速させる分子は何か。

神経伝達物質放出におけるコンプレキシンの役割」2017
年 4 月 , 香川県薬剤師会会誌  かがやく No165, 
p.62-64.

口頭発表・学会発表（2021 年 4 月～2022 年 3 月） 

1. 三木真歩, 定本久世，得丸博史. 生物系三学会香川大会

2021，2021 年 6 月 19～20 日（Online）. 
2.定本久世，得丸博史. 日本動物学会第 92 回大会オンライン

米子大会，2021 年 9 月 2～4 日 
3.小林卓，日本動物学会第 92 回大会オンライン米子大会，

2021 年 9 月 2～4 日 
4.小林卓，生物系三学会香川大会 2021，2021 年 6 月 19～20
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薬物治療学講座

深めることを目的とする。動物実験を行うことで、優れた医

薬品を開発する上での実験動物を用いた前臨床試験の重要性

についても理解する。また、動物実験を行う場合には、動物

実験の指針を遵守することを徹底し、動物愛護の精神に基づ

き有効かつ適切に行われるよう教育指導した。

担当科目：早期体験学習（池田・大岡・竹内・松尾・中島・森

川）薬学科・必修 1 年生後期 
 薬剤師が働く現場を実際に見聞し、将来薬剤師として医療

を担う心構えと態度を養うことを目的とする。薬剤師が働く

病院および薬局へ訪問させ、その後、薬剤師の仕事の重要性

と今後の薬剤師に期待される役割についてグループごとに討

議し、発表をさせた。

担当科目：特別実習 1（伊藤）・薬学科・選択 1 年生 
特別実習 1 では、地域医療現場の最先端である介護施設で、

学生が高齢者や他職種の方々と直接的なやりとりを介して、

地域医療と薬剤師の役割について考える一つの材料にしても

らうことを目的とする。

担当科目：特別実習 6（伊藤）薬学科・選択 4 年生 
特別実習 6 では、薬物乱用防止教室の新しい考え方実施法

について検討した。

担当科目：創薬生命科学特論（伊藤）薬学科・選択 5、6 年生 
「抗てんかん薬と非ビタミン K拮抗経口抗凝固薬（NOAC）
との意外な関係性について」の論文を読み、討議し臨床現場

での薬物相互作用の重要性についての意義を勉強した。

担当科目：卒業実習（伊藤・松尾）薬学科・必修 5、6 年生 
5，6 年生の卒業実習を行った。 

 調査研究「SGLT2阻害薬の使い分けについて」、実験研究「重

積発作後のてんかん発症関連因子の探索-CAGE-seq 法を用い

た網羅的遺伝子発現解析-」「重積発作後てんかん原性期にお

けるミクログリアの解析」「重積発作後てんかん原性期におけ

る脳内浸潤白血球の解析」を行った。

保健福祉学科・臨床工学科、3 年生 
担当科目：臨床薬理学（伊藤）必修・15 コマ 
薬がなぜ効くのかと言う基礎的知識の習得と、臨床工学技

士として、是非知っていてもらいたい腎臓、循環器系に作用

する薬と全身麻酔薬など神経系に作用する薬を臨床的側面か

ら講義した。

管理・運営に係ること

伊藤 康一： 徳島文理大学紀要委員会（委員）

香川薬学部年報委員会（委員長）

入学前教育委員会（委員長）

一般社団法人 薬学教育協議会 病態・薬物治療関

連教科担当教員会議

社団法人 日本私立薬科大学協会 国家試験問題
検討委員会 病態・薬物治療部会

松尾 平： OSCE委員会 委員（総務、モニター担当） 
教務委員会 委員

CBT 対策小委員会 委員 
早期体験学習委員会 委員

入学前教育委員会 委員

入試委員会 委員

小森 理絵： OSCE委員会委員 
入学前教育委員会委員

研究の概要

1. 重積発作後てんかん発症と脳浮腫、血液脳関門機能不全と

の関係

 てんかんの治療は、バルプロ酸をはじめとする優れた治療

薬により一定の効果をもたらしてきた。しかし、最近既存の

抗てんかん薬（AED）による薬物治療の限界が広く認識され

ている。特に、てんかん患者の 30％以上が何らかの AED 治

療抵抗性となり、最高度の QOL達成に困難が生じている。こ

の問題を解決するために、既存 AED の作用機序とは異なる新

たな AED の開発が課題となっている。新規 AED の標的部位

を探索することを目的とし、特に全般発作発症を防ぐ標的と

して血液脳関門（BBB）との関連に着目した。本研究では続

発性てんかん発症過程を検討するため、症候性局所関連てん

かんモデルであるピロカルピン重積けいれんモデルマウスを

用いた。一方、生きている動物での BBB 機能の検討には、従

来の手法である低分子色素（エバンスブルーなど）や高分子

量(IgG など)の脳実質内拡散を観察するのでは不可能である。

けいれん獲得過程での検討を行うため、同一個体でごとにけ

いれん発作を観察し BBB の時空間的観察は困難であるため

小動物用 MRI（MRmini、1.5T写真）を用い非侵襲条件下で同

一個体の形態学的および BBB 不透過ガドリニウム（Gd）造
影剤投与下で造影MRI 撮像を行いBBB 変化の時空間的観察

を行い、けいれん発作発症時およびけいれん発作獲得過程で

の BBB 変化を定性・定量的に解析した。さらに脳内炎症因子

に関しての検討を行っている。
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薬物動態学講座

学習者が、薬効や副作用を薬物の体内動態から定量的に理

解し、薬物動態の理論的解析に関する基本的知識と技能を修

得できるような実習を行なう。

医薬品の生体内動態に関する実験手技（血中薬物濃度の測

定）を習熟し、医薬品の薬物治療の場で必要とされる薬物動

態学的な知識と技能（薬物速度論解析、体内動態の解析と投

与設計）を修得し、薬剤師の任務および職能について、理解

を深めることが重要である。

2) 教育内容面での取り組み

医薬品の生体内動態の理論的解析（薬物速度論解析、体内

動態の解析と投与設計、血中薬物濃度の測定）に関する基本

的知識、技能、態度を修得するために、小人数グループ（5～
6人 1 組）できめ細やかな実習を行っている。また、個々にプ

レゼンテーションや説明の機会を設け、プレゼンテーション

技能を高め、理解力を深める実習を実施している。復習確認

問題の提示、試験の解答例の提示に Google Classroom を活用

している。

3) 薬物動態学実習書（2021 年度）第 16版（加藤善久、跡部

一孝 編集）

担当科目：薬学英語（加藤善久） 

1) 教育達成目標とその妥当性

学習者が、科学、薬学、医療に関連する英語文献を読み、

医療現場で必要な英語を学ぶことを目的とする。さらに、外

部講師として、Philip Hawke准教授（静岡県立大学薬学部）や

海外で医療に関する研鑽を積み、実際に医療現場で英語を用

いて活躍している薬剤師、医師を招き、薬剤師に必要な基本

的な英語によるコミュニケーションを学ぶことを目的とする。

薬学分野で必要とされる英語に関する基本的事項を修得する。 
2) 教育内容面での取り組み

薬剤師に必要な基本的な英語によるコミュニケーションを

アクティブラーニングにより実践的に学習する。学習者は、

医師、薬剤師および患者役となり、友達同士で英語による簡

単なコミュニケーションを実践する。適宜 Zoom を活用して

いる。

担当科目：基礎薬学演習 4（加藤善久） 
1) 教育達成目標とその妥当性

2 年次及び 3 年次の講義で学んだ知識を定着させ、より一

層理解を深めることを目的として、演習を実施する。吸収、

分布、代謝、排泄の各過程および薬物動態学的相互作用に関

する事項を修得する。

2) 教育内容面での取り組み

講義で使用した教科書やノートを参照しながら、演習を行

い、理解を深め、科目間の知識を組み合わせた知識の統合を

図る。

担当科目：薬物相互作用（加藤善久、跡部一孝）

1) 教育達成目標とその妥当性

医療および医薬品に関与する高度の薬剤学的知識を修得し、

さらに、適正な薬物治療を推進するために、体内動態の各過

程で生じる相互作用およびその対処法を習熟することを目的

として、基礎から応用までの生物薬剤学および物理薬剤学を、

最近の知見を修得する。

2) 教育内容面での取り組み

これまでに修得した薬剤系関連科目に関する知識を他の薬

学系科目と相互に関連付けて総合的に活かすことができるよ

う基礎的な問題から発展的な問題まで多くの問題を演習する。 

担当科目：応用薬学演習（薬剤学、薬物動態学）（加藤善久、

跡部一孝）、実務実習事前学習（加藤善久、跡部一孝）、薬局

実習および病院実習（加藤善久、跡部一孝）、総合薬学演習お

よび総合薬学演習 S（薬剤学、薬物動態学）（加藤善久、跡部

一孝）、創薬生命科学特論（加藤善久）、特別実習 1～6 および

卒業実習 1 および 2（加藤善久、跡部一孝） 
1) 教育達成目標とその妥当性

応用薬学演習（薬剤学、薬物動態学）では、薬学教育モデ

ル・コアカリキュラムの薬剤学、薬物動態学分野を項目ごと

に整理し、講義と演習を通して、薬剤学、薬物動態学分野の

問題を修得できるようにする。 
実務実習事前学習では、薬局・病院の実務実習において、

調剤および服薬指導などの薬剤師職務を遂行する上で、必要

な基本的な知識、技能、態度を修得できるようにする。

薬局実習では、薬局薬剤師の社会的役割と責任を理解し、

地域医療に貢献できるようになるために、保険調剤、医薬品

などの情報提供、健康相談、医療機関や地域との関わりにつ

いて、基本的知識、技能、態度を修得できるようにする。

病院実習では、病院薬剤師の役割と責任を理解し、病院薬

剤師業務を遂行できるようになるために、調剤、製剤、病棟

業務およびチーム医療に関する基本的知識、技能、態度を修

得できるようにする。

総合薬学演習および総合薬学演習 S では、5 年次までの薬

剤学 1、薬剤学 2、薬物動態学、薬物動態学実習および実務実

習で修得した薬剤師として必要とされる事項の総合的な薬学

演習を実施し、総合的な知識、技能、態度を身につける。ま

た、第 3 者に CBT および薬剤師国家試験程度の問題の解答を

論理的に説明できるよう自ら調べ、討論することにより、問

題の深い理解力と応用力を身につけ、CBT および国家試験に

対する問題解法能力を養うことができるようにする。

創薬生命科学特論、特別実習 1～6、卒業実習 1 および 2 で

は、論文紹介、課題に対するグループ討論および実験研究を

通して、科学的思考能力や論理的思考能力を醸成できるよう

にする。

以上の講義、演習および実習を通して、研究マインドを持

ち、最適な医療の実現に貢献できる薬のスペシャリスト、医

薬品研究開発のプロフェッショナルを育成したいと考えてい
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製剤学講座

義を行った。

担当科目：エクスペリメントスキル（白畑孝明、小林 卓、窪

田剛志、桐山賀充）

1) 教育達成目標とその妥当性：モル濃度の計算や溶液の基本

的性質を理解し、実際の生理食塩水の調製を行うことで、種々

の実験器具・測定装置の用途や使用法を学ぶ。さらに、一連

の実験を通して、数値データの取り扱い、客観的な図表の作

成、結果の報告ができるようになる。

2) 目的達成状況：ほぼ達成

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：種々の実験器具・測

定装置の使用法を指導し、生理食塩水の調製ができるように

なった。数値データの取り扱い、客観的な図表の作成、結果

の報告の指導を行い、これらを習得できた。

管理・運営に係ること

徳村：

・全学就職支援委員会委員

・就職委員会委員長

その他学部生チュータ、オープンキャンパスなど。

白畑：

・国家試験対策委員会委員

・CBT委員会委員
その他学部生チュータ、オープンキャンパスなど。

その他、新聞報道等

該当事項なし。

研究の概要

研究活動は、研究の理念を作成しこれをもとに研究テーマ

を選択している。以下に研究テーマの概要と成果について記

載する。

（１）フルチカゾンプロピオン酸エステル含有リポソームの

調製と評価

 腎炎に対する治療法の一つとして、ステロイド剤が経口投

与されることが多いが、副作用の問題は回避できていない。

気管支喘息においても同様の副作用の問題があったが、第二

世代ステロイド剤の吸入により大幅に改善されている。本テ

ーマは、第二世代ステロイド剤であるフルチカゾンプロピオ

ン酸エステルに着目し、腎炎に対する治療剤としてステロイ

ドリポソーム製剤を開発することが目的である。

 これまでに一般的なリポソームの調製法において脂質膜あ

るいは水相にフルチカゾンプロピオン酸エステルを封入でき

るかどうかについて検討し、封入がかなり困難であることが

判明した。

昨年度より、LibMec法を採用してフルチカゾンプロピオン

酸エステルをリポソームに封入できるかどうかの検討を実施

し、本年度は、LibMec 法で PEG 化リン脂質を使用すること

でフルチカゾンプロピオン酸エステルを封入できることを明

らかとした。

テーマ担当者：徳村、卒論生

共同研究先等：薬物動態学講座

（２）調剤で使用される機械に対する洗浄バリデーション方

法の確立と実施データの提供

調剤に使用される機械、例えば分包機では、1 回使用すれば

一部の粉体は機械に残ると考えられる。このため各薬局では、

分包機の清掃方法を決めて実行しているはずである。製薬企

業の製造ラインでは、使用する機器、器具についての洗浄バ

リデーションを行いその洗浄方法が妥当であることを検証し

文書化している。そこで、本テーマの目的は、調剤で使用す

る機器について、洗浄バリデーションの考え方を導入し、実

際にバリデーションの実施例を示すことによって、調剤に使

用される機械の洗浄が適切に行われていることを示すことに

ある。

これまでにテオフィリン製剤、ニコチンアミド製剤、アセ

トアミノフェン製剤、ザジテン製剤、およびプランルカスト

製剤の残留性と、残留性に与える製剤物性について検討した。

また、装置附属のクリーナーの効果と乳糖洗浄の効果及びそ

れらの複合効果についてついても検討した。また、乳糖洗浄

後に装置に残留する乳糖量を明らかとしてきた。本年度は残

留カルシウムイオンのイオンクロマトグラフィーでの定量を

試みた。

テーマ担当者：徳村、非常勤研究補助員、卒論生

共同研究先等：医療薬学講座

（３）シルデナフィルクエン酸塩の NICU 用製剤の開発 
シルデナフィルクエン酸塩は、ホスホジエステラーゼタイ

プ５の阻害剤である。本化合物を含有する製剤としてレバチ

オ錠があるものの小児用製剤は販売されていない。シルデナ

フィルクエン酸塩は新生児肺高血圧症に使用されることがあ

り、その場合には錠剤の粉砕調剤が行われる。錠剤の粉砕調

剤については、古くから重量ロスの報告がなされるとともに、

最近では主薬含量の低下についての報告がある。しかし、錠

剤から粉砕調剤を行ったシルデナフィルクエン酸塩分包品の

主薬含量については、これまでに報告されていない。そこで、

分包品中のシルデナフィルクエン酸塩含量を測定する方法の

確立し測定結果を学会で報告した。論文は昨年度徳島文理大

学研究紀要に掲載された。

 上記研究との関連で、現在の粉砕調剤の問題点が明らかと

なったので、粉砕調剤の問題点を解決するためモデル製剤を

使って粉砕工程の解決法を提案した。学会発表後論文が出版
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医療薬学講座

向上の役割を学ぶ。また、在宅医療で遭遇する人工呼吸機器

について医師から患者の状態、ケアについて解説し理解を深

めた。 

担当科目：早期臨床体験学習（1 年後期、1.5 単位、池田、二

宮、中妻） 
90 分×2 コマを担当し、病院内で医療業務を行っている職

種の紹介と病院薬剤師の業務と他職種との連携について概説

した。今年度もコロナ感染防止のため、従来行っていた医療

機関、製薬工場への見学は中止しとした。代わりに代表する

医療機関（香川県下薬局 5 施設、病院 5 施設、製薬会社 1 施

設）の薬剤師の先生方に大学へ来ていただき、学生と SGD形
式で薬剤師の仕事を説明していただいた。 
また、今年度より、2 年次の「救急医療学」の内容が含まれ

ることとなり、一次救命処置、災害時の医療、トリアージ、

避難所運営などについて、講義、SGD で行った。 

担当科目：医薬品情報学（2 年前期、1.0 単位、飯原、岡田） 
医薬品情報学では、医薬品情報を使う・伝える力を身につ

けさせるために、医薬品情報や患者情報の基本的事項につい

て説明し、また、医薬品情報や論文などの検索に取り組ませ

た。医薬品に関する様々な情報に関心をもたせるために、新

聞記事の利用にも取り組んでいる。 

担当科目：医薬品・医療ビジネス（5 年前期、1 単位、池田、

中妻、芳地）

 医薬品・医療ビジネスでは医薬品産業が単に創薬に留まら

ず、医療に加えて健康産業とも深い関連性を有していること

を理解し、医薬品および医療をビジネスとしてとらえられる

視点をもてることを目的としている。日本における医療の根

幹となる社会保障制度を説明し、薬価制度、創薬の現状と問

題、医薬品産業・医薬品関連産業の現状と問題点等について

も概説して、ビジネスとしての医療・医薬品について学ばせ

た。臨床教員より調剤薬局・病院薬剤部の薬剤師にも現状等

を講義いただいた。 

担当科目：医療社会薬学コミュニケーション学（4 年後期、1
単位、池田、中妻）

医療社会薬学コミュニケーション学では、単に患者とのコ

ミュニケーションに留まらない薬剤師業務におけるコミュニ

ケーション能力の必要性を学び、コミュニケーション能力の

向上を目的とした。今年度より 4 年次の科目に変更となり、

1 期の実務実習開始前（2 月中旬）に開講することとなった。

コロナ感染防止により、保健福祉学部 多田羅教授（医師）

の講義については、Google Meet による遠隔配信で行った。他

の医療者とのコミュニケーションを潤滑に行いチーム医療に

貢献できる能力や患者の副作用徴候や、検査値からすみやか

に理解する能力等を養うことができた。

担当科目：チーム医療学（4 年通年、1.5 単位、二宮、中妻、

岡田）

近年の高度化する医療では、さまざまな医療従事者と協力

し、患者へより良い医療を提供する「チーム医療」が、必要

とされている。チーム医療学では、多職種連携教育 IPE 
（Interprofessional education）として、徳島文理大学の臨床工

学科 4 年生の学生と、職種の技能・知識についてグループ学

習を行った。しかし、例年行っていた、本学保健福祉学部診

療放射線学科 3 年生、香川大学医学部生との SGD は、2021 年

度は COVID-19 拡大防止のため、中止となった。 

担当科目：症候学（4 年前期 1 単位、二宮、飯原、池田、中

妻、岡田）

 症候学では、患者の示す様々な訴えや身体所見から、病態

を把握・疾患を想定し、的確な受診勧奨あるいはセルフメデ

ィケーションを支援について学ぶことを目的とした。発熱、

頭痛、動悸、腹痛など、臨床現場で遭遇する患者の訴えから、

予測される疾患をリストアップし、それぞれの違いについて

TBL形式で行った。また、臨床医による症候の原因、疾患に

ついて解説を行った。さらに、医薬品使用において患者に指

導しておくべき事項や副作用についても学ばせた。

担当科目：治療薬学演習２, ３（4 年前期・後期、それぞれ 2
単位 二宮、飯原、池田、芳地、中妻）

治療薬学演習 2,3 では、薬学臨床における代表的な疾患、が

ん、高血圧症、糖尿病、心疾患、脳血管障害、精神神経疾患、

免疫・アレルギー疾患、感染症（8疾患）の薬物治療加え、消

化器疾患、泌尿器、眼・皮膚・骨疾患、漢方薬を用いた治療に

ついて、症例を元に PBL形式で行った。事前に症例に関する

治療薬、病態について復習を促し、開始前に治療薬学担当の

教員による復習授業を行うなど、SGDへスムーズに参加でき

るように行った。治療薬学演習２については、COVID-19 によ

る緊急事態宣言により、Google Classroom によって実施。SGD
はグループごとにクラスを作成し、討論はチャット、コメン

ト機能を活用して行った。3 年次までに学んだ、治療薬学を臨

床に近い形で再度学ぶ機会となり、治療薬の選択の理由、患

者フォローアップの意義について理解を深めた。

担当科目：実践地域医療学 1（4 年前期、0.5 単位 飯原、岡

田）

地域医療において信頼される薬剤師となるためには、患者

や住民ならびに他の医療関係者の目線に立った態度や行動を

とることが重要である。模擬患者の協力のもと、患者の価値

観や思いを理解させるとともに、コミュニケーションスキル

や適切に情報を収集し提供する力を身につけさせた。

担当科目：医薬品評価学（4 年前期、1 単位 飯原） 
医薬品情報を適切に評価し、創造する力を養うために、臨

床研究デザインや臨床研究企画時の注意事項、医薬品評価指
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医療薬学講座

B（各 2 単位）では、がん薬物治療を実践するために必要な知

識を習得することを目標とした。近年、開発の目覚しい分子

標的薬を中心に消化器腫瘍、乳腺腫瘍、血液腫瘍などに対す

る抗悪性腫瘍化学療法及びがん性疼痛に対する鎮痛薬の適正

使用について概説した。また、抗がん剤調整時の薬剤曝露に

よる環境汚染について概説した。 

管理・運営に係ること 

二宮昌樹：実務実習委員会（委員長）、事前学習委員会（委員

長）、教務委員会委員、将来計画委員会委員、OSCE委員会、

香川県実習調整委員会委員、病院・薬局実務実習中国・四国

地区調整機構委員長、病院・薬局実務実習近畿地区調整機構

オブザーバー

第 1～6回オープンキャンパス 体験実習担当 

飯原なおみ：生涯学習委員会（委員長）、学生委員会（委員長）、

OSCE委員会、早期体験学習委員会、セクシャルハラスメン

ト防止委員会、動物実験委員会、医薬品情報学教科担当教員

会議担当者、レギュラトリーサイエンス分野教科担当教員

会議担当者

第 3, 5回オープンキャンパス 体験実習担当 
池田博昭：早期体験学習委員会（委員長）、ワークショップ委

員会（委員長）、病院薬局実務実習委員会、事前実習委員会 

第 2～6回オープンキャンパス 体験実習担当 

芳地一：OSCE 委員会（委員長）入試広報委員会（委員長）、

薬友会 

中妻章：病院薬局実務実習委員会、事前実習委員会、OSCE委
員会（ステーション担当責任者）、広報委員会、国試対策委

員会、香川県実務実習調整委員会委員、病院・薬局実務実習

中国・四国地区調整機構事務局 

その他、新聞報道等

[著書・訳書] 
1. 二宮昌樹（2017）「第 7 章医療施設のスタッフと学習のポ

イント」（田口忠緒編、「早期臨床体験テキスト」）ネオメ

ディカル,p57-67 
2. 池田博昭, 二宮昌樹, (2016) 【こんなときに使える製剤学】

点眼剤 1 本は何回滴下できるのか?, 薬事, 58, pp3317-
3320 

3. 池田博昭, 高本彩音, 岩崎順也, (2019) 「点眼法 98%間違
い」, 読売新聞朝刊 28面, 2019.11.7

4. 池田博昭, 高本彩音, 岩崎順也, (2019) 「目薬さし方習っ

た？」, 産経新聞夕刊 4面・プレミアムプラス 1, 2019.12.5.
5. 池田博昭, 高本彩音,(2020) 「あふれた目薬はパチパチで

なく縦、横に拭き取るべき」 産経新聞WEBプレミア

ム 2020.12.19,
6. 池田博昭, 高本彩音,(2020) 「目薬正しく使っていますか」

産経新聞夕刊 2021.1.14 および産経新聞（中四国版）
2021.1.23 

研究の概要

１．リアルワールドデータを用いた、医薬品評価・医薬品適

正使用のための解析（飯原）

リアルワールドの医療情報（レセプト情報など）を解析し

て、医薬品の有効性安全性評価、医薬品適正使用、既存薬の

新たな薬効探索（ドラッグ・リポジショニング）に取り組ん

でいる。

レセプト情報・特定健診等データベース（NDB Japan）を

用いた解析では、① 25 歳以上の国民で医薬品を使用した外

来患者の 7 割は運転禁止・注意医薬品を使用、② 運転禁止・

注意医薬品は、高齢者で 1 日用量の上限を超えてしばしば使

用、③ 運転禁止薬を20成分/月も使用している高齢者がいる、

④ 比較的健康な高齢者のうち、84万人/年が骨折を発症、35
万人/年が脆弱性骨折を発症し、脆弱性骨折発症者の 2 割が入

院（大体骨頸部骨折に限ると 8 割が入院）、⑤ 中枢神経系用

薬の成分数増加（ポリファーマシー）は、高齢者の脆弱性骨

折発症リスクを直線的に増加し、この傾向は年齢増加に伴い

顕著であることなどを明らかにした。③~⑤は JSPS 科研費

JP15K08121 の助成を受けて実施した。

２. 薬物の体内動態、薬効・毒性相関に関する研究（中妻）

医療現場における実際の薬物療法では、治療効果が明確に

認められる一方で、期待される治療効果は得られず副作用の

みを被る場合が見受けられる。これらの背景には、薬物の組

織や受容体などの感受性のほか、薬物自体の生体内での動き

が大きく影響していることが知られている。この場合、組織

や作用部位への薬物の移行が不十分であることから、効果を

発揮するための至適濃度や暴露時間を確保できないことが一

要因となっている。医療薬学講座では、実際の臨床使用にお

ける治療効果への影響や副作用の発現に大きく関与する薬物

や食品成分の体内動態とその機構を解明することを目標とし

て研究を進めている。 

薬物の体内動態は、その薬物を医薬品として適正に使用す

る際に必要な情報であるが、薬物による効果や副作用を予測

するには、薬物の体内での動きを知ることが必須となる。し

かしながら、薬物動態研究における留意点は、薬物がそれぞ

れに特性を持っているため、それらの薬物について一律に説

明することができないところにある。そこで、これらの薬物

を細胞内へ取り込んだり排出したりする働きを持つ、薬物輸

送蛋白の性質を明らかにすることで、どの薬物がどのような

動態を示すのか予測できると考えている。そのための方法論

として、分子生物学的手法および実験動物を用い、これらの

知見を統合して臨床使用が問題となる医薬品や食品成分の体

内動態とその発現メカニズムを解明し、有効性や安全性に対

して個人差の大きい薬物の使用方法を確立して医薬品の適正

使用に貢献したいと考えている。 

３. チーム医療に貢献するファーマシューティカル・ケアの

実践（二宮） 

抗がん剤治療による好中球減少症や免疫不全患者では、深
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薬学教育講座

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：知識定着に効果的な

課題を考え、取り組ませた。 

4) 教えるために使った時間：90分×3回

担当科目：有機化学演習（植木正二） 

1) 教育達成目標とその妥当性：化学 Aおよび物質化学での学

習成果の定着のため、演習を中心とした講義を行った。 

2) 目的達成状況：ほぼ達成

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：知識定着に効果的な

課題を考え、取り組ませた。 

4) 教えるために使った時間：90分×3回

担当科目：物性分子化学（植木正二） 

1) 教育達成目標とその妥当性：物理系薬学講義での学習成果

の定着のため、演習を中心とした講義を行った。 

2) 目的達成状況：ほぼ達成

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：知識定着に効果的な

課題を考え、取り組ませた。 

4) 教えるために使った時間：90分×3回

担当科目：創薬化学（植木正二） 

1) 教育達成目標とその妥当性：有機化学の基礎知識に関する

学習成果の定着のため、演習を中心とした講義を行った。 

2) 目的達成状況：ほぼ達成

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：知識定着に効果的な

課題を考え、取り組ませた。 

4) 教えるために使った時間：90分×2回

担当科目：物理・化学実習（植木正二） 
１）教育達成目標とその妥当性：生薬学において基盤となる

物理・化学について、有機化学実験・物理化学実験を通じて

学ぶ。有機化学実験では、基本となる操作法・精製法を身に

つけた後、医薬品を化学構造から理解するために、官能基の

検出法、化学合成法について実習する。物理化学実験では、

物質の物理的性質を学ぶために、物理平衡と反応速度につい

て実習する。 
２）目的達成状況：おおむね達成できた。 
３）教育内容面での取り組みと改善方策：実験機器の取り扱

いについて、できるだけきめ細やかに個人指導を行った。ま

た、ただ手を動かすだけではなく、なぜこのような実験を行

う必要があるのか、その目的意識の自覚化を促進するように

した。 
４）教えるために使った時間：一日２時間分を２週間ほぼ毎

日に集中して開講した。実習の都合上、終了時間が延長にな

ることも多くあった。 

担当科目：卒業実習（植木正二） 

1) 教育達成目標とその妥当性：各個別の研究テーマに沿って、

その問題点の発見から研究計画の立案、遂行、解決法を学ぶ

とともに、共同研究を通して高いコミュニケーション能力を

習得することを目標とした。 

2) 目標達成状況：ほぼ達成

3) 教育内容面での取り組みと改善方策：細胞分子生物学的な

手法を習得するとともに、学会に積極的に参加させることに

よって、最新の情報を得ることに努めた。さらに学生同士が

教え合い、データを共有することで共同研究の重要性と責任

を持たせることに注力した。  

4) 教えるために使った時間：120回×8時間

管理・運営に係ること 

植木正二

入学前教育委員会委員、就職委員会委員、入試委員会委員、

初年次教育委員

その他、新聞報道等 

研究の概要 

部位特異的スピンラベル（SDSL）電子スピン共鳴（ESR）

によるタンパク質分子の動的構造研究（植木）

目的：SDSL-ESR法を用いて、機能発現の際のタンパク質の

構造変化や相互作用をとらえる。また、新規 ESR装置の開発

および測定法の開発。

成果：モータータンパク質キネシンにおける基質結合の際の

構造変化を測定した。

今後の予定：新規スピンラベル法の開発、心筋収縮制御タン

パク質トロポニンへの応用。

外部資金導入実績：物質・デバイス領域共同研究拠点。

共同研究：国内他大学との共同研究。 

「表面プラズモン共鳴法によるタンパク質環相互作用の研究」

（植木）

タンパク質分子の機能発現、およびタンパク質間での情報

伝達のメカニズムを解明する上で、タンパク質間の相互作用

を詳細に調べることが重要である。タンパク質間における相

互作用を速度論的にリアルタイムで測定できるものとして表

面プラズモン共鳴法（SPR）がある。この SPR を使って、心

筋収縮制御に関わるトロポニン分子内の相互作用を測定し、

新規薬剤のターゲットになりうる相互作用部位の同定を目指

している。

外部誌上発表 (2017 年 4 月~2022 年 3 月)

[原著論文]
2021 
1. Hagihara, R., Umeno, T., Ueki, S., Yoshihara, D., Fuchi, Y., Usui,

K., Sakuma, M., Yamada, K. and Karasawa, S. (2021) Push-
Pull Bisnaphthyridylamine Supramolecular Nanoparticles: 
Polarity-Induced Aggregation and Crystallization-Induced 
Emission Enhancement and Fluorescence Resonance Energy 
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神経科学研究所 

１）教育達成目標とその妥当性：これまでの講義や実習で修

得してきた知識と技能を、自ら考えて手を動かすことによっ

て活用•応用できるようになるために、教員やスタッフ全員が

関わって指導する、いわば「卒業研究」である。夏休み、冬

休み、春休みの期間を重点的に活用して、指導を行った。

２）目的達成状況：科学の奥深さを各自の研究テーマの中で

実体験するとともに、薬学部出身者として必要とされる知識

や技能を、研究の過程で修得した。

３）教育内容面での取り組みと改善方策：講座配属された３

年生以上の学生を、教員とスタッフに振り分けて、一緒に実

験を行った。薬学部３・４年生は講義・実習・試験が多すぎ

るため、なかなか思うように時間が取れなかった。

４）教えるために使った時間：1 日 8時間程度を目安にほぼ

毎日実施した。

担当科目：総合薬学演習（冨永、中島）

１）教育達成目標とその妥当性：薬剤師国家試験の対策講義

として開講され、前期は「基礎薬学」を、後期は「基礎薬学」

から「医療薬学」までを通して学ぶことが目標である。とく

に前期は、午前中が講義で午後は演習という形式を用いて、

学習効果を上げることを狙っている。

２）目的達成状況：国家試験に必要な内容は一通り教えるこ

とができた。

３）教育内容面での取り組みと改善方策：授業回数が多すぎ

て、授業や演習試験の復習の時間が十分に取れず、学生は自

分の頭の中を整理できていないように思われる。国家試験の

問題の中には、過去に出題された問題とよく似たものが

出題されることがあり、復習は重要である。今後の改善が望

まれる。

４）教えるために使った時間：オムニバス形式。

担当科目：早期体験学習（中島）

１）教育達成目標とその妥当性：病院、保険薬局、製薬企業

への訪問・見学により、医療現場や医薬品の製造・開発にお

ける薬剤師の仕事の重要性と今後期待される役割について体

験学習させる。スモールグループディスカッション（SGD）

と発表会を通して、医療現場で薬剤師が果たす役割とその意

義について考えさせ、自身の薬剤師としての将来像を持たせ

ることにより学生の学習意欲を向上させる。

２）目的達成状況：今年度はコロナ感染症により、病院、保

険薬局、製薬企業への訪問・見学ができなかったため、各施

設から講師を招聘し、学生とのスモールグループによる新た

な実習形式の早期体験学習を試みた。学生のレポートからも、

所期の目的は概ね達成できたと考えられる。

３）教育内容面での取り組みと改善方策：医療機関における

守秘義務の意義と重要性を学ばせるとともに、挨拶や言葉使

いなど、医療人の前提である社会人としてのマナーの涵養に

も努めた。さらに、訪問実習前後の SGD（4 回）や発表会（2
回）などにより、薬剤師が果たす役割とその意義について考

えさせることができた。また、学生同士による相互評価を導

入し、SGDや発表会への学生の積極的な参加を促すことがで

きた。今年度は、調剤薬局併設のドラッグストアとライブ中

継し、擬似的な薬局訪問を行った。これらの取り組みにより、

学生の満足度、および講師陣からの評価は概ね高かった。

４）教えるために使った時間：17 コマ（90 分/コマ）の講義・

SGD・体験実習に加え、その準備や協力施設へも郵送する報

告書の作成に、合計 100時間程度費やした。 

研究の概要

研究の概要

研究室の目下の研究分野は以下の 2 つにまたがっている。特

筆すべきなのは，2016 年度 7 月から，新学術領域（「個性」

創発脳）の計画研究班として研究に参加したことである。

[研究分野]（冨永） 
I．記憶・学習に関わる脳神経回路機構の光計測による研究 
脳を構成する神経細胞の神経回路がどのように、「記憶」「学

習」といった高次機能を実現しているかを研究している。そ

の手法として、一個一個の神経細胞の膜電位を測る電気生理

学という手法と、膜電位感受性色素という特別な分子プロー

プを使って、神経回路の活動を目に見える光の情報として捉

える光計測法を使っている。また、この手法の開発にも携わ

り、この計測を行うための特殊な顕微鏡の開発を行った。

II．細胞の膜興奮と行動制御の関連の生理学的解析 
細胞の膜電位の情報統合の役割に着目して、もっとも単純な

モデル生物として単細胞動物のゾウリムシを使い、その興奮

性膜の性質と行動制御の関係を研究している。最近は、繊毛

構成タンパク質を RNA干渉技術を使ってノックダウンする

ことで起こる行動異常を電気生理学的手法で調べている。

研究分野 I  
2020 年は Covid19感染症のため、多くの学会、集会がオンラ

インになり実施できなかった。論文はいくつかの領域で順調

に出版できた。

2019 年 7 月 沖縄先端科学技術大学院大学（OIST）の kuhn
教授とともに第 42 回日本神経科学大会第 69 回日本神経化学

大会においてシンポジウムをオーガナイズし、講演を行った。

（シンポジウム 2S06 膜電位イメージング：新展開 Voltage 
Imaging: What's New?，Bernd Kuhn, 冨永貴志オーガナイズ） 
第 42 回日本神経科学大会 第 62 回日本神経化学大会 2019
年 7 月 26 日（金）朱鷺メッセ（新潟市） 
2019 年 8 月 新学術領域研究「個性」創発脳 第 4 回領域会

議 を香川県琴平町・琴参閣にて主催し、講演を行った。。出

席者は 100名を超えた。 
2019 年 9 月 沖縄先端科学技術大学院大学（OIST）の kuhn
教授とともに第 57 回日本生物物理学会の年会においてシン

ポジウムのオーガナイザーを務め、講演を行った。（シンポ

ジウム 1SCP 生物物理で見る脳神経回路 （オーガナイザ

ー： 冨永貴志、Bernd Kuhn) 第 57 回日本生物物理学会年会、

宮崎県シーガイアコンベンションセンター 2019 年 9 月 24
日ー26 日 9 月 24 日） 
2019 年 7 月 招待講演者としてシンポジウム 26 第 46 回

日本毒性学会学術年会 2019 2019 年 7 月 28 日（金曜）アス

ティとくしま 「幹細胞分化から見る子どもの毒性学：シグ

ナル毒性としての中枢神経影響の評価の現状」にて講演を行

った。

2019 年 11 月 招待講演者として、新学術領域「個性」創発

脳 第 4 回若手の会・技術支援講習会 2019 年 11 月 14 日
～15 日会場:自然科学研究機構 岡崎コンファレンスセンタ

ー 中会議室にて講演をおこなった。

その他、この分野の第一人者として多くの会合に招待され共

同研究を行なっている。

新学術領域の研究者、特に東北大学大学院の種村健太郎教授、

国立産業技術総合研究所の高島一郎上席研究員、明治大学梶

原利一准教授とは継続的に共同研究を進め、2019 年には 2 報

の論文が出版された。2020 年も継続して出版予定である。 
カナダトロント大、マウントサイナイ病院の岡本教授との共

同研究は、2020 年 3 月現在投稿中である。

ウッズホール海洋生物学研究所（MBL）の谷研究員との共同

研究も進行し、2020 年には論文が Biophysical Journal に出版

110



!"#$%& ()*&+ ,-./012 345 6763 1

îï∏næO

"#%&1 E@xπ>[€[õ ^IZõ MP>B,2! N1_[-0@,9õ/
01ºöõ∆¢ä˙/0º(…]ÀO

-õ¿¢!"%&úé,9ƒõä˙/0π¢Vùòôîïõ

J®∏næO

/0™2 ))
txûô%&ü&í,9¢†°,-%&¢£§•,9ƒõä

˙/0º¶ï∆y«æOÒÀ¢å%;ê/0Uõrß,9ƒ

“ä˙/0ºïË¢å%∏“`∞º(…]ÀO"#"#1xπâ
c#$ÀP?®x©fiQO

™+´jl˛ë¨B

≠Æ”/0´jxÁ«yπ¢‘’õW/0`"ìKŸƒ∆y¢

ÒÀ-õ¿õ≠Æ”™+´j`©Ø#$Ànæ«π"ì∏n

æP:;Q

"#"%1m ∞±N)"#"%31m Æü/0P≤Q≥¥`µñÌ

B/õ∂BÌ/*2+$õ¡¬Æü P∑? '"≈uQ

©Ø

∏"#"%1m ∞±N)"#"%31m Æü/0P≤QT&û´π

∫`“ÀsΩVÌ;`C7ªº≠õ@;}<@=x{æ™â
ƒuO ∑? ©Ø

"#"%1m ∞±N)"#"%31m Æü/0PΩQæm¨õøy

¿®¿*x{æ¡Vlœÿ˘Z¬√x§Ωæ;aHƒ~ì
≈µdõÆØ/0 P∑? ∆«É≈Q©Ø

"#"%1m }/l·<⁄Äîˇº√»∆À¢°…l°RõÅ

Çº¸˝Ωæ3dõ'mTxÂêÀ/0PI, ÀÃ,Ã

,Q °…bl°blœ¨õT&û´π∫xÕl#$æ¡¬
b°…Ô™Œ≤≥ªÙõ<⁄ÄîˇuèxÆœ&°–ÿ˘
cP∑? çéstuQ

"#"%1m "#"#1m — ˇ][DEÅÛi/0kldn
À…† ™“õÀËõ”ÍE[‘’ øø÷º◊ñ;

êõÿŸ⁄˛Y]˛[¯ÿÍ€[Û˛<]ÍZ[ñ P∑

? ’]é ±‹Qª©Ø

"#"#1m — ∞±I)"#"#31m Æü/0P≤Qlœ¨T&

û´›∫x{æVÔfi‰⁄˛[7ÅÛ=]Zõfl‡ƒ¡

¬Ì;·õr–ªÙ P∑?B¢ëÉ‚Q™û ©Ø

"#%&1m ¨–N,1m Æü/0P„Q∫l°lœ¨õT

&û´π∫x{æ¡¬(µ}/ÿ˘Zfi¨î=D˘¯ˇ

ß‰x´Ωæ/0ª ™û ©Ø

"#%&1m ¨–N,1m Æü/0PΩQ∫¬íÂÊ”…Á

∏ËÈ/(µºÍæ¡¬Ì;õ˙ïƒµ®uOª ™û

©Ø

"#%&1m ¨–N,1m ÎÏ”/0PÌÓQ∫¥µÔƒ

V≤≥.VÒÚõxN/BÙVÛâ ∂x{æ◊Ú>]vª

™û ©Ø

¨– "E1m "ì &p5|P/05|ÇÙiQ∫∫¥/ª

6lõ¡¬ÆüuèxñêÀ·ı”…¡¬Ì;˛<]Í

[ŸuOopõklª@w/0∑? /05|∫æˆ…∫¥

/ªº6lΩæVD˘¯ˇõPY”$uª)∑?R%˜¯ê3
©Ø %#4X6'#˘f )˙˚¬0 R!E"XE##˘f¢_˚¬0 R!
"'XE'#˘f3 "#%6b#6b(# d "#"%b#(b(%

¨– "E1m "ì &p5|P/05|ÇÙiQ∫∫¥/ª

6lVD˘¯ˇõPY”$uº¸&b˝”Â]\D€◊

ÚÑÅÛG˛]ˇõß‰ª™ûP%˜¯ê∑?Q /05

|∫æˆ…∫¥/ªº6lΩæVD˘¯ˇõPY”$uª

)∑?R%˜¯ê3 ©Ø 6$X6$#˘f )˙˚¬0 R!$#X$##˘
f¢_˚¬0 R!%$X%$#˘f3 "#%6b#6b(# d "#"%b#(b(%

¨– "E1m "ì &p5|P/05|ÇÙiQ∫/05

|∫æˆ…∫¥/ªº6lΩæVD˘¯ˇõPY”$uª

™û )∑?R%˜¯ê3 ©Ø %"(X46#˘f )˙˚¬0 R!
&$X"##˘f¢_˚¬0 R!"EX$6#˘f3
"#%6b#6b(# d "#"%b#(b(%

'/0™2(Pr"Q
KŸ $8*+,!'l·ÛÑ[˘Í€ÄÅZbT˘ºfi«Àëí
”ˇ!¶õ!"#°x§Ωæ$´∑%xN&Dõ≤≥”yz

õuèPr"Q

ÉB˘¯>]˝π¢¡¬'x¡êæ()ÿ["õ ù…ß

–ùD∏næOÉB˘¯>]˝º*+∆y«æ6,-rõÿ

Ò\[YZ´π-.Vx/ºåŒ∏M…«øƒ®s¢V∏»

ù…ÉB˘¯>]˝π∫ªÙyVÔ∏0xY–#$y«æ

ƒ√[s$y¡|¢6,ƒπ`…æÉB˘¯>]˝Y–àM

≤ß`12#$y«æ`¢-õ3≥πès®x…]y«…«O

∂/0∏π¢æl/4TÔx∑?#$æˇ!/ÒÚõlÔ≤

5õuèƒ6*\]ÖÅÛº‡âΩøƒºCD†”ƒ∆y¢

.O[A/e>10ò6x{æëí”ˇ!.!"#°‰Â˝bT˘ºfi
«yÉB˘¯>]˝Y–xN™êõl·7µºuO∆ÀO

Z,1>2+0A>@!%'!,@[P,bK0B0+P\@,20PZ;YX!If:$%Qπ¢89°û
x¡«yÉB˘¯>]˝õ°Y–xx6Ωæ:≈õvÛZ>

]ˇ :'$#&D∏næO;<∏=>xl·∆¢V∏πrLmx
l·∆y«æOø$Ò∏x?ùπ¢Z;YπrÄ¡¬'∏πp
ÿ@Â[€>ñ˛Û¢6,¡¬'∏πDA=[≥>xB}x

l·∆¢IO[A/e>10x{æˇ!¶õ#()ÿ[TõŒL∏-õ
l·`CVΩæøƒºès®x∆y«æO-ø∏¢Z;Yõ≤
≥”yzº3≥xhçæÀË¢B\0@/1![A>+0>@/[/K![A>+0/1P:Z:Q
Ú>‰]\]x{|pÿ@Â[€>ñ˛Ûø`”x Z;Yº
Dl·ΩæÛÑ[˘Í€ÄÅZbT˘PZ;YbM?bT˘Qº
§ç∆ÀOIO[A/e>10!ºfi«Àëí”ˇ!.!"#°ŒLõ°
T&”.EF‡G&”uOõ˚¸¢Z;YbM?bT˘π¢2°
ibT˘xHç¢VI+}õˇ!`%…&¢ˇ!¶õ#!"

T`{|Wï#$æøƒ`JK#$ÀOøõ‰Â˝bT˘x

¡«y¢ÉB˘¯>]˝°Y–õàM™ê∏næ 2+0A>@!
A0?O@,+>A\!0@0B01+b9/1K/1?![A>+0/1!"P*F`V:"Qõl·ºEF‡
GT&¡{¬EF!>Å¯Ê[Ÿx{|uO∆À˚¸˚¸¢

*F`V:"πpÿ@Â[€>ñ˛Û∏π…&◊˘Û>ñ˛Ûx
D&l·∆y¡|¢pÿ@Â[€>ñ˛Ûπˇ!x{]yL

M_ø#$æ(Z>Ÿÿ◊2/Tx{|ˇ!õLmƒÑx∆

yVI∏C…∆y«ÀO øõ˚¸π¢◊˘Û>ñ˛Û`pÿ

@Â[€>ñ˛Ûx#!"r–õÀËõÉB˘¯>]˝º�

Ä∆y«æM≥/º12∆y«æOVÔÉB˘¯>]˝∑%

õàM≤ßxÁ«yπN≤ªè…À`æ&¢æl/4TÔ…

—õlÔ≤5`Nuèõˇ!/ÒÚõlÔ.!"#°ŒL∏

õ7Tºès®xΩæøƒπ¢6*õÀ®s“Oax ù…

KŸ∏næOøx¢ˇ!õ¬√„¸ºÍÁ Z;Yl·C%`
-X∆ÀàM≤ßx6[æÅÇxÁ«yπ¢#s…æ™“`

»ù∏næO

KŸ %8•¡ÒÚRõVÔPÔõx6Pr"Q
QRB]Ûi∏næ IO[A/e>10PI:gQõ´¨ò6P'ÜEπ_Q
π¢æl/4TÔ…—õˇ!ÒÚ‰Â˝bT˘õß‰x{&

fi«s$y«æO≈H¢CV¢S¨P%π_Qò6∏πˇ!
ºTÜ…«PÔ/7T`_ø|¢PYUhÔõÔJxV€∆

ÀK9≤≥õW’¢GY;HB±Xø*∏næG€[DZÿ
Í[x§ΩæÌB/õCD¢∑l”2µõYï…—õ`a`

Õl#$æøƒ`2.#$y«æOø$sõ2.π¢I:gº
S¨_ò6∆ÀbT˘`¢•¡ÒÚƒVÔPÔõxNº/0

ΩæÀËõ∆«‰Â˝x…æM≥/º12∆y«æOÚB

Y˝˘ZàP[A0[O@20!/1P/9/+/>1h!::7Qπ¢Ì∏*µÖ]¯Ê[
Ÿõk ƒ∆y9s$y¡|¢PYUhÔÚã∏πW’∆y

111



神経科学研究所 

いることが知られている。PPI は、強い感覚刺激によって引

き起こされる驚愕反応が、直前の弱い刺激によって抑制され

る神経生理学的現象である。これまで、CPZ短期投与モデル

が PPI の減少を示すかどうかは明らかではなかった。そこで、

CPZ短期投与マウスの行動特性を、自発行動解析、社会行動

解析に加え、PPI解析により評価した。0.3%の CPZ を含む粉

末飼料と通常の粉末飼料（対照群）を 1週間与えたマウスの

PPI解析の結果、CPZ群で PPIが有意に減少していることが

明らかとなった（p < 0.05）。また、通常飼育条件下でのマウ

スの自発行動を解析したところ、CPZ群で総移動距離が有意

に減少すること明らかとなった（p < 0.05）。社会行動テスト

では、CPZ群は円形フィールドにおける刺激マウスとの接触

行動の潜時を増加させる傾向が見られた。行動実験後、これ

らのマウスを髄鞘染色試薬である FluoroMyelin Green または

抗 PLP抗体および抗 Iba1抗体を用いて、ミエリンおよびミク

ログリアの組織学的解析を行った。その結果、脱髄を伴わな

い脳内炎症が引き起こされることが確認された。本研究によ

り、マウスに CPZ を短期間投与すると、脳内炎症に伴い感覚

運動性ゲーティング、自発的活動、社会的行動が障害される

ことが明らかになった。これらの行動プロファイルは、統合

失調症のモデル動物として有用であることを示唆している。

さらに、これらの障害は、CPZ投与により異常に活性化した

ミクログリアが原因である可能性があり、脳内炎症が統合失

調症の病態に関与している可能性が示唆された。

課題 3．藻類摂取による脳内炎症予防効果の検討（中島） 
 近年、認知症などの神経変性疾患や統合失調症のような精

神疾患において、症状と相関した脳内炎症が明らかになって

いる。一方、これまでに、緑藻類に含まれる豊富な栄養素に

よる様々な疾患の予防効果や、培養神経細胞における抗炎

症・神経保護作用が報告されていることから、藻類摂取によ

る脳内炎症抑制により、これら疾患の予防が可能ではないか

と考えた。

そこで、本研究では、脳内炎症や統合失調症様症状を呈す

ることが報告されているクプリゾン（cuprizone; CPZ）短期投

与による脳内炎症モデルマウスと、アルツハイマー病で見ら

れる神経原線維変化を病理的特徴とするタウオパチーモデル

マウス（rTg4510マウス）を用いて、徳島文理大学で取り組

んでいる『緑藻類成長因子サルーシンを用いた革新的海藻種

苗生産技術』により陸上養殖されたアオサノリの経口摂取に

よる、病変形成、脳内炎症予防・抑制効果について検討した。

1%アオサノリ含有固形飼料（1%MSN）を 7週間摂取させ

た後、CPZ短期投与により脳内炎症を誘発させたマウスの組

織病理学的解析では、アオサノリ摂取による脳内炎症の予防

効果が明らかとなり、その行動解析では、脳内炎症に伴う精

神行動障害の軽減が示唆された。一方、rTg4510マウスでは、

先行実験で既に脳内炎症の見られた 2ヶ月齢から、タウ病変

の見られ始めた 5ヶ月齢まで 1%MSN を摂取させたところ、

タウ病変の形成と脳内炎症の有意な抑制効果は見られなかっ

た。また、1%または 3%MSN を 8週間摂取させた野生型マウ

スの腸内細菌叢の解析では、摂取用量依存的な細菌叢の構成

比の変化が認められたことから、アオサノリの特定の栄養素

や成分だけでなく、腸内細菌叢を通じた脳腸相関など複合的

な要因により、脳内炎症への抵抗性が亢進した可能性が高い。 
 これらの結果から、アオサノリ摂取による脳内炎症の抑制

効果は限定的ではあるものの、その日常的な摂取により過剰

な脳内免疫応答を抑制し、脳内炎症やそれに付随する精神行

動障害が軽減されたと考えられる。今後さらなる検討が必要

ではあるが、徳島文理大学発の陸上養殖アオサノリを摂取す

ることによる、食を通した認知症や精神疾患の予防効果が期

待される。

課題 4．天然変性タンパク質 Bcnt/Cfdp1 のマウス骨格筋細胞

株 C2C12 における細胞内局在性（中島、客員教授；岩下） 
Bcnt/Cfdp1 は天然変性タンパク質であり、クロマチンリモ

デリング機能に関与すると考えられている。酵母のホモログ

である Swc5は、Swir1クロマチンリモデリング複合体（CRC）
の一時的な構成要素であり、C末端ドメイン（BCNT-C）を介

してATP依存的にヒストンの置換を行うことが知られている。

HEK293T細胞で強制発現させたマウス Bcnt/Cfdp1 は核で検

出され、ヒト BCNT/CFDP1 は放射線損傷 DNA 修復において

γH2A.X と共局在することが確認されている。しかしながら、

生体におけるその機能の詳細や細胞内分子局在についてはこ

れまで明らかになっていない。そこで、Srcap（哺乳類 の Swr1）
が筋分化に関与することが示されている C2C12 筋芽細胞を

用いて、Bcnt/CFdp1 の分子挙動をウェスタンブロットと 
LC-MS/MS 分析により検討したところ、C2C12筋芽細胞では

Bcnt/CFdp1が筋分化に関与していることが明らかとなった。

EGFP および mCherrym蛍光タンパク質と融合させた

Bcnt/Cfdp1 は主に核で観察されたが、低張液中でジギトニン

を使用すると、これらのシグナルは消失した。C2C12 細胞抽
出液の抗 CFDP1 抗体によるウェスタンブロットのシグナル

は主に単一バンドであり、HEK293 T-Rex 細胞で観察された

二重バンドとは対照的であった。さらに、C末端領域のアミ

ノ酸配列 DWESF の S246 のリン酸化は、C2C12細胞で一時的

に発現させた Flag-tag融合 mBcnt では検出されなかった。細

胞内分画では、高分子の混在とトリプシン処理の副作用を考

慮して、ジギトニンを含む Ficoll/Sucrose緩衝液中で細胞を直

接処理して細胞質画分を分画した。その結果、Bcnt/Cfdp1 は

成長期の筋管と分化期の筋管の両方で、細胞質画分から核画

分まで、多様に局在していることが確認された。生化学的解

析と細胞化学的解析における Bcnt/Cfdp1 の細胞内局在の相違

の理由は不明であるが、これらの結果は、Bcnt/Cfdp1が CRC
の構成要素として期待される役割以外にも多様な役割を担っ

ていることが示唆される。

外部資金導入状況

（中島）

日本学術振興会 科学研究費補助金・若手 

2019〜2022 年度（代表） 
科学技術振興機構 A-STEP トライアウト

2021 年度（分担） 

外部誌上発表 (2017 年 4 月~2022 年 3 月) 

[原著論文] *Corresponding author
2022 
1. Matsubara A, Miyashita T, Nakashima K, Mori N, Song

SY and Hoshikawa H. (2022) Low-salt diet increases
mRNA expression of aldosterone-regulated transporters
in the intermediate portion of the endolymphatic sac.
Pfluger Arch. - Euro. J. Physiol. Published online ahead
(Feb. 03, 2022)

2021 
1. *Ishida M, Hori M, Ooba Y, Kinoshita M, Matsutani T,

Naito M, Hagimoto T, Miyazaki K, Ueda S, Miura K,
Tominaga T. A Functional Aqp1 Gene Product
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神経科学研究所 

Aug.30-31 2021 Online Invited Lecture 
4. A novel in vitro assay for seizure prediction using

voltage-sensitive dye imaging (VSDI) in the mouse
hippocampus Yuichi Utsumi, Makiko Taketoshi, Nana
Ohara, Michiko Miwa, Yoko Tominaga and Takashi
Tominaga The 80th Fujihara Seminar Aug.30-31 2021
Online 

5. Transgenerational epigenetic effects of testicular histone
hyperacetylation in mice Kazuya Sakai, Takashi
Tominaga, Kenshiro Hara, and Kentaro Tanemura, The
80th Fujihara Seminar Aug.30-31 2021 Online

6. 冨永貴志、冨永洋子、梶原利一 マウススライス標本

で電位感受性色素を用いてイメージングされた嗅周

囲皮質(PC)と嗅内野(EC)との皮質神経振動 Cortical
oscillations in entorhinal and perirhinal cortices imaged
with voltage-sensitive dye in slice preparations of mice
第 59 回日本生物物理学会年会  群馬 (オンライ

ン)2021 年 11 月 26 日

7. 冨永 貴志、グサイン プージャ、竹歳 麻紀子、冨永

洋子 マウス前頭前野の同側,反対側への神経活動伝

播の膜電位感受性色素による機能的解剖 The 44th
annual meeting of the Japan neuroscience society/第 44
回日本神経科学大会 CJK 第 1 回国際大会 一般口演

2021 年 7 月 29 日

8. 内海 雄一、竹歳 麻紀子、小原 菜夏、三輪 倫子、

冨永 洋子、冨永 貴志 膜電位感受性色素( VSD)イメ
ージングによる in vitro 痙攣リスク予測 he 44th
annual meeting of the Japan neuroscience society/第 44
回日本神経科学大会 CJK 第 1 回国際大会 ポスター

2021 年 7 月 31 日 神戸国際展示場 神戸(ハイブリッ

ド)神戸国際会議場 20210728-31
9. 山本 融、尾嶋 大喜、多田 篤史、田之上 優、黒川 直
弘、窪田 剛志、高橋 弘雄、岸本 泰司、冨永 貴志 抑
制性シナプス抑制因子 MDGA1 のヘミ欠損は海馬

LTP の低下と学習・記憶異常を引き起こすが、サイ

クロセリンの急性投与により回復する  The44th
annual meeting of the Japan neuroscience society/第 44
回日本神経科学大会 CJK 第 1 回国際大会 ポスター

2021 年 7 月 29 日 神戸国際展示場 神戸(ハイブリッ

ド)神戸国際会議場 20210728-31
10. 冨永 貴志, 竹歳 麻紀子, 種村 健太郎, 冨永 洋子

電位感受性色素(VSD)による全神経回路活動計測の

開発:海馬スライス標本へのビスフェノール A 関連
物質の急性投与 第 48 回日本毒性学会学術年会 神
戸、ハイブリッド(口演)20210709

11. 内海 雄一, 竹歳 麻紀子, 小原 菜夏, 三輪 倫子, 冨
永 洋子, 冨永 貴志 電位感受性色素(VSD)イメージ

ングによる invitro痙攣リスク評価法の開発 第 48 回

日本毒性学会学術年会 神戸、ハイブリッド(ポスタ

ー)202107
12. 小原菜夏,内海雄一,竹歳麻紀子,三輪倫子,佃京華 冨

永洋子,中島健太郎, 冨永貴志 膜電位感受性色素

(VSD)イメージングによる in vitro 痙攣リスクアッ

セイ法による周産期バルプロ酸投与動物でのリスク

評価の試み日本生物物理学会 中国四国支部大会(第
12 回) オンライン 20210522

13. Tsukuda K, Kubota T, Chiba A, Tominaga T, Kishimoto
Y & Nakashima K. A mouse model of
neuroinflammation induced by short-term exposure to
Cuprizone show behavioral symptoms similar to
schizophrenia. The 12th Annual Meeting of the
Biophysical Society of Japan -Chugoku/shikoku branch-

(May 22, 2021) 
14. Tsukuda K, Kubota T, Chiba A, Kishimoto Y &

Nakashima K. A mouse model of acute
neuroinflammation induced by short-term exposure to
Cuprizone show phychobehavioral disorders similar to
schizophrenia. The 44th Annual Meeting of the Japan
Neuroscience Society (Jul. 28-31, 2021)

15. Tsukuda K, Kubota T, Chiba A, Tominaga T, Kishimoto
Y & Nakashima K. Acute neuroinflammation induced by
short-term treatment with Cuprizone leads to behavioral
disorders similar to schizophrenia. The 80th Fujihara
seminar (Aug. 30-31, 2021)

16. Iwashita S, Suzuki T, Yasuda T, Kiriyama Y, Ohoka Y &
Nakashima K. Diverse subcellular localization of
Bcnt/Cfdp1, a disordered Hub protein, in both growing
anddifferentiated myotube of C2C12 cells. The 94th
Annual Meeting of the Japan Biochemical Society (Nov.
3-5, 2021)

17. Nakashima K, Tsukuda K, Kohara R, Fukui H, Saito M,
Takahashi C, Kawada R & Song SY. Highly expression
of Lanosterol 14 alpha-demethylase (LDM, CYP51) in
oligodendrocyte enhances remyelination following
demyelination induced by cuprizone. The 44th Annual
Meeting of the Molecular Biology Society of Japan (Dec.
1-3, 2021)

18. Kubota T, Matsuzaki S, Harada K, Nakashima K,
Tsukuda K, Nakazawa S, Hagi K, Kubo M, Fukuyama Y,
Yamada Y, Kishimoto Y. The effect of trans-banglene,
the active component of Indonesian ginger (bangle), on
memory impairment in tauopathy mouse model. The 95th
Annual Meeting of the Japan Pharmacological Society
(Mar. 7-9, 2022)

特許

1. Tominaga T, Ichikawa M (2002) Experimental apparatus for
sliced specimen of biological tissue and specimen holder US 
6,448,063 B2 US patent 

2. 冨永貴志, 山田整 (1999) 生体試料観察装置. 特許 3405252
号、特許公開 2000-235147 特許平 11-037739 号. 日本.

3. 冨永貴志, 市川道教 (1999) 生体組織スライス標本用実験

装置および標本保持具. 特許 3405301 号、特許平

11-359966 号. 日本.

社会貢献

1)論文査読:Journal of Neuroscience Methods, Frontiers of
Cellular Neuroscience 等
2) Reviewing Editor Frontiers in Cellular Neural Circuit (2014-:
IF4.3)
3) 国立大学法人徳島大学歯学部 委嘱 講師 生理学

4) 日本生物物理学会 分野別専門委員

管理・運営に係ること

冨永貴志

教務委員会委員

評価 FD 委員会委員 
CBT 委員会委員 
ネットワーク委員会長

実験動物委員会委員長

全学研究推進委員会, 
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８）かがわ長寿大学講師（2011 年度～現在） 

伊藤 康一

１）香川県内の小学校、中学校、高等学校で薬物乱用防止教

室実施（地域連携型出張講義）

２）厚生労働省薬物乱用防止啓発訪問事業 講師: 香川県、愛

媛県、高知県の小学校、中学校、高等学校で薬物乱用防

止教室実施（2017 年〜現在） 
３）薬学教育協議会 病態・薬物治療学教科担当教員会 委員

（2021 年 web 開催）（2006 年〜現在）

４）日本私立薬科大学協会 薬剤師国家試験問題検討委員会

「病態・薬物治療」部会委員（2021 年 web 開催）（2006
年〜現在）

５）令和 3 年度 教員免許状更新講習講座 講師（2018 年〜2021
年）

６）高松市喫煙防止出前講座 講師（2017 年 4 月〜現在） 
７）香川県中讃保健所薬物乱用防止対策推進員研修会 講師

2021 年 11 月 15 日（県立丸亀競技場 会議室）

池田 博昭
１）日本臨床試験学会理事, 日本医療薬学会代議員，学会誌

「医療薬学」「日本老年薬学会雑誌」査読

２）実務実習指導薬剤師, 日本医療薬学会指導薬剤師、JPALS
－レベル 6, 日本薬剤師研修センター研修認定薬剤師 

３）藤井学園寒川高校（出張講義）

４）大学入試共通テスト監督

加藤 善久

１）日本私立薬科大学協会 薬剤師国家試験問題検討委員会

「薬剤」部会委員（2011 年 4 月～現在）

２）薬学教育協議会 薬剤学教科担当教員会議委員（2010 年 4
月～現在）

３）日本私立薬科大学協会 教務部長会委員（2020 年 4 月～

現在）

４）日本トキシコロジー学会評議員（2008 年 7 月～現在） 
５）かがわ健康関連製品開発地域イノベーション推進協議会

委員（2016 年 4 月～2021 年 2 月）

６）J. Toxicol. Sci.誌 Editorial Board（2014.1 月～現在） 
７）日本薬剤学会第 36 年会（徳島） 組織委員（2020.2～2021.5） 
８）（一社）香川県薬剤師会 第 9 回薬剤師のかかりつけ機能

強化のための研修シラバスを活用した研修会講師「医薬品

や化学物質による血中甲状腺ホルモン濃度低下作用機構

の薬物動態学的解明」(2021.9.25.) 

喜納 克仁
１) 論文審査 6件
２）Editorial Board Member of "Science Postprint"
３）新世代の生物有機化学研究会 web 作成委員

４）光医学・光生物学会 評議員

５）JEMS 第一編集委員、G&E Editorial board members 

桐山 賀充
１）論文査読  1件 

窪田 剛志
１）国際ジャーナル査読（Letters in Drug Design & Discovery 等） 

小林 卓
１）日本生理学会・評議員

２）日生理学会・生理学認定エデュケーター

３）「日本生物学オリンピック・香川県予選」（2021 年 7 月 18
日、徳島文理大学・香川キャンパス）

定本 久世

１）日本比較生理生化学会・評議員、将来計画委員

白畑 孝明
１）日本私立薬科大学協会の薬剤師国家試験問題検討委員会

の法規・制度・倫理部会委員

２）一般社団法人薬学教育協議会の薬学と社会教科担当教員

会議委員

代田 修
１）独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 日本薬局方原案

審議委員会 医薬品名称調査会 委員

２）独立行政法人 医薬品医療機器総合機構 医薬品名称専門

協議委員

３）公益財団法人 薬剤師研修センター 漢方薬・生薬研修会

薬用植物園実習 講師
４）一般社団法人 日本生薬学会 代議員

５）一般社団法人 日本生薬学会 関西支部 委員

６）一般社団法人 薬学教育協議会 生薬学・天然物化学教科

担当教員会議 委員

７）大学薬用植物園園長・担当者会議 委員

竹内 一
１）健やか香川 21ヘルスワーキンググループ委員 

得丸博史

１）日本私立薬科大学協会 薬剤師国家試験問題検討委員会

「薬理学」部会委員

２）薬学教育協議会 病態・薬物治療学教科担当教員会 委員

３）大学入試共通テスト監督

徳村 忠一

１）薬学教育協議会 日本薬局方教科担当教員会

２）薬学教育協議会 薬剤学教科担当教員会

３）日本私立薬科大学協会 薬剤師国家試験問題検討委員会

118



!"#$%& ()*&+ ,-./012'3 45 6'7874 1

=*4C+:}~

Ng%&¶Iw!PÇÖ–—

Tg¬#ÀÃ %Ï

w"í|}

|g%&¶Iw!PÇÖ–—

w› Ê

|g()[*45:/0)$mÀ}~: }~D%&%& 1 * é
Ø?@g

>? @A

|g()[ij*45:ÏBCayaD%&#& 1 * éØ?@g
ìg()[*45:$AD%&#%1 *éØ?@g
Eg()[ëíQR%&DEF®5=*$&C®»D%&#%1

BéØ?@g
NgZZ[N˚ij∫JmÀ}~:}~D%&#!1 *éØ?@g

®" †G

|gquÈ&Ä€ÈLM}~:}~

ìgGHIJK†LM}~:D´$.È&.ö´g}~

Eg*&w∑IJ6_OaHI \H]K„≤Oa~

*X ‡

|g()[ij*45:$A.:¯.ÏBCayaD%&&'1
(éØ?@g

ìg()[*45:$A.EÕ$A.µ:¯D%&&'1 (éØ
?@g

Eg()[ëíQR%&DEF®5D%&#!1 *éØ?@g
Ng()%&Q&+DEF®5D%&%&1 *éØ?@g
Tg()[JKLkà¢sQ*ëMNO(LM:B¯D%&%&

1 ##éØ?@g

P) Q-

|g]74,:4,^M3.:9"_4.,LVJ,674"®5nN˚3‡Nı
ìg¬#ÀÃ #Ï

zœ RS

|g∞ö±≤H.*45GHIJ}~D∂KCDg

ìgèã´¨È&: RB~

Eg()[*45: /˜®T=©D‹rgUîköÚsV

WUVWtXØ*$‹∫RXUYZU[†îUØC

%&%#"1 A"é #&"è
Ng*&,-AB: *$&,GCD,~: }~

TgèãFê*G%&A: *45GHIJK†LM}~:

=*$&C+:}~

fl+ ‡·

|g()[*45:=*45UîîmŸ¢u⁄€ÈUVWU

/˜b±yÇú“∑§V/˜:™UUHU\]y∆«™∑
òUßôòs UUH”4kŸòôCN%&%#1 )é !#èO"

ìgΩZ^hiËÀÕ_.^Y˚__`™*aÚb.cù

Eg%&¶Iw!PÇÖ–—

dUenΩf2g¸

ß® ©‡

ÒÚ˘aBÜ I`"≤¯aÇD*´¨∑_x,≠°ÆnÒ
ÚÛêÒÚÙ‚&ın%&%#1 Bé %&èg
N˚˘aBÜ I`"≤¯aÇD*´¨∑_x,≠°Ænh`Û
êiw‚&ın%&%#1 #&é #&èg

119





!!"#$% '()%* +,-./01&2 34 5&6763 0

!" !#$ %&'()'(*

"#$%&'

() !* +,

() ./ 01

23

4() 56 78$9: ;<:='

>( ?@ AB$9: C:='

121





!

!

!

!

!

!

!

Annual Report 2021 

Volume 16 

Kagawa School of 

Pharmaceutical 

Sciences 

Tokushima Bunri University 



!"#"$"%&'())*%)+%,("-."'/012'"*%&'2/3'/4
5)604(2."%703-2%8329/-421:

;"-'(%<=>%?@??

&(2A)%=<=BC=>%&"3062
!"#"$"%DEFC?=F<>%GH,HI

5/*/J()3/K%LM=CMDCMFFCD=@@
N"'42.2*/K%LM=CMDCMFBC@=M=

8OPK%(11JKQQ6JRS03-2C0R"'RTJQ23A/UR(1.*

!"#"$"%&'())*%)+%,("-."'/012'"*%&'2/3'/4
5)604(2."%703-2%8329/-421:

;"-'(%<=>%?@??

&(2A)%=<=BC=>%&"3062
!"#"$"%DEFC?=F<>%GH,HI

5/*/J()3/K%LM=CMDCMFFCD=@@
N"'42.2*/K%LM=CMDCMFBC@=M=

8OPK%(11JKQQ6JRS03-2C0R"'RTJQ23A/UR(1.*



Preface to the tenth issue of The Annual Report 
                        

The Faculty of Pharmaceutical Sciences at the Kagawa Campus was founded in April, 2004. Our purpose 

is to educate students to become professional pharmacists and basic scientists with sufficient knowledge of 

chemistry, biology, and pharmaceutical thought to practice with humanity and a high sense of ethics and social 

responsibility. In April, 2005, the Kagawa School of Pharmaceutical Sciences was established with masters and 

doctoral programs. The undergraduate course of the Kagawa School of Pharmaceutical Sciences was 

reorganized in April, 2006, into two departments, the Department of Pharmacy (with a six-year training 

program) and Pharmaceutical Sciences (with a four-year training program). The mission of the Department of 

Pharmacy (the six-year program) is to train highly qualified pharmacists who are knowledgeable about 

advanced medical treatment, and who also can contribute to the prevention and treatment of diseases. Society’s 

view of pharmacy education has changed, not only in medical fields but also in other fields, to the fostering of 

a healthy and safe society. In order to fulfill this mandate, the Department of Pharmaceutical Sciences (the four-

year program) educates students to become key members of society who can play an active part in all social 

fields with their broad background in pharmacy, and who can become outstanding life scientists by making 

signal contributions to basic science. But Kagawa School of Pharmaceutical Sciences has turned into only the 

program of the Department of Pharmacy in April, 2012, in order to match the needs of the region. Our faculty, 

which has cutting-edge equipment, succeeds the principles at the foundation and has trained professionals with 

a research mind who can respond the social demands, and a variety of human resources who can contribute to 

the promotion of health of the people. 

Guided by these principles, we laid the foundation for the Kagawa School of Pharmaceutical Sciences and 

dedicated ourselves to this effort. We established Institute of Neuroscience in the Kagawa School of 

Pharmaceutical Sciences, and the Institute of Neuroscience was reorganized and has now been expanded into 

four divisions in April, 2007. We published the first issue of The Annual Report of the Kagawa School of 

Pharmaceutical Sciences, highlighting our educational, research, management, and philanthropic achievements, 

by looking back upon the past three years of our activities, in 2006. We are now publishing the eleventh issue 

of the Annual Report by looking back upon the past five years of our activities. I would like all of the staff to 

utilize these issues to perform a self-assessment and to look forward to the future development of their activities. 

In addition, I expect that this issue will assist our staff in expanding both intramural and extramural 

interdisciplinary exchanges.  

The Kagawa School of Pharmaceutical Sciences is always making progress on the road toward realizing 

our goals. I would be very grateful if all the people who read this annual report would kindly give me their 

opinions and/or comments with a view toward continuing to improve the Kagawa School of Pharmaceutical 

Sciences. 

Hiromi Nochi, Ph.D., Dean 

Kagawa School of Pharmaceutical Sciences 

Tokushima Bunri University 
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A Short History of The Kagawa School of Pharmaceutical Sciences 

1895 Sai Murasaki founds a private vocational school in the city of Tokushima. 

1966 Tokushima Women’s University is founded. 

Faculty of Home Economics admits its first students. 
1968 Faculty of Music admits its first students. 

1972 Tokushima Women’s University is renamed Tokushima Bunri University. 

Faculty of Pharmaceutical Sciences admits its first students. 

1983 The Kagawa Campus of Tokushima Bunri University opens. 

Faculty of Literature admits its first students on the Kagawa campus. 

1989 Faculty of Engineering admits its first students on the Kagawa campus. 

1995 The 100th anniversary of the founding of the Murasaki Gakuen. 

2000 Faculty of Policy Studies admits its first students. 
2004 Faculty of Pharmaceutical Sciences at Kagawa Campus admits its first students on the 

Kagawa campus; the Department of Pharmaceutical Technology opens 10 laboratories. 
The rooms for teaching staff open on the fourth floor of the Research and Media Library. 
The office of the Faculty of Pharmaceutical Sciences at Kagawa Campus opens on the first floor 
of the Lecture Building. 

2005 The Kagawa School of Pharmaceutical Sciences is established on the Kagawa campus. 
Masters and doctoral programs begin at the Kagawa School of Pharmaceutical Sciences. 
Pharmaceutical Sciences Research and Laboratory Buildings are completed. 

The Center for Instrumental Analysis opens in the Pharmaceutical Sciences Research Building.  

The Center for Radioisotope and Laboratory Animals opens in the Pharmaceutical Sciences Laboratory 

Building. 

The Medicinal Plant Garden is established. 

The 110th anniversary of the founding of the Murasaki Gakuen. 

2006  The six-year undergraduate program in the Department of Pharmacy, Kagawa School of Pharmaceutical 

Sciences accepts its first students.  

The four-year undergraduate program in the Department of Pharmaceutical Sciences, Kagawa School 

of Pharmaceutical Sciences accepts its first students. 

A mock pharmacy opens in the Lecture Building for student training. 

The construction of eighteen laboratories and one research institute for the Kagawa School of 

Pharmaceutical Sciences is completed. 

SENKA Endowed Chair for "Practical Drug Discovery and Development" was established. 

2007 The research institute (Institute of Neuroscience) was reorganized and expanded into four divisions. 

2012 The four-year Graduate School of Pharmaceutical Sciences (Department of Pharmaceutical Sciences 

Doctoral program) was installed. 

125



2014 The 10th anniversary of the founding of Kagawa School of Pharmaceutical Sciences 

2015 The 120th anniversary of the founding of the Murasaki Gakuen. 

2020 The 125th anniversary of the founding of the Murasaki Gakuen. 
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building blocks for self-assembled nanostructures including vesicles, 
tubes, fibers, and others. We synthesized a series of oxacyclophanes,
azacyclophanes, and salen-based macrocycles bearing adamantane 
parts. By utilizing the specific properties of spherical shape, bulky 
skeleton, and lipophilicity of the adamantane derivatives, these 
adamantane-derived macrocycles were induced into hollow 
spherical aggregates with a multilayer membrane in organic and 
aqueous solutions. The hollow spheres were induced into fibrous
and/or network aggregates, which were eventually transformed into 
single crystals. These results afforded the evidences for a 
morphological change and phase transition occurring from the 
solution into a solid. 
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via a hole-transfer mechanism, and imidazolone is formed by 
one-electron oxidation of 8-oxoG at neutral pH. 
    In addition, 8-OxoG was specifically oxidized by iodine with 
aqueous KI. Under acidic conditions, the major product was 
dehydro-guanidinohydantoin. Under basic conditions, two 
diastereoisomers of spirohydantoin were chiefly obtained. In 
addition, unstable diimine was detected for the first time. 
2. Point Mutation by Guanine Oxidation.

The guanine base (G) in genomic DNA is highly susceptible to
oxidative stress because it has the lowest oxidation potential. 
Therefore, G-C-->T-A and G-C-->C-G transversion mutations 
frequently occur under oxidative conditions. One typical lesion of 
G is 8-oxoguanine (8-oxoG), which can pair with A, and this 
pairing may cause G-C-->T-A transversion mutations. Although the 
number of G-C-->C-G transversions is rather high under specific 
oxidation conditions such as riboflavin photosensitization, the 
molecular basis of G-C-->C-G transversions is not known. 
    We have shown that Iz is a key oxidation product of G when 
8-oxoG in DNA photosensitized with riboflavin or anthraquinone.
Primer extension experiments have demonstrated that Iz can
specifically pair with G in vitro. Thus, specific Iz-G base pair
formation can explain the G-C-->C-G transversion mutations that
appear under oxidative conditions.
    Moreover, we found that guanine is preferentially 
incorporated opposite 2,2,4-triamino-5(2H)-oxazolone (Oz) by 
eukaryotic DNA polymerases alpha, beta and epsilon, and we first 
propose the chemical structure of an Oz:G base pair having 
hydrogen bonds. Especially, since DNA polymerases alpha and 
epsilon play an important role in eukaryotic DNA replication, our 
results indicate that Oz is the premutagenic lesion that causes 
G:C-C:G transversions. Our results first clarify the mechanism of 
G:C-C:G transversions in eukaryote, and we mention the chemical 
consideration in guanine insertion opposite Oz. Thus we believe 
that our present study has novel insights into the molecular 
mechanism of point mutations underlying the first trigger which 
causes several diseases. 
    In addition to Oz, guanidinohydantoin (Gh)/iminoallantoin 
(Ia) and spiro-imino-dihydantoin (Sp) are known products of 
oxidative guanine damage. These damaged bases can base pair with 
guanine and cause G:C-C:G transversions. In this study, the 
stabilization energies of these bases paired with guanine were 
calculated in vacuo and in water. The calculated stabilization 
energies of the Ia:G base pairs were similar to that of the native 
C:G base pair, and both bases pairs have three hydrogen bonds. By 
contrast, the calculated stabilization energies of Gh:G, which form 
two hydrogen bonds, were lower than the Ia:G base pairs, 
suggesting that the stabilization energy depends on the number of 
hydrogen bonds. In addition, the Sp:G base pairs were less stable 
than the Ia:G base pairs. Furthermore, calculations showed that the 

Oz:G base pairs were less stable than the Ia:G, Gh:G and Sp:G base 
pairs, even though experimental results showed that incorporation 
of guanine opposite Oz is more efficient than that opposite Gh/Ia 
and Sp. 
    Next, we demonstrated that hNEIL1 and hNTH1 cleave Oz 
sites as efficiently as 5-hydroxyuracil sites. Thus, hNEIL1 and 
hNTH1 can repair Oz lesions. Furthermore, the nicking activities of 
these enzymes are largely independent of nucleobases opposite Oz; 
this finding indicates that removing Oz from Oz:G and Oz:A base 
pairs might cause an increase in the rate of point mutations in 
human cells. 
3. Product analysis of photooxidation in isolated quadruplex DNA
(1) The formation of quadruplex structure changed the site
reactivity and the kinds of guanine photooxidation products of
d(TGGGGT). In quadruplex DNA, 8-oxo-7,8-dihydroguanine
(8oxoG) and dehydroguanidinohydantoin (Ghox) were mainly
formed, although 2,5-diamino-4H-imidazol-4-one (Iz) was mainly
formed in single-stranded DNA. In addition, 3’-guanine was
specifically oxidized in quadruplex DNA compared with
single-stranded DNA, which depended on the localization of the
HOMO.
(2) Guanine is the most easily oxidized among the four DNA 
bases, and some guanine-rich sequences can form quadruplex
structures. In a previous study using 6-mer DNA d(TGGGGT),
which is the shortest oligomer capable of forming quadruplex
structures, we demonstrated that guanine oxidation products of
quadruplex DNA differ from those of single-stranded DNA.
Therefore, the photooxidation products of double-stranded DNA 
(dsDNA) may also differ from that of quadruplex or
single-stranded DNA, with the difference likely explaining the
influence of DNA structures on guanine oxidation pathways. In this
study, the guanine oxidation products of the dsDNA 
d(TGGGGT)/d(ACCCCA) were analyzed using HPLC and
electrospray ionization-mass spectrometry (ESI-MS). As a result,
the oxidation products in this dsDNA were identified as
2,5-diamino-4H-imidazol-4-one (Iz), 8-oxo-7,8-dihydroguanine
(8oxoG), dehydroguanidinohydantoin (Ghox), and
guanidinohydantoin (Gh). The major oxidation products in dsDNA 
were consistent with a combination of each major oxidation
product observed in single-stranded and quadruplex DNA. We
previously reported that the kinds of the oxidation products in
single-stranded or quadruplex DNA depend on the ease of
deprotonation of the guanine radical cation (G•+) at the N1 proton.
Similarly, this mechanism was also involved in dsDNA.
Deprotonation in dsDNA is easier than in quadruplex DNA and
more difficult in single-stranded DNA, which can explain the
formation of the four oxidation products in dsDNA.
4. Chemistry of flavins

Photoirradiation in the presence of riboflavin led to guanine
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Research

Research Themes:
The mechanisms of immune cell trafficking and the regulation of 

immune responses are our main themes to clarify. Especially, we 
study roles of nuclear receptor ligands including vitamin A & D 
and various hormones in regulating immune functions especially in 
mucosal systems including the gut. By pursuing these biologically 
fundamental questions, we set a goal to establish a solid basis of 
new remedies and drug discovery for various diseases. 

Recent Study:
For efficient immune responses, immune cells with proper 

functions need to migrate into right sites in the body. T cells, 
known as the control tower of the immune system, patrol the whole 
body along with the blood vessels and lymphatic vessels. However, 
they cannot migrate into non-lymphoid tissues before they are 
activated with antigen in the secondary lymphoid organs. Once 
they are activated and become effector or memory T cells, however, 
they can migrate into non-lymphoid tissues. They tend to migrate 
into the tissue that is associated with the secondary lymphoid organ 
where they are activated. This type of migration is called “homing”. 
For example, T cells that are activated with antigen in the small 
intestine-relate secondary lymphoid organs, Peyer’s patches (PP) 
and mesenteric lymph nodes (MLN), tend to migrate into small 
intestinal tissues including the lamina propria. In 2004, we found 
that vitamin A-derived retinoic acid is the physiological factor that 
imprints gut-homing specificity on T cells. We also found that 
subpopulations of dendritic cells (DC) in PP and MLN express the 
key enzyme of retinoic acid synthesis, RALDH (retinaldehyde 
dehydrogenase), and are capable of producing retinoic acid from 
vitamin A (retinol). They imprint T cells with the gut-homing 
specificity by delivering retinoic acid to T cells during antigen 
presentation. In 2006, we also found that a similar mechanism is 
involved in the imprinting of B cells with gut-homing specificity 
by a collaboration mainly with Dr. von Andrian"s group and Dr. 

Adams’ group.
    In 2009, we established a method for estimating the enzyme 
activity of RALDH in each DC, and identified the retinoic 
acid-producing subpopulation in MLN-DC and PP-DC. The 
RALDH2 isoform was mostly responsible for the activity. 
Depending on these results, we searched for the physiological 
factors that induce RALDH2 expression in DC in the gut or in 
MLN. We found that GM-CSF (granulocyte-macrophage 
colony-stimulating factor) plays a major role in the induction, and 
that retinoic acid itself plays a role as an essential cofactor. IL-4 
and IL-13 exhibited effects similar to those of GM-CSF on 
RALDH2 expression, but are found to be dispensable by the 
analysis of their receptor-deficient mice. The stimulation through 
Toll-like receptors enhanced the RALDH2 expression in DC as 
well as DC maturation.
    In 2007, several groups reported that the retinoic 
acid-producing DC also enhance the differentiation of Foxp3+

inducible regulatory T cells (iTreg) and suppress that of 
pro-inflammatory Th17 cells. Accordingly, we found that 
GM-CSF-treated DC that expressed RALDH2 could enhance the 
differentiation of Foxp3+ iTreg and suppress that of Th17. These 
results suggest that retinoic acid contributes to oral tolerance and 
regulation of immune responses to specific antigens. We have 
recently found that vitamin A deficiency affects not only the nature 
of T cells but also that of DC, and that MLN-DC in vitamin A 
deficient mice can induce oral antigen-specific CD4+ T cells that 
produce high levels of IL-13 and tumor necrosis factor-! (TNF-!).
Under vitamin A-deficient conditions, although it has been 
generally known that antibody responses are reduced, we found 
that markedly high levels of IgG1 antibody responses and IgE 
antibody responses against oral antigens can be induced. It is likely 
that these antibody responses involve the above-mentioned new 
IL-13-producing inflammatory helper T (Th) cells. Currently, we 
are investigating the molecular mechanism of differentiation of 
these Th cells and their role in allergic and inflammatory diseases.
     We have been also analyzing some other aspects of retinoic 
acid effects on immune functions and regulation, including 1) The 
molecular mechanism of retinoic acid effects on the expression of 
gut-homing receptors on immune cells, 2) The role of a retinoic 
acid-metabolizing system in the regulation of T cell functions, 3) 
Amplification and disruption of retinoic acid signals by RXR 
ligands and environmental chemicals, 4) The molecular mechanism 
of RALDH isoform 2 (RALDH2, encoded by Aldh1a2) expression 
in DC and the roles of a retinoic acid-bound RAR/RXR 
heterodimer and a retinoic acid response element (RARE) half-site 
at the proximal promoter of the Aldh1a2 gene. The RARE half-site 
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in this gene promoter was commonly found in many animal 
species. 
     We found that, in vitamin A-deficient mice, dextran sulfate 
sodium (DSS) induced more severe colitis, and a higher rate of 
development of colorectal carcinoma with colitis following 
treatment with azoxymethane, compared with vitamin 
A-supplemented mice. Therefore, vitamin A is likely to inhibit the
development of chronic inflammation and cancer. These vitamin A 
effects may also be dependent on retinoic acid production. As we 
mentioned above, GM-CSF and retinoic acid itself play important 
roles in the development of retinoic acid-producing DC, and 
Toll-like receptor-mediated stimulation enhances their maturation 
and retinoic acid-producing capacity. However, we recently found 
that Toll-like receptor stimulation also induced production of 
inflammatory cytokines. As retinoic acid-producing RALDH2high 
MLN-DC in steady-state mice do not produce inflammatory 
cytokines, we searched for a stimulation condition that can induce 
maturation in GM-CSF/retinoic acid-treated semi-mature DC and 
can enhance their RALDH2 expression without inducing 
inflammatory cytokines. We found that stimulation with 
immobilized proteins such as E-cadherin/IgG-Fc chimeric protein 
fulfilled the requirement. These proteins induced signals through 
integrin β1 in DC. E-cadherin expressed on epithelial cells in gut 
tissues might contribute to the development of the RALDH2high DC. 
These DC induced in vitro could efficiently induced gut-homing 
iTreg, and could significantly suppress DSS-induced colitis. 

Publications (2017.4~2022.3)

2020 
1. Iwashita S, Suzuki T, Kiriyama Y, Dohmae N, Ohoka Y, Song

SY, Nakashima K. : Overcoming off-targets: assessing Western
blot signals for Bcnt/Cfdp1, a tentative component of the
chromatin remodeling complex. Biosci Rep. 26; 40 (6):
BSR20194012 (2020).

[Review articles in Japanese]
2017
1. Yokota-Nakatsuma, A. Retinoic acid prevents dendritic cells

from inducing novel inflammatory T cells that produce abundant
interleukin-13. Yakugaku Zasshi 137(12):1491-1496(2017).
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Research

Theme 1. The molecular mechanism of complexin (Hiroshi 
Tokumaru, Hisayo Sadamoto)

Action potential-evoked neurotransmitter release is triggered by 
Ca2+ influx through voltage-gated calcium channels located next to 
the active zone. The increase in Ca2+ concentration initiates rapid 
signaling cascades that lead to the exocytosis of synaptic vesicles 
containing high concentrations of neurotransmitter. Two soluble N-
ethylmaleimide-sensitive factor attachment protein receptor 
(SNARE) proteins from the presynaptic membrane, syntaxin 1 and 
SNAP-25, and one SNARE protein from the synaptic vesicle 
membrane, synaptobrevin-2 (also known as VAMP-2), form a four-
helix bundle (called the trans-SNARE complex or SNAREpin) that 
catalyzes membrane fusion. The synaptic vesicle protein 
synaptotagmin 1 (Syt1) serves as a major Ca2+ sensor for fast action 
potential-evoked synaptic vesicle exocytosis. The rapid interactions 
between Syt1, the SNARE complex and membrane phospholipids 
induced by Ca2+ are critical for membrane fusion.
The precise control of evoked neurotransmitter release requires 
several cytosolic proteins including complexin (also known as
synaphin). Complexin and its binding to the SNARE complex are 
critical for fast neurotransmitter release, as demonstrated by studies 
in knockout mice and in Drosophila mutants. In addition, intra-
presynaptic terminal injection of a SNARE-binding domain peptide 
that blocks complexin binding to the SNARE complex also inhibits 
rapid neurotransmitter release. Despite this evidence, complexin’s

function remains controversial. Furthermore, recent studies suggest 
that complexin contains several functional domains that either 
stimulate or inhibit neurotransmitter release. Thus, the function of 
complexin is likely more complex than expected from its small size 
(134 aa for mammalian complexin 1 and 2).
Like Syt1-deficient mice, complexin 1/2 double-knockouts exhibit 

an impairment of action potential-evoked synchronous (but not 
asynchronous) neurotransmitter release. However, an important 
difference exists between the two types of knockout mice: elevated 
external Ca2+ can rescue synchronous release in complexin 1/2 
double-knockouts but not in Syt1 knockouts. Thus, the functions of 
complexin and Syt1 in action potential-evoked fast neurotransmitter 
release are intimately related to each other yet distinct.
Biochemically investigating the relationship between the two 

proteins, we previously demonstrated that complexin directly binds 
to Syt1 even in the absence of Ca2+. Because Syt1 binds to SNARE 
complexes weakly in the absence of Ca2+, we proposed that 
complexin recruits Syt1 to the SNARE complex prior to Ca2+ influx. 
Recently, we examined the interaction between complexin, Syt1 and 
the SNARE complex using recombinant proteins. Our results 
indicate that Syt1 recruitment to the SNARE-driven fusion 
machinery by complexin is essential for vesicle exocytosis.
Syt1 bound weakly to complexin alone, but the addition of three 

SNARE proteins (syntaxin 1, SNAP-25 and VAMP/synaptobrevin-
2) in combination, but not individually, markedly enhanced binding. 
Unlike full-length complexin (amino acid [aa] 1–134) and an NH2 
(N)-terminally truncated complexin (aa 46–134), carboxy (C)-
terminally truncated complexin s (aa 1–104 and 1–124) could not 
support Syt1 binding even in the presence of the SNARE complex. 
These results indicate that the binding of Syt1 to the C-terminal 
region of complexin promotes its recruitment to the SNARE-driven 
fusion machinery, and that this process is crucial for Ca2+-dependent 
vesicle exocytosis.

Theme 2. Differential localizations of GKAP/SAPAP1 isoforms 
in developing hippocampal neurons (Hisayo Sadamoto) 

Guanylate kinase-associated protein (GKAP) and SAP90/PSD-95-
associated protein 1 (SAPAP1) proteins form complexes with PSD-
95 and Shank at excitatory postsynaptic sites, and are implicated in 
synapse formation and synaptic plasticity.  GKAP/SAPAP1 
proteins, which displayed different N termini, have appeared as 
multiple alternatively spliced isoforms.  However, specific 
functional roles of individual isoforms still remain unclear.  To 
understand particular functions of GKAP/SAPAP1 isoforms in 
formation and maintenance of synaptic connections, we here 
investigated expression and subcellular distributions of these 
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isoforms in hippocampal neurons during synaptic development. 
First, we identified two isoforms of SAPAP1 (named as SAPAP1b 
and 1c) in mice hippocampus, which exhibited an alternative usage 
of two exons in the middle part of SAPAP1 transcript.  Using 
primary culture of mouse hippocampal neurons and confocal 
microscope, we sought to examine localizations of each EGFP-
tagged GKAP/SAPAP1 isoform (GKAP, SAPAP1, SAPAP1b or 
SAPAP1c).   During synaptic maturation, GKAP/SAPAP1 
isoforms were found to display differences in cluster formation at 
the dendritic spines.  EGFP-SAPAP1 formed clusters at dendritic 
shafts on an early stage of synapse formation and did not change the 
rate of accumulation (clustering index) in mature dendritic spines at 
later stages.  Clusters of EGFP-SAPAP1b and EGFP-SAPAP1c 
were also found to occur at an early stage, but tended to disappear 
during synaptic maturation.  In contrast, GKAP clearly 
accumulated in dendritic spines at a later stage of synaptic 
maturation.  These results suggest the possibility that each spliced 
isoform of GKAP/SAPAP1 has a specific function in synapse 
formation.

Theme 3. Synaptic modulation and synchronous oscillatory 
network modulation in odor information processing (Suguru 
Kobayashi) 

Synchronous oscillatory activity in the central nervous system 
(CNS) is common in multiple cognitive and neural functions of both 
vertebrates and invertebrates. In the olfactory center of terrestrial 
animals, changes in the oscillatory frequency of the local field 
potential (LFP) are thought to be involved in olfaction-based 
behavior and olfactory memory. We study GABAergic and 
FMRFamidergic neuromodulation of oscillatory activity in odor 
information processing of the procerebrum (PC) in the land slug 
Limax valentianus. We found that GABA and FMRFamide are 
present in the PC and these modulatory roles are involved in the 
oscillatory neural network of the PC. A part of results for excitatory 
GABAergic and FMRFamidaergic neuromodulation are published 
in J. Neurophysiol. (2012) and Eur. J. Neurosci. (2010). Other 
physiological study with fine histological analysis showed the 
presence of cholinergic excitatory modulation for PC neurons via 
nicotinic ACh receptors activation and feedforward inhibition in the 
cholinergic afferents from the tentacles to the PC (J Comp Neurol, 
2014). In comprehensive analysis with in vitro cultured PC 
preparation, the role of biogenic amines and cholinergic activation
in synchronous oscillatory networks were discussed (J Comp Neurol, 
2016a, b; European Biophysics Journal with Biophysics Letters, 
2017; J Physiol Sci, 2019). Peptidergic innervation of whole CNSs
and the synaptic modulation for PC neurons have been also revealed
recently (J Comp Physiol A, 2020; Peptides, 2021). Pathological 
analysis in the hippocampal inhibitory synaptic transmission have 
been performed with Sapporo Medical University (Brain Res 2019). 

We use electrophysiology and optical recording methods to 
understand the role of oscillatory dynamics in odor recognition and 
memory storage.
Grant Support: Grants-in-Aid for KAKENHI from the Japan Society 
for the Promotion of Science (No. 20K06750). 
Collaborations: With other universities.
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recurrent seizures. In the present study, we determined the possible 
molecular and cellular mechanisms of LEV treatment after 
termination of SE. To assess the effect of LEV against the brain 
alterations after SE, we focused on blood-brain barrier (BBB) 
dysfunction associated with angiogenesis and brain inflammation. 
The consecutive treatment of LEV inhibited the temporarily 
increased BBB leakage in the hippocampus two days after SE. At 
the same time point, the LEV treatment significantly inhibited the 
increase in the number of CD31-positive endothelial immature cells 
and in the expression of angiogenic factors. These findings 
suggested that the increase in neovascularization led to an increase 
in BBB permeability by SE-induced BBB failure, and these brain 
alterations were prevented by LEV treatment. Furthermore, in the 
acute phase of the latent period, pro-inflammatory responses for 
epileptogenic targets in microglia and astrocytes of the hippocampus 
activated, and these upregulations of pro-inflammatory-related 
molecules were inhibited by LEV treatment. These findings suggest 
that LEV is likely involved in neuroprotection via anti-angiogenesis 
and anti-inflammatory activities against BBB dysfunction in the 
acute phase of epileptogenesis after SE. 

2. Study on the relationship between blood brain barrier (BBB)
disruption and epilepsy.
In recent years, it has been well recognized that the therapies for
epilepsy by the AEDs, which is represented by valproate, have been
definitely effective. On the other hand, no less than 30% of epileptic
patients were intractable, so there are difficulties in achievement of
high level of QOL for them. In order to dissolve this problem, the
development of new AEDs with novel mechanisms is an important
for drug-resistant patients. We aim to find out the novel molecular
target for new drugs. Recently, we have focused the relationship
between BBB disruption and generalized epilepsy. Although
conventional evaluation methods of BBB disruption are to measure
the diffusion of low molecular weight dye (ex. Evans blue) to brain
parenchyma, they are not available in animals alive.  In our
laboratory, the spatial and sequential changes of the BBB disruption
in PTZ-induced convulsive alive mice were elucidated by the
technique of gadolinium-enhanced magnetic resonance imaging
using the MRI for rodent (MRminiSR, 1.5T). In addition, we have
investigated the involvement of NO in the BBB disruption in
generalized epilepsy.
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We have shown that the administration of valproic acid, which is the 
first-line drug used in the treatment of epilepsy, during pregnancy 
causes a collapse of the balance of excitation and inhibition in 
children born to these mothers (Japanese Society of Toxicology, 
2012). This study is joint research that is being conducted with 
Kentaro Tanemura sensei of Tohoku University, Dr. Yoshikazu 
Nakajima of Nara Institute of Science and Technology, and the 
teacher Katsuhide Igarashi of the Japan Institute of Health Sciences. 
We organized a symposium at the Japan Neuroscience Society in 
Kyoto in June 2013. 
4. Study of the Application of optical measurement methods to test
ES cell function.
This study was initiated in 2012 and is intended to use the optical
recording method with VSD to characterize cells that are
differentiated from human ES cells. This is joint research that is
being conducted with Prof. Katsunori Sasaki, Shinshu University
[supported by KAKENHI (A)].
5. Visualization of cell-specific membrane potential responses by the
introduction of voltage sensitive fluorescent protein (VSFP), which
is a new membrane potential-sensitive protein.
In collaboration with Dr. Thomas Knopfel at RIKEN BSI, we have
succeeded in detecting optical signal-specific hippocampal
pyramidal cells by introducing a new VSFP from 2012. The
detection of cell-specific signals are made possible in specimens in
vivo by the further development of this technique.
6. Detection and use of the optical signals from neural excitation
with a polarized light microscope.
This is joint research that is being conducted with Dr. Tomomi Tani
and Dr. Oldenburg of Woods Hole MBL. In this study, we aim to
detect changes in nerve optical properties, such as polarization, that
are caused by nerve excitation. In March of 2013, we will visit the
MBL for this purpose.
7. Studies of the mechanisms of regulation by a variety of factors
and the neural responses of hippocampal neural synapses.
We are collaborating with various laboratories to apply our method
in order to examine the neural pathologies of diseases, such as
Alzheimer's disease, and other factors (J. Neurosci., 1996; Neurosci.
Letters, 1997; J. Neurosci, 2002; PNAS, 2004; Neuropharmacol.,
2005).
8. Regulation mechanisms of neural activity by inhibitory synapses
in the hippocampus.
The unique feature of VSD imaging compared to other biological
imaging methods is that it can measure hyperpolarization and, thus,
inhibitory neural responses. From this point of view, we found
depolarizing GABA responses in area CA1 in response to tetanic
stimulation (J. Neurophysiol., 2002; Pfluger's Arch., 2010). In
addition, we found perisomatic inhibitory actions with feedforward
inhibition (Neurosci. Res., 2009).
Area II

1. Physiological studies of osmoregulatory mechanisms and
contractile vacuoles of Paramecium.
For the first time, we have applied electrophysiological methods to
the study of the Paramecium organelles, the contractile vacuoles, and
have revealed the membrane dynamics that are involved in this
periodic activity (J. Exp. Biol., 1997a, b; 1998a, b; J. Cell Sci., 1999;
J. Exp. Biol., 2005).

2. Physiological studies of membrane proteins and cilia of
paramecium response mechanisms.
The use of recent techniques of RNA interference knockdown in
combination with the whole genome project of the Paramecium has
enabled us to knock down particular proteins that are associated with
cilia disease (so-called ciliopathy). We have found that the absence
of some molecules that have been thought to be structural proteins
induces behavioral changes. By applying electrophysiological
methods to this mutant, we have examined the relationship of that
behavior and the membrane responses and found that some of these
"structural proteins" are actually involved in membrane potential-
mediated signal transduction (e.g., Eukary. Cell, 2012). This is joint
research that is being conducted with Prof. Hori of Yamaguchi
University.

Analysis of functional role for lanosterol 14α -demethylase 
(LDM) in  cuprizone-induced demyelination and remyelination 
using transgenic mice over-expressing LDM 
Cholesterol is an essential component of myelin sheath in the 
nervous system. Cholesterol required for myelination is newly 
synthesized in oligodendrocyte, because cholesterol synthetized in 
peripheral organs cannot cross the blood brain barrier. Lanosterol 14 
alpha-demethylase (LDM, CYP51) is the only cytochrome P450 
enzyme that is involved in cholesterol biosynthesis in eukaryotes. It 
is expressed abundantly in the liver and moderately in the brain. Our 
previous study revealed that LDM was predominantly expressed in 
oligodendrocytes and Schwann cells in the central and peripheral 
nervous system, respectively and that its expression increased in the 
process of remyelination following cuprizone-induced 
demyelination. In order to examine the role of LDM in detail, we 
generated transgenic mice (LDM-Tg mice) in which LDM-transgene 
is driven by an oligodendrocyte-specific myelin proteolipid protein 
(PLP) promoter. Cuprizone-induced demyelination in the corpus 
callosum was not so severe and remyelination following 
demyelination was more promoted in LDM-Tg mice as compared 
with wild-type mice. We report herein that expression analysis of 
sterol regulatory element-binding protein 2 (SREBP2), a regulatory 
molecule of cholesterol biosynthesis, by immunohistochemistry and 
immunoblotting in this mouse model. During remyelination, 
SREBP2 was strongly expressed in astrocytes, not in 
oligodendrocytes, which proliferated in the corpus callosum 
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dependent histone replacement via the C-terminal domain (BCNT-
C). As expected, exogenous mouse Bcnt/Cfdp1 is detected in the 
nuclei of HEK293T cells and chromatin foci of exogenous human 
BCNT/CFDP1 were observed to be colocalized with γH2A.X in 
radiation-damaged DNA repair. Using western blot and LC-MS/MS 
analysis, we examined the molecular behavior of Bcnt/Cfdp1 in 
C2C12 myoblasts, in which Srcap (mammalian Swr1) was shown to 
be involved in muscular differentiation. EGFP- and mCherry-
mBcnt/Cfdp1 were mainly observed in the nuclei, but these signals 
disappeared when using digitonin in a hypotonic solution. In contrast 
to the observation in HEK293 T-Rex cells, the western blot signal of 
the C2C12 cell extracts with an anti-CFDP1 Ab showed a 
predominantly single band. Furthermore, phosphorylation of S246 
in DWESF was not detected in Flag-tagged mBcnt transiently 
expressed in C2C12 cells. To take account of the macromolecular 
crowding and the side effect of trypsinization in subcellular 
fractionation, the cytosolic fraction was obtained by directly treating 
the cells with digitonin in Ficoll/Sucrose buffer, which was then 
fractionated and examined. We observed that Bcnt/Cfdp1 is 
diversely localized - from the cytoplasmic to nuclear fractions - in 
both the growing and differentiated myotube. Although the reason 
for the discrepancy between biochemical and cytochemical signals 
remains unclear, these results suggest Bcnt/Cfdp1 plays diverse roles 
beyond its expected role as a component of the CRC. 
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